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　秋も深まった十月後半のある日――。




　夜よ見み坂さか探偵事務所の応接セットのソファに、所長の夜見坂寝ね猫ねこがジャージ姿で寝そべっていた。卓たく上じように置いた携帯電話の呼び出し音が鳴り、寝転がっていた寝猫はむくりと身を起こして携帯に手を伸ばす。

「気持ちよく昼寝してたのに誰だ？　市いち一いちか、それとも紗さ綾や華かか弥み茂も祢ねさん……げ！」

　ディスプレイに表示された相手の名前を見て、寝猫は思わず背筋を伸ばした。

「はい、夜見坂です」

　眠気など微み塵じんも感じさせない声で寝猫が名乗ると。

「元気そうね、夜見坂」

「まぁ、なんとか生きてますよ。それより。あたしの携帯に電話をかけてくるなんて、何かあったんですか、課長？　あ、もしかして、あたしの武ぶ士し免めん状じようの停止処分が早々に解除されるとか？」

　電話の相手、寝猫の元上司、警けい護ご寮りよう護ご衛えい方かた一課の課長である天あめ乃の宮みや彩あ以いは冷ややかな声で応えた。

「世の中、そんな甘いものではないわね、夜見坂」

「ですよね～。となると？」

「とくに用はないわね。あなたの声が聞きたくなっただけ」

「あたしがいないと寂しいですか、課長？」

「あなたがいないと、わたしが怒鳴りつける相手がいなくて困るのよ。あなたを怒鳴りつけるのが最大のストレス発散法だったのに」

「は……はは……嫌な発散法だなぁ」

　寝猫としては引き攣つった笑みを浮かべるしかない。

「それより。順調そうね、夜見坂」

「あ……ええ、なんとかやってますよ。一いち也やや吉よし成なりのお嬢様も協力してくれてますし。どうにか事務所は維持できてます」

「それはよかったわね」

（いえ、あんまりよくはないんですケド。紗綾華とか弥茂祢さんとか、迷惑以外の何物でもないんですケド）

「あなたに与えられた猶ゆう予よは一年間だけなのよ？　そのあいだに自分が社会の役に立つ人間だということを証明しないと武士免状は剝はく奪だつなのよ？　わかっているわよね？」

「もちろんわかっていますとも」

「なら、いいの。あなたの武士免状が剝奪されたなんてことになったら、わたし、あなたのお師匠に顔向けできないもの」

「あ……そ、そうデス、ね」

「このあいだも、あなたのお師匠から様子伺うかがいの電話があったのよ」

　寝猫はギクリと身を強こわばらせる。

「な、なんか言ってました、師匠？」

「あなたが真面目に働いているかどうか、気にしていたわね。ちゃんと探偵として働いていると言ったら安あん堵どしていたわね」

「よかった～」

「逆に言えば、ちゃんと働いていないと、あなたのことを心配したお師匠は、あるいは激げつ昂こうしたお師匠は、そこの事務所へ乗り込んでいくかもしれないわね？」

「うっっっ」

　寝猫は目を見開いて小さく仰のけ反ぞった。

「そそそ、それは困る」

「だったら。この先もちゃんと働くことね？」

「わかってます。ちゃんと真面目に働くので心配は要りませんと、次に電話があったら師匠に伝えておいてください」

　寝猫は退たい路ろを断たれた部隊を率いる将軍のように悲ひ壮そうな決意を顔に浮かべて応えるのだった。

「なら、真面目に働きなさい、夜見坂。困ったことがあれば相談に乗るし、個人で手が回らないようなことがあれば力を貸してあげる。警護寮の組織を動かすのは無理でも、わたしが個人の才覚でどうにかできることなら手を貸すから」

「あ……ありがとうございます」

「だから、パチンコばかりしていないで、ちゃんと働くのよ？」

「い、嫌だなぁ。パチンコばかりしてるわけじゃないですよ」

（たまにはしてますけど）

「なら、いいのだけど。わたしや師匠の期待を裏切るんじゃないわよ、夜見坂？」

　携帯電話を持ったまま、ソファの上で気をつけの姿勢を取ってしまう寝猫だった。

「頑張ります！」

「ではね、夜見坂。そのうち一度、遊びに行くわ」

（来なくていいです）

　という内心の思いとは裏腹に、

「いつでもどうぞ。お待ちしてますよ」

　と応えてしまう寝猫だった。

　天乃宮課長との通話を終えて携帯を卓上に置くと、寝猫はソファの背もたれに力なく背中を預け、天井を見上げてため息を吐ついた。

（やれやれ。仕方がない、働くか。師匠に来られたら、あたし、どんなお仕置きをされるかわかったもんじゃない。とりあえず館に起きる怪事件の謎なぞを解明してくれっていうあの依頼、正式に引き受けるしかないなぁ。場所は戸と隠がくし高原だっていうし、旅行がてら遠えん征せいしてみるか）

　とはいえ、自分で手配するのは面倒くさくて嫌なので、寝猫は一いつ切さい合がつ切さいを一也に任せることにする。

（どうせ市一の奴、今日も来るんだろうから、来たら交渉や手配を丸投げしておこう。しかし、館に起きる怪事件ねぇ。幽霊を見たとか、ラップ音が鳴ったとか、人ひと魂だまが飛んでたとか、な～んか胡う散さん臭くさいんだよな。紗綾華が恐がってるから、それはそれで面白いんだけど）

　寝猫は壁に掛かった時計を見やる。

（まだ一時半。市一の奴が来るまで二時間くらいあるな。よし、ちょっとだけパチンコに行ってくるか）

　ぜんぜん懲こりていない寝猫だった。
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　十月後半の土曜日の午前――。




　夜よ見み坂さか寝ね猫ねこ、愛あい市いち一いち也や、吉よし成なり紗さ綾や華か、紫ゆかり乃の弥み茂も祢ねの四名は、北陸新幹線に乗るため、東京駅に集合した。

　夜見坂探偵事務所の所長と助手として依頼主に会い、持ち込まれた案件を解決する。そのために四人は、これから戸と隠がくし高原へと向かうところである。
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　依頼の内容は、依頼主が住まう館に起きている怪事件の謎なぞを解明し、解決してほしいというものだが、メールと電話のやり取りだけでは細かなニュアンスが伝わらないので、寝猫としては、まず現地を見て依頼人と話をしてみようという腹づもりである。

　解決するとなると、謎を解明するだけではなく、二度と怪事件が起きないように処置する必要もある。

（解決の手段に関しては、実際に現地で現場を見ないとなんとも言えないし）

　ということで、寝猫は週末を利用して一泊二日で戸隠高原へ赴おもむくことになった。

　なぜ週末かというと、平日だと紗綾華や一也は学校があって来られないからだ。

　二人が来られないからこそ平日に行く。

　最初はそう思った寝猫だが。

「平日に行くなら、先方との交渉や切きつ符ぷの手配は、ご自分でどうぞ」

　と一也が反はん旗きを翻ひるがえし。

「学校を休んでついていきます。自費で」

　と紗綾華が気き炎えんを上げ。

「お嬢様を置き去りにして出かけるのでございますか？　でしたら、わたくしとしては、わたくし秘ひ蔵ぞうの夜見坂様写真をお嬢様にお渡しするしかございません」

　と弥茂祢が耳打ちしてきて。

　寝猫は旅行の日程を週末にせざるを得なくなったのだった。

「というか！　秘蔵のあたし写真って、なんだよ!?」

「それはもう、とても口では言い表せない夜見坂様の恥ずかしい写真でございます」

「なんでそんな写真を弥茂祢さんが!?　っていうか、あたし、そんな写真撮られた覚えないんだけど!?」

　弥茂祢が、くふ、と笑った。

「見たいでございますか？　知りたいでございますか？」

「いや、見たくもないし知りたくもない。もし本当にそんな物があるのなら……決して紗綾華に渡すんじゃない」

（あたしの着替えとか入にゆう浴よくとか、そういうのじゃなくて、預金通帳の残ざん高だかを写真に撮られてるかもしれないな。それは……最高に恥ずかしい）

　まぁ、そんなやり取りがあって現在に至るわけだが、その後、紗綾華にも弥茂祢にもとくに変わった様子はないから、弥茂祢が言ったのはただのブラフかもしれない。

（真偽はともかく、紗綾華と弥茂祢さんには弱みを見せないように気をつけないと）

　と自分を戒いましめる寝猫だった。
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　さて、東京駅である。

　北陸新幹線はすでに大阪まで通じているが、東京から北陸新幹線経由で大阪まで行く乗客など滅めつ多たにいないから、新幹線は大半が金かな沢ざわ行きだ。

　四人がホームに上がると、流線型のフォルムをした金沢行き新幹線はすでに入線していた。乗車扉はまだ閉じているが、指定席券を持っているので並ぶ必要はなく、四人はホームの空いている場所に立って扉が開くのを待つことにする。

　今日の四人の出いで立たちはというと。

　寝猫は黒い薄手のコートを羽は織おっている。

　ベルトを締めず前を開けた状態だが、その下のシャツやジーンズも黒なので、遠目にはどこからどこまでがコートなのか、よくわからない。長くて艶つやのある黒髪と相まって冥めい界かいから出張してきた死に神のような印象だ。

　一也は武士養成校の学生らしく、学校指定の学生服に身を包んでいる。紺色というか群ぐん青じよう色いろというかは微妙な色合いだが、割とよく目立つ。もっと目立つのは彼が腰に刀を差していることで、それで彼が武士養成校の生徒だということが知れる。

　小柄な紗綾華は茶系統の柔やわらかそうな秋物コートを身に纏まとい、薄茶色の鍔つば広ひろの帽子を被かぶっている。清せい楚そな感じが漂い、好印象だ。端はたで見ているだけなら。

　四人の中で最も目立っているのが弥茂祢だった。

　何しろ東京駅のホームにメイド服で立っているのだ。メイド服は黒と白を基調にしたシックな作りで、スカート丈も長く、生地もいい物を使っている。その辺りのコスプレショップで売っている紛まがい物ものとは違う本格的な衣装。そんな本格的なメイド衣装に身を包んだ弥茂祢が、背中に大きなリュックを背負い、キャリーケースを二つ転がしているのだから、目立たないわけがない。

　週末の午前中ということで、新幹線のホームはけっこう人が多い。それら居合わせた者の多くが弥茂祢に目をやり、感心したような、不思議そうな、呆れたような顔になっている。それら好奇な視線などものともせず、弥茂祢は背筋を真っ直ぐに伸ばした美しい姿勢で己の主人、吉成紗綾華の隣に立っていた。

　混んでいるにも拘かかわらず四人の周囲に人が近寄ってこないのは、弥茂祢と寝猫の存在が大きな要因だろう。

「弥茂祢さん、そんな恰かつ好こうで寒くないの？　最近は朝晩けっこう冷えるでしょ」

　と寝猫が訊きくと、弥茂祢は丁寧に頭を下げた。

「お気遣い、ありがとうございます」

「いやまぁ気遣いっていうか、見ているこっちが寒くなってくるからね」

「大丈夫でございますよ。こう見えて、下に着込んでおりますので」

「そうなの？」

　弥茂祢はニッコリ笑って、はいと応えた。

「ユニシロのフリーズは元より、毛糸のぱんつにステテコと完全装備でございます」

「フリーズ!?　凍ってたら、逆に寒いんじゃないの？」

　と寝猫が首を傾かしげると、一也がツッコんできた。

「猫先輩、首を捻ひねるところはそこじゃないでしょう!?」

「そうか。たしかに。いま問題にすべきはステテコのほうだよな」

「いえ、そういうことでも……」

「まぁ、人の着る物にあたしがとやかく言うものでもないけど……ホントにステテコを穿はいてるの？」

　寝猫は疑念に満ちた視線を弥茂祢に注いだ。

「さて、どうでございましょう。どうしてもお知りになりたければ、わたくしを脱がしてみるとよいでございますよ？」

　ぶるぶるぶる。

　寝猫は首を激しく左右に振った。

「そんな恐いこと、したくない」

　唐とう突とつに紗綾華が叫んだ。

「ダメ！　猫お姉様、そんなことしたらダメです！」

「だから。しないって、紗綾華」

「弥茂祢を脱がすのなら、その前にわたしを脱がしてくれなくちゃ嫌です」

「だから！　そんなことはしないから！」

　寝猫のツッコミなど意に介さず、紗綾華は両手を胸の前で組んでうっとりとした顔で宙ちゆうを見上げた。

「あぁぁ、猫お姉様に服を脱がされ、下着を剝はぎ取られ、全裸にされて弄もてあそばれるなんて……夢のようです」

「夢だよ！　紗綾華の妄もう想そうだよ！」

（周りに人がいなくて本当によかった）

　心の底からそう思う一也だった。




　などと、四人がいつものボケとツッコミを繰り返しているうちに新幹線の乗車口扉が開いた。

「ほら、乗るよ、紗綾華」

　宙を見上げたままうっとりとしている紗綾華の頭を軽く叩はたくと、寝猫は大きなスポーツバッグを持ち上げ――ご丁寧にバッグまで黒色だ――乗車口へと歩み寄る。

「あ、待って、猫お姉様」

　我に返った紗綾華が慌あわてて寝猫を追いかけ。

　そのあとに、やはり大きなスポーツバッグを肩にかけた一也が続き。

　いちばんあとから、リュックを背負い二つのキャリーケースを両手で引いた弥茂祢が悠ゆう然ぜんと歩を進めていった。
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　大きなスポーツバッグ二つと大きなキャリーケースを二つに大きなリュックを一つ、無理やり荷物棚に載せて押し込むと――それは専もつぱら一也と弥茂祢の仕事だった――四人は二人掛けの席を一つ回転させて向かい合わせにする。

　進行方向に向かって寝猫と紗綾華が並んで座り、その対面、進行方向を背に弥茂祢と一也が座った。

　紗綾華は早速、隣に座った寝猫のほうへ撓しな垂だれかかり。

　寝猫はあきらめ顔でされるがままになっている。

　そんな寝猫と紗綾華の様子を見て、一也はまたも内心で大きな焦あせりを感じてしまう。

（なんか、猫先輩と紗綾華嬢、関係が進展しているっていうか発展してるっていうか。僕も負けてはいられない。もっと猫先輩との関係を進展させなくちゃ。今より発展させなくちゃ）

　と思ったものの、では、どうすれば進展させたり発展させたりできるのかが一也にはよくわからない。

（デ……デートにでも誘ってみる……とか？）

　自分の思いつきに、一也は慌てて内心で首を振る。

（いやいや、いきなりデートとか、ないよね。じゃあ、どうすれば。やっぱり告白とかするんだろうか……）

　ただ、それをすると、最悪の場合、今の関係までご破は算さんになってしまいそうで、一也としては今一つ踏み切れない、思い切れない。

（今の関係……か）

　一也は初めて寝猫と会ったときのことを思い出していた。
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　あれは一也が小学一年生の頃だから、二つ上の寝猫は小学三年生だったはずだ。

　地元の剣術大会の幼年の部で優勝した一也は、天てん心しん無む明みよう流りゆうの師し範はん代だいに目をつけられ、うちに修行に来ないかと誘われたのだ。その頃、「日本一の剣士になる」という壮大な目標を立てていた一也だから、二つ返事で申し出を受けた。

　天心無明流は戦国最強を謳うたわれた流派だ。正式な大会には出場しないので、いま一つメジャーではないけれど、その強さは伝説の域いきに達している。そんな流派の師範代から誘われたとなれば、腕に自信のあった一也が有う頂ちよう天てんになったのも無理はなかった。

　だが、しかし。

　意い気き揚よう々ようと天心無明流の修行に行ってみたら、一也の鼻っ柱はすぐにへし折られた。有頂天から奈な落らくの底へ突き落とされた。

　天心無明流は実戦主義で、剣術修行のための道場はなく、雨が降ろうと風が吹こうと、修行や仕合は野や外がいで行われた。

　一也は抜ばつ刀とう術じゆつを習うのは初めての経験だったし、野外での修行や仕合も初めてだった。ということを差し引いたとしても、そこにいたのは、ほとんどが彼よりも腕の立つ子供ばかりだった。

　年長者組はもとより、彼より年下の者も、彼より強かった。

　天心無明流は一般の門もん下か生せいを取っていないから、それほど多くの子供がいたわけではないが、少なくともそこに居合わせた十数人の中では一也は底辺に近い存在だった。

　一也が目を見張るほど強い子供が何人もいたが、分けても光り輝いていたのが寝猫ともう一人の女子だった。

　とくに寝猫の強さは飛び抜けていて、小学三年生にも拘わらず六年の門下生を軽々と負かしていた。中学生にも勝っていた。高校生とも互角に近い勝負を繰り広げていた。

　一也は打ちのめされた。

　井の中の蛙かわず大海を知らず、という諺ことわざの意味を身を以もつて知った。

　そのときはまだ、抜刀術を習い始めたばかりだからと自分に言い訳することができたからよかった。

　しかし。

　一年修行しても二年修行しても、周りとの差は一向に縮まらなかった。自分は一ひと握にぎりの選ばれた者などではなく、その他大勢の範はん疇ちゆうに入る並の者にすぎないのではないかと思い知らされた。

　自分の腕に自信があっただけに、一也が受けた衝撃の大きさは計はかり知れず。

　結果、彼は半年ほど剣の修行をサボってしまった。

　そんなときだった、寝猫が彼の自宅を訪れたのは。

「どうしたの？」

　道着に袴はかま姿の寝猫が玄関先でそう訊いてきた。彼女の黒い大きな瞳が眩まぶしくて一也は思わず目を逸そらせる。

「しはん代も心配していたよ？」

　目を逸らせたまま、一也はぼそぼそと応えた。

「いや、あの、最近、どうも調子が出なくて……」

「ふうん。スランプなんだ？」

「あ……うん、まぁ……」

「ちょっと仕合しようか？」

「え？」

「あたしと仕合すれば、スランプ脱出のきっかけがつかめるかもしれないじゃん？」

「でも……」

　逡しゆん巡じゆんする一也にかまわず、寝猫は言葉を継いだ。

「この辺に河原とか、ある？」

「……少し歩いたところにあるけど」

「じゃあ、そこに行こう」

　一方的にそう決めつけると、寝猫は一也の手を取り引っ張った。

「あ」

　握られた手から伝わる寝猫の体温に驚いた一也は、思わず彼女の手を振り解ほどき、自分の手を引っ込めた。

　寝猫は別に気を悪くしたふうでもなく、こう言った。

「愛市クンは防具を着けてきたほうがいいよ？」

　それは子供特有の無む邪じや気きな残ざん酷こくさだったのか、それとも一也を奮ふるい立たせようとする寝猫の計算だったのか、今でも彼にはわからない。

　が、たしかに一也は奮い立った。むしろいきり立った。

（それってぼくが一ひと太た刀ちも浴あびせられないっていう前ぜん提てい!?）

　気乗りがしなかった一也も、やる気になった。闘やる気になった。

　寝猫が計算尽くだったのなら、まさに彼女の狙いどおりになったわけだが、小学三年生の一也にそんな駆け引きなどわかるはずもない。

「いいよ。仕合しよう。でも防具は着けない。だって夜見坂さんが着けていないのに、男のぼくだけ着けられるはずがないよ」

　寝猫は一也を見つめ、そしてニッコリと笑った。その笑顔に一也は魅みせられたのかもしれない。

「そうだね。じゃあ、対等の勝負だ」

　そして、ほら早く、と一也を手招いた。

　一也は木ぼつ剣けんを持ち出し、寝猫と一緒に近くの河原まで歩いた。

　河原に着くまでは互いに無言だった。

　一也は今日こそは夜見坂さんに一太刀入れてやる、と入れ込んでいた。

　河原に着くと、人がいない場所を選んで対たい峙じし、仕合を始めたのだが。

　やはり勝負は一方的だった。というより、元から力量差があったのに、半年も修行をサボった一也が敵かなうはずもなく、彼はボコボコにされた。

　木剣を打ち合う場合は寸止めするのが基本だが、子供同士なので、木剣を振った勢いが強いと止め損なうことがままある。今回も、寝猫の木剣が何度も一也の体に当たった。もしかすると、端はなから彼女はきちんと寸止めをしようなどとは思っていなかったのかもしれない。

　寝猫の木剣を受けた一也の体は、あちこちが赤く腫はれ上がった。それでも彼は必死で木剣を振るった。

　悔くやしくて。

　自分が情けなくて。

　相手が憎らしくて。

　なんとか一いつ矢し報いようとして木剣を振り続けた。

　やがて双方とも、息が上がってくる。

　剣の腕は小学生離れしていても、寝猫の体力はやはり小学生だったのだ。

　もちろん一也も息は上がっているのだが、彼は同年代の男子としては大柄なほうだったし、持久走にも自信があったから、寝猫ほど消しよう耗もうしてはいなかった。一也と寝猫ではあらゆる面で差があったが、体力、持久力だけは互角だったといえるだろう。

　二人はふらふらになりながら木剣を振るい続けた。もはや太刀筋がどうの、受けの型がどうのというレベルではなくなっていた。二人とも、とてつもなく重くなった木剣を出で鱈たら目めに振り回し、なんとか相手の木剣を躱かわそうと河原を転がり回るだけだ。

　一也の振った剣を躱そうとして、寝猫が河原の土手の草の上に倒れ込んだとき、彼女を追いかけようとして走った一也は、足を縺もつれさせてしまった。

　もはや立て直す余力はなく。

　踏み留まる体力もなく。

　彼は蹈鞴たたらを踏むようにして寝猫の体の上に倒れ込んだ。

　本来なら、倒れて一也の木剣を避けた直後に寝猫は立ち上がっていたはずだ。けれど彼女のほうもすでに限界に近かった。いつものように身軽に素早く起き上がることはできず、結果、倒れてくる一也の体を受け止める恰好になってしまった。

　寝猫の上に覆い被さった一也は木剣を体の前面に構えていた。そのため木剣が寝猫の体に触れた。

「あ？」

　寝猫は目を見開いて自分の体に押しつけられている木剣を見た。それから、自分に覆い被さって荒い息を吐はいている一也を見た。

「一本、取られたね」

　という寝猫の声に、一也はようやく顔を上げた。

　そして。

　自分のすぐ目の前に微笑ほほえむ寝猫の顔があって、一也は思わず大きく仰のけ反ぞった。

　混乱し、慌てた一也は急いで木剣を手放し、両手を突いて上体を起こそうとした。

　しかし。

　なにぶんへろへろで、しかも焦っているため、自分がどこに手を伸ばそうとしているかにまで気が回らなかった。

　彼が両手を突っ張って上体を持ち上げたとき、ようやく掌てのひらが接しているものが地面にしては柔やわらかいことに気がついた。

　ふと視線を下に向けると。

　一也の両の掌は寝猫の両胸の上にしっかりと載せられていた。

「うわわわわ？」

　慌てて両手を離した一也だが、そうなると持ち上げた上体を支える物がなくなってしまうわけで。

　疲労困こん憊ぱいの上半身を背はい筋きんが支えきれず、彼の体は寝猫の体の上に落ちていった。

　胸と胸が衝突したが、クッションが利いていて――すでにその頃、寝猫の胸は膨ふくらんでいた――痛くはなかった。

　問題はそのあとに発生した。

　落ちていったのは上体だけではなかった。

　当然、頭も落ちる。

　一也の顔面が寝猫の顔面に激突した。

　おでことおでこがぶつかった。

　その頃一也はまだ眼鏡めがねをかけておらず、直撃だった。かなり痛かった。二人とも悲鳴を上げ、涙目になる。おでこだけでなく鼻の先端もぶつかったような気がする。さらに唇くちびるや歯もぶつかったような気もする。

　一也が慌てて頭を引くと、寝猫の右手が伸びてきて彼の額ひたいを、がし、と摑つかんだ。抜刀術を修行している寝猫の握力は小学生女子にしては強かった。

「あ痛いたたた」

　一也は体の両側に伸ばした腕をばたばたと振り回す。

「愛市クン、剣の仕合にかこつけてあたしを押し倒すのが目的だったの？」

「ちちちちがいます、ちがいます！」

「おっぱいもむし」

「ももももんでません！」

　仰あお向むけの体勢で一也の額を摑んだまま、寝猫は下から彼を睨にらみつける。

「早くどいて」

「い、いや頭はなしてくれないとどけない」

　寝猫が右手を緩めてくれたので、一也は大急ぎで上体を起こし、そそくさと彼女の体の上から離れた。

　寝猫がむくりと上体を起こす。

「あの……ごめん」

　上体を起こした寝猫に向かって、一也は正座をして頭を下げたのだが。

　冷ややかな目で一也を見つめた寝猫は、冷ややかな声を発した。

「ダメ。許さない」

「そんな！」

「愛市クンは、けっこん前の女子の一生をだいなしにしたんだからね」

「いいい一生をだいなし!?　ぼく、そんなひどいことした!?」

「しらばっくれる気？」

「そんなことは……ごめんなさい」

　一也はもう一度、頭を下げた。

　寝猫からはなんの返事も返ってこない。

　下げた頭をゆるゆると上げた一也は上目遣いにそっと寝猫の様子を窺うかがったが、自分を見ている寝猫と目が合ってしまい、慌てて視線を逸らせた。

「許してほしい？」

「ほ、ほしい」

「じゃあ、どれいになって」

「え？　どれ……い？」

「そう、どれい」

「えっと、どれいって、あの、ぼく、何をすれば……？」

「あたしのいうことを聞いて、あたしのためにはたらいて、あたしを守れるくらい強くなること。それがどれいのつとめね」

「う……わかった」

「わ、か、り、ま、し、た」

「うぅ……わかりました、夜見坂さん」

「わかりました、寝猫せんぱい」

「え？」

「だから。あたしのいうことを聞けと言ったでしょ」

（えっと、それって……名前で呼んでいいってこと？）

「わかりました、寝猫せんぱい。はい、言って」

「わ、わかりました、寝猫せんぱい！」

「よろしい」

　寝猫は満足そうに頷うなずくと、ひょいっと腰を上げ、軽々と立ち上がった。

「言っておくけど」

　上から寝猫の言葉が降ってきて、一也は彼女の顔を見上げた。

「どれいのせいさつよだつの権利はあたしが握ってるの。だから修行をサボったら殺すからね？」

（せいさつよだつってなんだろう？）

　と思った一也だが、要するに寝猫は、もう二度と修行をサボるような真ま似ねをするなと言っているのだと理解した。

「わかりました、寝猫せんぱい」

「よろしい」

　寝猫はニッコリと笑った。

　その笑顔が眩しすぎて、また視線を逸らせてしまう一也である。

「にしても、あ～あ、負けちゃったな」

「え？」

　一也は逸らせたばかりの視線を寝猫に戻す。

　先ほどから逸らせたり戻したり、また逸らせたり戻したりと、忙せわしい男だ。

「あの……負けたっていうのは？」

「だから、さっきの仕合の話。あたし、最後に一本取られたじゃない。年下に負けるのなんて、何年ぶりかなぁ」

　寝猫から一本取れたのは、もちろん嬉うれしいことなのだが、しかし。

（あんなので本当に一本取ったことになるのかな？）

　という思いが拭ぬぐいきれない一也である。

「いや、あれはナシだよ、寝猫せんぱい」

「ナシって？」

「だって、ぼく、たまたまこけただけだし。こけたところに、たまたま寝猫せんぱいがいただけだし。だから、あの勝負はナシ」

　寝猫は少しだけ首を傾げた。

「いいの、それで？」

「いいよ。そのうち正面から戦って正々堂々と勝つから」

　寝猫がにんまりと笑った。

「そう。がんばって。仕合にはいつでも応じるから」

「うん、がんばる！」

「約束だから。破ったら針千本飲ませてから腹をさいて飲ませた針を取り出し、全身に突き刺して殺すから」

（寝猫せんぱいなら本当にやりかねないぃぃ）

　震え上がる一也だった。




　きっとあのとき寝猫のことが好きになったんだよなぁ、と一也は思うのだ。

　あのとき以来、一也はずっと寝猫のあとを追いかけてきた。

　でも追いつけなかった。

　その後、何百回と仕合をしても、二度と寝猫から一本取ることはできなかった。

　そのうち寝猫は中学に進学してしまった。

　一也も中学に進学したが、彼女とは別々の学校になったから、会えるのは流派の剣の修行のときだけだ。

　必死で修行を重ねた一也だが、相変わらず寝猫には勝てなかった。

　寝猫と同じ武士養成校に進学できたから高校では寝猫と会えるようになった一也だが、高三の寝猫は在学中に武士免状試験に合格してしまった。武士免状が正式に発効するのは十八歳の誕生日で、それまでは仮免扱いだが、寝猫はもう本物の武士といってもいい存在だった。

　どれだけ頑張って修行を重ねても、追いつくどころか離される一方。そんな気がして一也は大いに焦った。寝猫を守れるほど強くなるという、あの日の約束を果たせる日は本当に来るのかと、悶もん々もんとした日々を送った。

　やがて寝猫は本物の武士となって高校を卒業し、大学に進学していった。

　大学に通いながら警護寮に勤つとめ、護衛剣士として活躍を始めた。

　もはや寝猫は手の届かない高みへと登ってしまった。

　そんなふうに絶望しそうになったこともあったが、一也は諦あきらめなかった。

（僕には才能はないかもしれないけど、やる気と根性と体力なら負けないから。あの日だって寝猫先輩に負け続けたけど、それでも木剣を振り続けているうちに体力勝負になって、結局、痛み分けみたいな形に持っていけたんだものな）

　そう自分を奮い立たせて、一也は剣の修行を続けてきた。そのおかげで、猛も者さが大勢いる武士養成校でも、同学年なら一、二を争うほどの剣の腕前になった。それでも寝猫には遠く及ばなかったが、離される一方だった寝猫との距離――剣の腕前という意味での――が少しだけ縮まった気がしたものだ。

　それに、一也には別の目的もできていた。

　高校生の寝猫は、かつてほど凜り々りしくなく、なんだかだらけがちだった。武士免状を取得してしまったため、もう高校でやることがなくなって気が抜けているのかと思っていた一也だが、大学に進んでも寝猫はだらけたままだった。むしろ悪化していた。

　パチンコや競けい馬ばに精を出しているという話を兄あに弟で子したちから聞かされたとき、自分が寝猫を更生させるのだと一也は奮い立った。寝猫を立ち直らせることこそが、あの日、寝猫の奴ど隷れいとなった自分の責務だと一也は思い込んだ。寝猫から邪じや慳けんに扱われようが、ウザいと言われようが、便利な男としてこき使われようが、一也は寝猫を更生させようと必死になって働きかけた。そして今に至るわけだが、一也の寝猫更生計画は、あまりはかばかしい成果を上げていなかった。

　一也は内心で、はぁ、とため息を吐つく。

（あの頃の猫先輩は、本当に凜々しくて可か愛わいいくて恰好良くて素敵だったのになぁ……って、べつに今は凜々しくなくて可愛くもなくて恰好悪いとか、そういうことじゃないんですよ？）

　誰に言い訳してるのかと自分にツッコみたくなる一也である。

（でも、猫先輩は、あのときの約束なんて覚えてないんだろうなぁ……いやまぁ覚えていられたら、それはそれで、僕、かなり恥ずかしいんだけど）

　あのときの寝猫とのやり取りを思い出す度たび、顔がニマニマしてしまう一也だった。
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「キモっ。キモオタ糞くそ虫むし先輩の顔がめちゃくちゃキモいんですけどっっ！」

　そんな紗綾華の声に一也は我に返った。

　声のしたほうに顔を向けると、嫌けん悪お感かんを丸出しにして自分をガン見している紗綾華と目が合った。

「美少女フィギュアを前に、あんなことやこんなことを妄想しているキモオタみたいな顔をしていたわっ。キモっ」

「なんでそんな具体的な比ひ喩ゆが出てくるのっ!?」

「だって、わたし、猫お姉様の写真を前に、あんなことやそんなことを妄想するもの。キモオタ先輩だってするんでしょ!?」

　ツッコむべきかスルーすべきか、一也が迷っていると。

「お嬢様、あんなことやこんなこととは具体的にどんなことでございますか？」

　などと弥茂祢が参戦してきた。

「そんなの、言うまでもないじゃない。わたしが猫お姉様に無理やり脱がされ手て籠ごめにされることよ。あぁもう」

　顔を赤らめた紗綾華は、両手で頰ほおを挟みつけ、もじもじと体を揺すった。

「猫お姉様ったら、わたしにあんな恥ずかしい恰好をさせるなんて、なんて酷ひどい女ひとなの。でも、もっとして。猫お姉様にだったら、どんな恥ずかしいことをされても、わたし、受け容れますから」

　目をハート型にした紗綾華が、潤うるんだ瞳で寝猫を見つめた。

「聞きたくなかった……」

　ガックリと肩を落とした寝猫は、すぐに気を取り直して弥茂祢に向かって吼ほえた。

「だから。あんたは余計なことを言うなと！」

「申し訳ございません。ですが、愛市様を非難されるお嬢様も、じつは五十歩百歩だということをお知らせして、愛市様を庇かばおうとしただけでございますので、どうかご寛かん恕じよくださいませ」

「え？　今の流れで、僕、庇われていたんですかっ!?」

「主人のわたしを蔑ないがしろにして、あんなキモオタ糞虫先輩を庇うなんて、どういうつもりなの、弥茂祢!?」

「もういいから。あんたは黙ってて。未来永劫、金こん輪りん際ざい、余計なことを言わないようにしてくれる？」

「あぁぁ。お三方の言葉責めが素敵すぎて、わたくし、軽くイッてしまいそうです」

（あれぇ？　この人、意外とＭ気質？）

　天井を見上げてぶるっと体を震わせる弥茂祢を見て一也は面食らうが。

「まぁ、それはさておいてでございますが」

　弥茂祢は何事もなかったように顔を下ろし、平然と語りかけてきた。

「まったく、堪こたえない女ね」

　紗綾華は諦めたように頭を振り。

「暖の簾れんに糠ぬか漬づけとはあんたのことだ」

　と寝猫は荒い息を吐はき。

「猫先輩、暖簾には腕押し、糠には釘、ですよ」

　ついツッコんでしまう一也だった。

「お嬢様の妄想はわかりましたが、愛市様はどのような妄想を？」

「あれぇ？　この流れでそこに話題を持ってくるんですか!?」

（やっぱＳだな、この人）

「そんな汚けがらわしいことを聞いてどうするの、弥茂祢!?　キモオタ糞虫屑くず男お先輩の妄想なんて、猫先輩を脱がして、あんなことやこんなことをしようっていうのに決まってるじゃない」

「でしたら、お嬢様とほとんど同じでございますね」

　にっこりと微笑みながら弥茂祢はそう言った。

「うっっっ」

　思わず仰け反った紗綾華だが。

「わ、わたしの場合はいいのよ。女同士だし」

「「どんな理屈っっ!?」」

　一也と寝猫のツッコミは綺き麗れいにユニゾンしていた。

「キモオタ糞虫先輩の妄想は汚らわしいのよ！　女子の手を握ったこともないキモオタ糞虫童貞先輩が猫お姉様を相手に妄想するだなんて一万年と二千年早いわ。猫お姉様で妄想したかったら、せめて女子の手を握るくらいの経験をしてからになさい！」

「いや、だからって、あたしで妄想するのを紗綾華が許すのはおかしいよね？」

　とツッコんでおいてから、寝猫はにんまりと笑った。

「それに市いち一いちは女子の手を握るくらいのことはもうとっくに経験しているしなぁ」

「え？」

「は？」

　一也と紗綾華が驚きの顔を寝猫に向けた。

「のみならず、女子の胸を揉もんだことだってあるものなぁ」

（ねねねね猫先輩……覚えているっっっ!?）

　一也は嬉しさと恥ずかしさで顔が熱を持ち、赤く染まるのを自覚した。

　一方、紗綾華は。

　不思議そうな顔で寝猫を見やっていたが、やがてふと気がついたように、一也に顔を向けてきた。それから、脳天から湯ゆ気げを噴き出している一也と涼しい顔の寝猫を交互に見やり。

「……怪しい。なんだかとてつもなく限りなく際さい限げんなく怪しいわ。わたしの女の勘かんが、恐ろしく怪しいと告げているわ」

　眉を顰ひそめた紗綾華は、訴えかけるような視線を寝猫に向けた。

「……まさかとは思いますけど、猫お姉様、まさかこのキモオタ童貞屑男先輩に、まさか胸を揉まれているのでは……まさかありませんよね？」

「さて、どうだったかなぁ」

「きいぃ～～～～っ、そんなこと許されないわ。悔しい悔しい悔しい～～っっ」

　紗綾華は悔しそうに顔を歪ゆがめて身み悶もだえする。

「わたしも猫お姉様のお胸を揉みたい～～」

「そっちか！」

　すぱん、と寝猫が紗綾華の頭を叩はたいた。

「うぅぅ。だって」

　頭を押さえた紗綾華は涙目で訴える。

「屑くずオタ糞虫先輩にだけ揉ませるなんて狡ずるいですぅ。どうして？　どうして屑オタ糞虫先輩にだけ揉ませて、わたしには揉ませてくれないのです!?」

「揉ませてないよ！　なに人を進んで胸揉ませるエロ魔人みたいに言ってんの！」

　今にも嚙かみつきそうな形ぎよう相そうで寝猫は紗綾華に迫った。

「で、でも、だって……」

　寝猫と一也を交互に見やる紗綾華は、今にも泣き出しそうな顔だ。

「わたしだけ除のけ者に……酷い……」

「酷いのは紗綾華だ！」

　寝猫は額を押さえ天を仰ぐ。

（ちょっと市一をからかってやれと思っただけなのに。火に油を注いじゃったか？　頭だけじゃなく全身に頭痛がしてきた）

　それはもはや頭痛とは呼ばない。

　見かねた弥茂祢が優しく紗綾華に呼びかけた。

「お嬢様、落ち着いてくださいませ。夜見坂様の過去を詮索するより、もっと前向きにお嬢様と夜見坂様の未来を想像いたしましょう。この先、お嬢様が夜見坂様のお胸を揉み拉しだく機会など、いくらもあるでございますから。お嬢様が夜見坂様から揉み拉かれる機会も腐るほどあるでございますから」

「あって堪たまるか！」

　顔を戻した寝猫は、ずびし、と弥茂祢を指さしてツッコむが、弥茂祢はどこ吹く風で受け流す。

　弥茂祢の声に、はっとして紗綾華が顔を上げた。

「そうよね。過去に囚とらわれているだけじゃ先へ進めないわよね。仮に万が一、キモオタ屑男糞虫先輩が過去に猫お姉様の胸を揉んだことがあったとしても、猫お姉様のお胸は今はわたしのモノなのですもの」

「違うよ。紗綾華のモノじゃないよ！」

「いつでも揉み放題」

「飲み放題みたいに言うな！」

「千五百円ポッキリ」

「いまどき千五百円で揉み放題なんて、場ば末すえのキャバクラでも無理だ！」

「それだけではないわ。わたしの場合、キモオタ屑虫先輩と違って、猫お姉様によってわたしの胸も揉まれ放題」

「揉むか！」

「これが本当の、揉みつ揉まれつの関係」

「どんな関係!?」

「素敵な関係でございますね、お嬢様」

「あんたは黙ってろ！」

　ぜぇはぁと荒い息を吐はいて二人を睨みつけていた寝猫だが、やがて上体を捻り、座席の背もたれに持ち上げた右腕を置くと、そこに額をつけて長く切ないため息を吐ついた。

「誰かなんとかして……」

「これは夜見坂様とも思えない気弱な態度とお言葉。どうされましたか？」

　澄すました顔で弥茂祢がそう問いかけると、寝猫は顔を背もたれに向けたままか細い声で応えてきた。

「すべてあんたのせいだ……あたし、泣いちゃうぞ？」

「えぇ？　わたくしのせいで夜見坂様が泣いてしまうのでございますか？　そんな……想像しただけで、わたくし、軽くイッてしまいそうでございます。そんなことを言われてしまいますと、わたくし、もっともっと夜見坂様を泣かせたくなってしまうではございませんか」

（Ｓだ。このメイド、心底どん底Ｓ気質だ。相手にしているだけで気力体力魔力知力が根ね刮こそぎ持っていかれる）

　寝猫は思考力もだいぶ削られているようだった。

「嫌よ、駄目駄目、弥茂祢。猫お姉様を泣かすなんて、わたしが許さないわよ!?　そんなことしたら減げん俸ぽうにするわよ？　減俸にして、結果、貧乏にするわよ!?」

「これは困ったでございます。減俸にされて貧乏にされたら、わたくし、飢うえ死にしてしまうでございます」

　上体を戻した寝猫は、げんなりとした顔で言った。

「あなたは一度、飢え死じねばいいと思うよ」

「酷い言い草でございますね。ですが。考えてみますと、お嬢様は夜見坂様にぞっこんめろめろで。わたくしはお嬢様に俸ほう給きゆうを握られていて頭が上がらず。夜見坂様は何故かわたくしのことが苦手なようでございますから、言うなればじゃんけんのような関係でございますね」

「わたし、あなたにはいつも上から目線でいろいろと言われてる気がするんだけど？　頭が上がらないどころか、わたし、いつもあなたに転がされたり踏みつけられてる気がするんだけど？」

　そう言って、紗綾華は疑わしそうな目を弥茂祢に注ぐのだが。

「お嬢様の気のせいでございます。わたくしが雇い主であるお嬢様にどれだけの敬意と尊そん崇すうの念を抱いていることか」

（（噓うそくさい～～））

　心中でハモってしまう紗綾華と寝猫だった。

「っていうか」

　気を取り直した寝猫は、弥茂祢に向かって右の掌を広げた。

「ぞっこんとかめろめろとか言わないように。恥ずかしくて死にそうになる」

「おや？」

　小首を傾げた弥茂祢は、すぐに機関銃を撃つように言葉の弾丸を連射してきた。

「お嬢様が夜見坂様にぞっこんでめろめろで好き好き大好き愛してる状態だというのに素直になれない夜見坂様はつい反発して邪慳にしてしまうのでございますが、ところがどっこい、内心ではお嬢様のことが可愛くて愛いとおしくて、かまわれるのが嬉しいのではございませんか？」

「ございませんよ！」

「ございませんのっ!?」

　紗綾華は目を見開き、口許を手で覆い、真っ青な顔色で寝猫を見つめた。

「あ、いや、べつに紗綾華のことが嫌いとか、そういうのじゃなくて……」

「嬉しい！　やっぱりわたしと猫お姉様は相思相愛！」

　紗綾華は寝猫の左腕にしがみついてきた。

「……おい市一、なんとかしてくれ」

　先ほどから静かな一也に向かって寝猫は増援を依頼したのだが。

　彼は座席の背もたれに向かって座面の上に正座し、両手で顔を覆ったまま、何事かぶつぶつと呟つぶやいていた。

「猫先輩は覚えてた……猫先輩は覚えてた……僕どうしたらいいの……」

「駄目だ、こいつ。いざというとき役に立たない奴だなぁ、もう」

「まぁまぁ夜見坂様。愛市様が役立たずの屑なのはさておきまして」

「いや？　あたし、そこまでは言ってないけど!?」

　脇から紗綾華が憎々しげな顔で憎悪光線を一也に照射しつつ、ぶつぶつと呟いた。

「猫お姉様の胸を揉み拉くとか絶対に許されないわ。死ねばいいのに。死ねばいいのに。思い切り残酷な死に方をすればいいのに」

「あぁもう。あぁもう。あぁもうもう。誰でもいいから何とかしてくれ。人に無理なら神でも仏でもいいから」

　寝猫は天井を見上げて神しん仏ぶつに訴えた。

「まぁまぁ夜見坂様、そう仰おつしやらずに。いま夜見坂様が斯かくあるのは運命。そうなのです、運命と思ってすべてを受け容れるのがよいでございますよ」

　寝猫はちろっと弥茂祢に視線を走らせ。

「悪魔や宇宙人を受け容れようとも、あんただけは受け容れられない気がする」

「酷い言い草でございますね」

　寝猫は勢いよく腰を浮かせ立ち上がった。

　立ち上がり、左手を腰に当て、右手を弥茂祢に向かって伸ばし、

「酷くないだろ！　酷いのは、いつもあんただ！」

　と叫んだ。

「あのう、お客様」

　いつの間まにか通路に立っていた車しや掌しようが声をかけてきた。

「あ？　なに？」

　首を回した寝猫が睨みつけると、少し腰の引けた体勢で車掌は言葉を継いできた。

「ほかのお客様のご迷惑になりますので、あまり大きな声はお出しになりませぬよう、よろしくお願いいたします」

　彼の言葉に三人が周囲を見回すと――一也はまだ座席に正座したまま顔を覆っている――ほかの乗客が非難がましい目で自分たちを見ているのがわかった。

「あ……ごめんなさい」

　立ったまま寝猫は車掌に、そして周りの乗客に頭を下げた。

「注意されてしまいましたね、夜見坂様。やはり公共のマナーは守らないといけないでございますね」

「あんたが……」

　もう一度、弥茂祢に向かって怒鳴りかけた寝猫は、しかし、すんでのところで言葉を呑のみ込んだ。

　怯おびえたような顔で見つめている車掌に向かって、寝猫はぶっきらぼうに、

「注意します」

　と言って、もう一度、頭を下げた。

　車掌は四人を見回し、

「お願いしますよ」

　と言い残すと、そそくさとその場を離れていった。

　彼に武術の心得があったわけではないが、寝猫や弥茂祢にただならざる気配を感じたのである。

　彼の心境を表すとすれば、こうだろう。




「触らぬ神に祟たたり無し」




　これ以上、騒ぎが大きくなるようなら、無線で鉄道警察隊に応援を頼んで、次の駅で乗り込んできてもらおうと思う車掌である。
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　車掌の姿が消えると、寝猫はそれとなく周囲に視線を走らせた。

　その車両は満席とまではいかないが、それでも席の七、八割方は埋まっていて、その誰もがこちらの様子を窺っているようだった。こういうとき、なまじ剣術の腕が立つだけに、周囲の気配が並の者より敏びん感かんに感じられてしまう。自分に向けられる視線が語る感情というものがわかってしまう。寝猫は居心地悪そうに身み動じろぎした。

（まぁ、でも、この程度なら、いつもよりはマシかな）

　刺客を斬った寝猫に向けられる視線が語るもの、それは。

　畏い怖ふであったり賞賛であったりというものもあるが、それより好奇であったり嫌悪であったり恐怖であったり軽けい侮ぶであったりすることのほうが多い。向けてくるのは、たまたま居合わせた野次馬や、駆けつけてきた警官や、同どう僚りようの護衛剣士である。そんな視線に晒さらされてきた寝猫だから、この程度ならまだマシかと思ったのである。

（それに新幹線の車内で騒いだのはこちらにも非があるし。こちらというか、主に紗綾華と弥茂祢さんだけど）

　顔を戻した寝猫が二人に視線を向けると、紗綾華は何かを期待するように目を輝かせ、弥茂祢は知らん顔で車窓の景色を眺めていた。

（ああ、もう。ホントにもう。紗綾華を助手にするとか、早まったかなぁ）

　けれど助手にしないと、受け取った三十万円を違約金として三倍にして返さなくてはならないわけで。その原因はといえば、自分の迂う闊かつさにあるわけで。

　今さらの話ではある。

（二進につちも三進さつちもいかないとはこのことだ）

「はぁぁぁぁぁ～～」

　寝猫が切なげな顔で盛大なため息を吐つくと、弥茂祢が顔を巡らせた。

「如何いかがいたしました、夜見坂様？　何やら黄昏たそがれているようでございますが？」

「あんたのせいだ、あんたの！」

　と寝猫は声を抑え気味にしてツッコんだが。

「駄目だ。ツッコめばツッコむほど、こちらが消耗していく」

　げんなりとした顔で力なく首を横に振った寝猫は、

「これ以上騒いだら追い出される。あたしはもう寝るからね」

　と宣言して後頭部を背もたれに押しつけ、ふて腐れた顔で目を瞑つむった。

　全身から激しい拒絶オーラが漂っていて、さすがの紗綾華も、これ以上、寝猫に話しかけるのは憚はばかられた。それに、これ以上うるさくすると本当に車掌に摘つまみ出されるかもしれない。鉄道警察官が乗り込んできて寝猫と一ひと悶もん着ちやく……どころか、二ふた悶着くらいは起きるかもしれない。何しろ警察と警護寮は仲が悪いのだ。今は警護寮に出仕していないとはいえ、「猫ではなく虎」「猫というより狂犬」などと呼ばれるほど武ぶ闘とう派はだった寝猫のこと、警官の言うことを黙って聞くとも思えない。

　仕方なく紗綾華は多機能型携帯電話マルチフオンを取り出して画面を操作し始め。

　ようやく自分を取り戻した一也は決まり悪そうに身を縮こまらせ、雑誌を取り出して頁を捲めくり始め。

　弥茂祢は背筋を真っ直ぐに伸ばした姿勢で車窓から飛び去っていく景色を見つめ。

　しばらくは静かな時間が流れた。




　そうして高たか崎さきをすぎ、軽かる井い沢ざわをすぎ、やがて新幹線は千ち曲くま川がわ沿いを走り、善ぜん光こう寺じ平だいらに入っていった。

　ここまで来れば長なが野の駅はもう近い。

　目を開けた寝猫はゆるゆると立ち上がり、大儀そうに荷物棚のスポーツバッグに手を伸ばした。

　他の三人も、それぞれ降おり支度を始め。

　やがて、長野到着を知らせる車内アナウンスが流れた。
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　長野駅の駅舎を出て駅前広場に立った四人に吹きつける風は思ったより冷たかった。

「東京より寒い気がしますね」

　と言って紗綾華が寝猫の右腕にしがみついてきたが、それを振り解くわけにもいかず、寝猫はあきらめ顔でされるがままだ。

「まぁ……そうだね。もう十月も後半だからな。長野は東京より標高が高くて内陸の分、冬が来るのは早いんだろうしね」

「戸隠高原ではもう雪が降ったりしてるかも？」

「いや、さすがにそれはないんじゃないか」

　紗綾華に向かって首を振った寝猫は、で？　と一也に顔を向けた。

「ここからはどうするんだ？」

　相手との折せつ衝しようは一也に丸投げしてあるから、寝猫は相手の住所も依頼人の詳細も知らなかった。というより、あまり知る気がなかったというのが正直なところだ。

　依頼人に関して知っていることといえば、祖父から受け継いだ洋館に一人で暮らしている女子高生、という程度で、寝猫が今回の依頼を受ける気になったのは、怪事件――幽霊が出たり、館内でラップ音がしたり獣の声が聞こえたり、いつの間にか物が壊れていたりというものだ――が立て続けに起きる高原の洋館というシチュエーションが気に入っただけだったからだ。

　一也はマルフォのスケジュールアプリを呼び出し、画面を確認しながら答えた。

「戸隠高原までタクシーを使っていいという話なのでタクシーに乗ります。下りて電話すれば、迎えに来てくれるそうです」

「んじゃ、タクシー乗り場に行く……その前にお茶でも飲むか？」

「所要時間が今一つ読めないので、お茶は戸隠高原に行ってからにしませんか？　観光センターに行けば地元特産の蕎そ麦ば粉こを使った手打ち蕎麦が食べられるそうですし」

「戸隠高原の手打ち蕎麦！　いいね！」

　寝猫が嬉しそうに笑った。

「猫お姉様、お蕎麦が好きなんですか？」

「蕎麦は好きさ」

「弥茂祢、覚えておくように」

「はい、お嬢様」

「次に猫お姉様がお家に遊びに来たときには、弥茂祢に手打ち蕎麦を振る舞わせます」

「弥茂祢さんが打つの？」

　寝猫は、う～～ん、と唸って考え込む。

「なんか不安だなぁ」

「弥茂祢さんは蕎麦を打つより鞭むちを打つほうが似合っていますよね」

　などと、一也も軽口を叩たたいてみる。

　弥茂祢は小さく肩を落とし、小さくため息を吐ついた。

「お二人とも、酷い仰りようでございますね」

「いや。いつもあんたが酷いから酷く言われるんだ。自業自得だろ」

「夜見坂様、わたくしのことをＳ呼ばわりされているようでございますが、じつは夜見坂様こそＳなのではございませんか？」

　すると紗綾華が唐突に叫んだ。

「猫お姉様のＳはシスターのＳ！　弥茂祢のＳはサディスティックのＳ！　同じＳでもぜんぜん違うわ！」

　駅前を行き交う人々の視線が刺さって痛い。それでなくてもメイド服を着てリュックを背負い、二個のキャリーケースを引いた弥茂祢が目立ちまくっているというのに。

　寝猫は顔を伏せ、

「早くタクシー乗り場に行こう」

　と言って歩き出した。




　駅前ロータリーの一角にあるタクシー乗り場へ来ると、一也は左腰に差した刀を外す。いちいち取り外すのは面倒だが、差したままだと車に乗れないから仕方がない。

　助手席に乗り込んだ一也は両足のあいだに刀を立て、シートベルトを締めた。

　移動中は、何かの弾みで刀が抜けないように下さげ緒おを柄つかに巻いて縛っているのだが、これは、簡単に刀を抜いたりしませんよ、という周囲への宣言でもあるのだ。腰に差すか手に持つかはともかく、下げ緒を柄に結ばないで移動していると、武士養成校の生徒としては大きな減点対象になる。それは寝猫のような警護寮所属の護衛剣士でも同じで、護衛の任務に就つくとき以外は柄を縛っている。警官がパトカーに乗っていても、緊急時以外は交通法規を守らなくてはいけないのと同じようなものだ。

　タクシーの運転手は少し驚いた顔を見せたが、一也の制服が武士養成校のものであるのを認め、小さく安あん堵どの息を吐はいた。

　他の三人は、後部座席の奥から弥茂祢、紗綾華、寝猫の順に座る。

　座席順としては後部座席の右側がもっとも序列が高い人が座ることになっているが、護衛剣士の寝猫は――今は休業中だとしても――いつもの癖で紗綾華を真ん中に座らせ、自分は左側に座ったのである。

　乗車前に弥茂祢は、自分が助手席に座ると申し出たのだが、紗綾華が、

「キモオタ糞虫先輩と並んで座るのは嫌です」

　と言い張ったので、こういう席順となった。

（僕の立ち位置はぜんぜん変わってないよなぁ。っていうか、前より酷くなってる気がするんだけど）

　敵意の籠もった紗綾華の視線が後頭部に突き刺さるのを感じて、一也は内心でため息を吐つく。

（猫先輩の不用意なあの一言のせいだよな）

　不用意な一言――かつて一也が女子の胸を揉んだという、あの一言だ。あれは、昔の一也と寝猫のエピソードを指しているとしか思えない。つまり、もう忘れているだろうと一也が思っていた過去の出来事を寝猫は覚えていたということになるわけで。それはそれで嬉しいような恥ずかしいような、そんなむず痒がゆさを感じてしまう一也だった。

（でも……僕はぜんぜん約束を果たせてないよなぁ）

　強くなる。寝猫を守れるくらい強くなる。あの日交わしたそんな約束は、未いまだに果たせていない。

（そもそも猫先輩より強いって、うちの流派全体でも片手で余るくらいなのに、僕みたいなのが、どうしたらいいのかって話だよね。う～ん、子供の頃の向こう見ずな約束が僕の心に重くのしかかるなぁ。あの約束を果たさないまま僕が先輩に告るとか、できないよなぁ）

　動き出したタクシーの車窓に流れる市街地のビル群を見るともなしに見やりながら、一也はまたも内心でため息を吐ついた。

　寝猫に対する自分の思いの丈を誰に憚ることなく公言してしまえる紗綾華のことが、一也には少しだけ羨うらやましかった。
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　市街地を抜けたタクシーはやがて急坂を登り始めた。ここが戸隠バードラインの入り口だ。九つ十づ九ら折おりの急坂を登って高度を稼いでいくと、そのうち道は台地の上に伸びる快適な観光道路へと変貌した。カーブも緩やかになり、さらに標高が上がっていく。

　爽さわやかに晴れた青空を背景に、やがて前方に聳そびえる北ほく信しん五岳が大きく迫ってくると、そこはもう戸隠高原の一角だ。高原の木々は紅こう葉よう真っ盛りといった案配で、色鮮やかな赤や黄色に染まっている。週末ということもあり、バードラインを行き交う車も多く、また高原を散策している観光客の姿も多い。

　やがて四人を乗せたタクシーは、高原の一角にある観光センターの駐車場に走り込んでいった。
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　タクシーを降り立った四人は、爽やかな高原の空気を思いきり胸に吸い込んだ。

　鋭角な山容を見せて聳える戸隠連峰は手に取るような近さで、ぎざぎざのスカイラインが紅葉に染まった山と青く澄んだ空を分けている。

　山やま伏ぶし信仰の本場で、霊場と呼ばれる戸隠山であるから、本来なら厳おごそかな雰囲気が感じられてもおかしくないのだが、四人がいるのは観光センターの駐車場、言わば俗ぞく世せ間けんの最先端と言える場所で、そんな雰囲気はほとんど感じられなかった。

　戸隠山の偉容を見上げていた寝猫は、さて、と言って顔を戻した。

「依頼主からは、この辺でお昼を済ませて電話をくれって言われてるんだよな？」

　ええ、そうです、と一也が頷いた。

「午前中は外せない用事があるので、お昼過ぎに連絡をくださいという話です」

「時間もちょうどいいし、あそこで昼ご飯にしよう」

　寝猫は目の前にある建物に顔を向ける。

　それはレストランや土産物店、観光案内所などが併設された、いかにも高原といった趣おもむきを醸し出している赤い三角屋根の大きな建物だった。
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　そろそろ昼時ということもあって建物内は混雑しているが、観光バスを降りた団体客は二階の専用スペースへ上がっていくので、一階のレストランは席を探すのにも一苦労というほどの大混雑ではない。

　四人は運良く空いている六人掛けのテーブルを見つけて――四人掛けの席だと荷物が置けないのだ――そこに陣取った。

　先に食券を買うシステムだったので、弥茂祢を荷物番に残して、寝猫、紗綾華、一也で食券を買いに行く。

　三人が注文した物を持って戻ってくると、入れ替わりに弥茂祢が立ち上がり、

「わたくしを待っているとお蕎麦が伸びてしまうでございます。どうぞお先にお召し上がりくださいませ」

　と言い残して自分の食券を買いに行った。

「じゃ、先にいただくとするか」

　と言って寝猫が箸はしを持ち上げる。

　ちなみに、寝猫が頼んだのは天ざる大盛り、紗綾華が頼んだのは天ぷら蕎麦、一也が頼んだのは高原蕎麦（冷）である。高原蕎麦は、この辺りで採れた山菜や茸きのこなどがふんだんに使われている物らしい。もっとも晩ばん秋しゆうの今、山菜の多くは冷凍物だろうが。

　戻ってきた弥茂祢が加わって、四人は賑にぎやかに食事を進めていく。

　周囲に人が多いせいか紗綾華が羽目を外すこともなく、箍たがが外れることもなく、寝猫としては一安心だ。

　天ざる大盛りを綺麗に平らげた寝猫は、さて、と言って辺りを見回した。

「あ？　猫先輩、もう出ますか？　だったら電話しますけど？」

「え？　いや、そうじゃなくて。食後にソフトクリームとか食べたいなと思って」

　かく、と一也は小さくずっこけた。

「高原と言えばソフトクリームだろ」

「さようでございますね」

「猫お姉様の言うとおりね」

　弥茂祢と紗綾華が激しく同意した。

　一也はジト目になって頭を引く。

「それ、牛を飼ってる牧場がある高原の話ですよ。この辺に牧場なんかあるのかなぁ」

「ほら、あるじゃないか」

「え？　牧場のポスターでも見つけました？」

「そうじゃなくて。メニューにソフトクリームがある」

「どこです、猫お姉様？」

　紗綾華はきょろきょろと食堂内を見回したが、ソフトクリームが載ったメニューは、どこにも見当たらなかった。

「ここじゃなくて外だよ。駐車場の一角にワゴン車が停とまっていて、そこで売ってる」

　そう言って寝猫が食堂の大きな窓の向こうを指さしたので、三人がそちらへ顔を向けると、たしかに駐車場の隅に白いワゴン車が停まっていて、そこに数人の観光客がたむろしているのが見えた。

「あの車がソフトクリームの販売車？」

　外を見ていた紗綾華は、やがて不思議そうな顔を寝猫に向けた。

「どうしてわかったのですか、猫お姉様？」

「看板が出てる」

「え？」

　紗綾華はもう一度、顔を窓のほうへ向け、目を細めた。

「ど、どこ？」

「小さな立て看板が置いてあるだろ？　それに書いてある。車のボディーにもメニューを書いた紙が貼ってあるし」

「えええ？」

　驚いた紗綾華は、上体を大きく乗り出し、手で目ま庇びさしを作って思い切り目を細めたが。

「駄目だわ、見えない」

　顔を戻した紗綾華は、今度は弥茂祢のほうを見やった。

　弥茂祢は静かに首を横に振る。

「立て看板が置いてあるのとボディーに紙が貼られているのは見えるでございますが、そこに何が書いてあるかまでは見えないでございますね」

　弥茂祢は感心したような、少し呆れたような顔を寝猫に向けてきた。

「夜見坂様、騎き馬ば民みん族ぞく並みの視力のよさでございますね」

「まあね」

　ふふん、と寝猫が自慢そうに胸を張る。

「それだけ視力がよいと女湯を覗のぞくのにも双そう眼がん鏡きようなど不要でございますね」

「覗くか！　なんで女のあたしが女風呂を覗かなきゃいけないの!?　そんなのふつうに入れるだろ！」

「え？」

　弥茂祢が目を見開いた。

「では、男湯を覗くと仰いますか!?」

「ぜんぜん仰らないよ！」

「今度、覗きに行くときは、是非、お供させていただきたいのでございます」

「行くかっ！　それほど男湯覗きたいなら一人で行けっっ！」

　思わず立ち上がった寝猫が、びし、と弥茂祢を指さし、盛大にツッコむと。

　紅葉真っ盛りの秋の観光シーズンの週末で、しかも昼食時が近づいた食堂は、大混雑とは言わないまでもけっこう混んでいて、寝猫たちが座っているテーブルの周囲も七割方は埋まっている。それら多くの観光客が一斉に顔を巡らせ、立ち上がって右腕を斜め下方に伸ばした体勢で眉まゆを吊り上げている寝猫を見やった。

「あ！」

（しまった。ここがどこだか忘れてた！）

　自分に集中する周囲の客の視線に気づいた寝猫は、顔を赤く染め、肩をすぼめ、俯うつむき加減になって静かに腰を落とした。

「どうかされましたか、夜見坂様？」

　わなわなと体を小刻みに震わせながら、寝猫はちらっと弥茂祢に視線を這はわせたが、彼女の様子はいつもとまったく変わらない。寝猫に注がれた周りの視線は、弥茂祢にも向けられているというのに。むしろ寝猫より弥茂祢に吸い寄せられていくというのに。

　それも当然、観光センターのレストランに本格的なメイド衣装で座っているのだから視線を引かないわけがない。なのに弥茂祢は、背筋を真っ直ぐに伸ばした美しい姿勢で椅子に腰掛けたまま微み塵じんも動じておらず、欠片かけらも揺れていなかった。

（こ……このＳメイド、なんという鉄てつ面めん皮ぴ）

　小憎らしく洒しや落ら臭くさい弥茂祢ではあるが、その度胸だけは賞賛に値すると思ってしまう寝猫である。

（いや……鉄面皮どころじゃないな。一皮剝けば、顔だけじゃなく、全身が鋼鉄の装甲で覆われてるんじゃないか？　あるいはロボトミー手術でも受けてるとか）

　そんなことまで考えてしまう寝猫だった。

　それはともかく、視線が自分に向いているか弥茂祢に向いているかの違いはあっても、自分たち四人が注目を浴びていることには違いがない。

（これ以上、ここに留まっていられない）

　寝猫は少し視線を逸らし気味の一也と紗綾華に向かって小声で呼びかけた。

「出よう。ここを出て、ソフトクリームを食べに行こう」

　二人は、かくかくと首を縦に振って同意を示した。
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　食堂を出るまでがまた我慢のときだった。

　メイド服で大きなリュックを背負い二個のキャリーケースを引っ張って歩く弥茂祢は、ちんどん屋が来てもここまで人目を引かないだろうというくらい目立っていた。

　寝猫は駆け出したいのを必死で我慢して、俯き加減で出口に向かって歩いた。

　弥茂祢の主人である紗綾華も弥茂祢の側そばを歩きたくないようで、先を行く寝猫の隣に立って、寝猫の腕にしがみついてきた。もっとも紗綾華の場合、弥茂祢がどうこうとは関係なく、ただ単に寝猫の腕を取りたかっただけかもしれない。

　一也もできるだけ弥茂祢と距離を空け、最後尾からついていった。どうして最後尾を歩いているかというと、食事の際に外していた刀を差すのに手間取ったからで、弥茂祢ほどではないにせよ、メイド服の後ろを歩く武士養成校の学生として一也もそれなりに注目を集めている。

（メンタルが鍛えられるなぁ）

　と思いながら、一也は内心で歯を食いしばって出口に向かって歩いた。

　外に出ると、秋の日差しが眩しかった。

　足を止めた寝猫が、はぁぁ、と大きなため息を吐ついた。

「弥茂祢さんと一緒にいると、こちらまで面つらの皮が厚くなりそうだよ、まったく」

　寝猫がそうぼやくと、弥茂祢は足を止め、はて？　と首を捻った。

「わたくしには夜見坂様が何を仰っているのか、さっぱりまったくとんと見当がつかないのでございますが」

　弥茂祢に向けて、寝猫は右の掌を広げた。

「いや、もうあなたと言い合いをする気はまったくないから」

　寝猫は広げた掌を閉じると、最後に建物から出てきた一也に声をかけた。

「市一、とりあえず先方に電話してみて。すぐに来られるようなら、ソフトクリームを食べながら待とう。すぐに来られないのなら、その辺を散策するか」

「わかりました。少しお待ちを」

　マルフォを取り出す一也に向かって、寝猫は、

「じゃ、先にソフトクリーム屋に行ってるからな」

　一也は右手でマルフォを操作しながら、左手を挙げて了解の意を示した。
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　寝猫と紗綾華、弥茂祢の三人が、ワンボックスカーの周囲に並べられた椅い子すに腰掛けてソフトクリームを舐なめていると、一也が駆け寄ってきた。

「どうだった？」

「十分から十五分くらいで来られるそうです」

「じゃ、このまま待つか」

「僕もソフトクリーム食べていいですか？」

「は？　おまえ、牧場もないような高原のソフトクリームなんか紛い物とかって言ってなかった？」

「言ってませんよ！」

「あ、そ」

「キモ。男のくせにソフトクリームを舐めるだなんて、キモ！」

「どうして!?」

「糞虫先輩の場合、絵え面づらがキモいのよね」

「大きなお世話だねっ！」

「はい、猫お姉様、わたしの抹茶ソフトをもう一口、どうぞ」

「あ～、ありがと」

　紗綾華のソフトクリームに寝猫が舌を伸ばすと。

「あぁぁ、猫お姉様がわたしの食べかけのソフトクリームを、舐めて掬って呑み込んで……なんて素敵な光景なの。どうせならわたしも舐めてぇぇ」

「阿あ呆ほか！」

　寝猫は、ずびし、と手刀を紗綾華の頭頂に叩き込んだ。

「あうち！」

　紗綾華が左手で頭を撫なでさすっていると。

「お嬢様、どうせなら服を脱いで裸になって、全身にソフトクリームを塗りたくって、夜見坂様に舐めていただけばよいのではございませんか？」

「素敵ね、それ！」

「どこがだ！　そしてあんたは余計なことを言うなと！」

　寝猫は眉を吊り上げて弥茂祢を睨みつけるが、彼女は素知らぬ顔でソフトクリームを舐め続けている。

（まったく堪えないメイドだなぁ）

　寝猫はガックリと肩を落とす。

（むしろ、弥茂祢さんの鋼鉄のような図太い無神経ぶりを見習うべきか？　そうすればあたしも周りとの軋あつ轢れきをもう少し回避できたりするのかな。いや……逆に軋轢が増しそうな気もするけど）

　弥茂祢と自分を比較して、ついそんなことまで考えてしまう寝猫だった。
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「あ、来たみたいですね」

　ソフトクリームを食べ終え、コーンの残りをゴミ箱に捨てて戻ってきた一也が、駐車場に入ってきたワゴンタイプの外車に気づいてそちらに駆け出した。

　停まった車の脇に一也が立つと、エンジンが切られ、ドアが開き、運転していた人物が車から降りてきた。

　その人物の出で立ちを見て、寝猫が鋭く叫ぶ。

「またメイドだっ！」

「メイドですねぇ」

　紗綾華は現れたメイド衣装の女性と弥茂祢を見比べ。

　当の弥茂祢はすっと腰を浮かせ、静かに立ち上がった。

「依頼人の館で働いている使用人……なのでございましょうか」

「かもね。しかし」

　寝猫は内心でため息を吐つく。

（依頼人は館の当主だったはずだから、あれは代理だろうけど。既き視し感かんがハンパないな。嫌な予感しかしないんだけど）

　メイド衣装の女性と一也は何事か言葉を交わしていたが、やがて確認が終わったのか、一也が先導する形で二人が寝猫たちのほうへ歩み寄ってきた。

　嫌な予感に苛さいなまれながらも、仕方なく寝猫は立ち上がる。

　釣られるように紗綾華も立ち上がった。

　弥茂祢はすでに立っている。

　寝猫と紗綾華が並んで立ち。

　弥茂祢はその背後に控えて立ち。

　三人は現れたメイド衣装の女性と相対する形になった。

　女性は背が高かった。寝猫も女子にしては背が高いほうだが、その女性は寝猫よりもさらに高身長だ。百八十センチくらいはあるかもしれない。

「こちら、依頼人のお屋敷で働いている菱ひし川かわ鬼おに百ゆ合りさんです」

　一也がそう紹介すると、鬼百合は丁寧に腰を折った。

「菱川鬼百合であります。鬼百合、とお呼びください」

　弥茂祢に負けず劣らず、背筋が真っ直ぐに伸びたままの美しい姿勢だった。

　鬼百合のメイド衣装は、白黒が基調のシックな弥茂祢のメイド衣装に比べると、かなり華やかな色合いとデザインだ。スカート丈も弥茂祢の物より短い。もっとも弥茂祢の場合、スカートの裏に暗あん器きを隠す必要上、長めのスカートを穿いているだけで、べつにスカートの長さがメイドとしての優劣を表しているわけではない。

　鬼百合が頭を上げると、一也が寝猫を指し示す。

「こちらが夜見坂探偵事務所所長、夜見坂寝猫です。お話ししたとおり、警護寮は休職中ですが、武士免状の持ち主で抜刀術の使い手です」

　鬼百合は、寝猫に向かってもう一度、頭を下げた。

「探偵事務所のウェブサイトを拝見いたしました。天心無明流の使い手だそうですね。お目にかかれて光栄です。依頼を受けてくださり、またこのような辺へん鄙ぴな場所まで足をお運びいただき、本当に感謝しております」

　メイドらしいそつのない挨あい拶さつだった。

「夜見坂寝猫です。お迎え、ご苦労様です」

　寝猫が挨拶を済ませると、一也は紗綾華の紹介に移る。

「その隣が夜見坂所長の助手、吉成紗綾華嬢です」

「吉成紗綾華です。よろしくお願いします」

「凜々しい夜見坂所長様の助手というに相応ふさわしい、可愛らしいお方ですね。こちらこそよろしくお願いします」

　可愛らしいという言葉に気をよくしたのか、紗綾華は満足そうに頷いている。

（見た目は可愛いんだけどね）

　と内心で呟いた一也は、最後に弥茂祢の紹介を始めた。

「こちらが吉成紗綾華嬢の専属メイドで、探偵事務所の雑用などもお願いしている紫乃弥茂祢さんです」

　すっと斜め前方に足を踏み出した弥茂祢は、紗綾華の横に並び立つ寸前で足を止め、丁寧に頭を下げた。横まで進み出ても、紗綾華より一歩引いたところで止まったのは、さすがにメイドといったところか。

「紗綾華お嬢様のメイドを務めさせていただいております、紫乃弥茂祢でございます。どうかよろしくお願いするのでございます」

「こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　二人のメイドは正面から見つめ合った。

　何やら奇妙な緊張感が盛り上がっていく。

（あ、あれ？）

　二人のあいだの空気がなんとなく不思議な雰囲気を醸し出すのを感じて、一也は眉を顰めた。

（同業者っていうより、商売敵がたき的な険けんのある視線が空中でぶつかってる？）

　おかしな雰囲気は寝猫や紗綾華も感じているようで、向き合う二人のメイドを怪け訝げんそうな顔で見やっていた。

　弥茂祢と鬼百合は、どちらからともなく一歩、二歩と足を踏み出し。

　手を伸ばせば相手に届くほどの距離まで近づいて止まった。

（な……何が始まるの？）

　対峙する二人のメイドを一也が息を呑んで見つめていると。

　二人はさっと右手を差し出し。

　握った右手にさらに左手を重ねた。













　二人は握手をしたまま、何度も何度も上下に手を動かすのだった。

「なんだかわからないけど、二人のあいだに熱い連帯感が生まれたっ!?」

　一也は大きく仰け反り。

　寝猫は悪い予感がむくむくと大きくなるのを感じて右手で顔を覆い。

　紗綾華はぽかんとした顔で、固い握手を交わしている二人のメイドを見やっていた。
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　熱烈な握手を終えると、二人は言葉も交わさないまま後あと退ずさり、元いた場所へと下がっていった。

「「失礼いたしました」」

　綺麗にハモった声で挨拶しながら、二人は同時に頭を下げた。

（なんなの、このタイミングのよさは。メイドっていうだけで、こんなにもぴったりと息が合うものなの？）

　寝猫が疑念に満ちた目を鬼百合に注いでいると、顔を上げた鬼百合と目が合ってしまった。鬼百合がニッコリと寝猫に微笑みかける。その優しげな笑顔に、寝猫は圧おされるように頭を引いてしまう。

（いや、しかし。このメイドも……できるな。弥茂祢さんもかなりの腕だけど、負けず劣らずだぞ、こいつ。まさか性格も弥茂祢さんみたいに厄介なタイプじゃないだろうな。笑顔は爽やかなんだけど）

　自分の想像が間違いであってくれと強く願う寝猫である。

「では、皆様、お車へお乗りください。お嬢様がお住まいのお館へ参ります」

「えっと、お嬢様というのがあなたの雇用主で今回の依頼人……でいいんですね？」

　と寝猫が確認を求めると。

「はい、さようであります。依頼の詳細は、お館に着いて皆様が一いつ服ぷくされてからお話しさせていただきます」

（詳しい話を聞かないと、何がどうなっているのかよくわからない依頼だからな。館に起きる怪しい事件の謎を解いてくれという依頼の裏には、何か複雑な事情なんかも隠れていそうだし）

　自分のほうを見ている一也に向かって、寝猫は鷹おう揚ように頷いた。

「では、お願いします」

　と一也が鬼百合に頭を下げると、鬼百合は四人を車へと誘いざなった。

　鬼百合は駐車場の隅に停めた車まで歩くと、まずドアロックを解除し、後部ハッチを開け、弥茂祢と一也がラゲッジルームに荷物を積むのを手伝ってくれた。

　荷物を積み終わると鬼百合はハッチを閉め、後部左側のドアを開けた。

「どうぞ、夜見坂所長様」

「弥茂祢さん、乗って」

「はい、所長」

　いつもどおり、弥茂祢、紗綾華、寝猫の順で車に乗り込む三人を少し怪訝そうな顔で見ていた鬼百合だが、そこはメイド、何も訊かず何も言わず、黙って助手席のドアを開けてくれた。

　刀を外していた一也は、

「ありがとうございます」

　と礼を言って車に乗り込んだ。

　鬼百合は運転席側へ回り――外車だが右ハンドルだった――ドアを開け、座席に腰を下ろすと、手慣れた様子でシートベルトを締めた。

　驚いたことに運転席はレカロのバケットシートが奢おごってあった。

　左手をシフトノブに載せた鬼百合は、マニュアルモードの一速にシフトを入れ、パーキングブレーキを倒すと、顔を背後に巡らせた。

「皆様、シートベルトはお締めになりましたね？」

　助手席に座った一也が、ちらりと斜め右下を見ると、彼女の右足はアクセルペダルに、左足はブレーキペダルに載っていた。

（まさか、このメイドさん……）

　一也は嫌な予感がして、左腕を挙げ、窓の上の取っ手を摑んだ。

　鬼百合がアクセルをラフに踏み込むとタイヤが派手なスキッド音を上げて空転した。その直後に彼女はブレーキペダルをリリース、同時に四人の背中がシートの背もたれに強く押しつけられ、車は弾かれたように加速を始めた。

（ヤバいヤバいヤバい！　駐車場には人が大勢いるのに！）

　急発進、急加速に驚いて跳び退のく人たちの姿がフロントウインドウ越しに見え、助手席の一也は真っ青になったが、鬼百合は少しも慌てず騒がず、クラクションを鳴らしながら駐車場の出口を目指して車を突っ走らせた。
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　戸隠バードラインを法定速度プラスアルファ――アルファの数字がどのくらいなのか一也も寝猫も考えたくなかった――で車をかっ飛ばした鬼百合は、やがてバードラインを外れ、狭い簡易舗ほ装そう路ろに乗り入れた。

　乗用車同士がやっとすれ違えるといった程度の幅ふく員いんしかない道を、相変わらず鬼百合はかっ飛ばしていく。道の左右に使われていないように見える別荘らしき建物が散在しているだけで、住居らしい物は見当たらない。

「あ、あの、菱川さん」

「なんでしょうか、愛市様？」

　一也はフロントウインドウ越しに前方を見つめたまま、舌を嚙まないように苦労しながら訊いた。

「こ、こんなに飛ばして大丈夫なんですか？　歩行者でもいたら……」

「大丈夫です。今はどこも空き家ですから、歩行者はいません。観光客もこんなところまでは入ってきませんし」

「あ、そうなんです……か」

「仮にいたとしても」

　鬼百合はにやりと口の端を吊り上げた。

　ルームミラーに映った凄せい絶ぜつな笑顔を見て、紗綾華が、ひっ、と息を呑む。

「そんな鈍のろ間まは撥はね飛ばせばいいのです」

「そんな無茶なっっ！」

（駄目だ！　このメイドも弥茂祢さんとは違った意味で危ないメイドだ！）

　一也だけでなく寝猫も内心で悲鳴を上げたのだが、一人、弥茂祢だけがそのとおりだと言わんばりに頷いているのがとても恐かった。

　右に左に曲がりながら高度を稼いでいく簡易舗装路を、ワゴン車は派手にタイヤを鳴らしながら突き進んでいく。

（なんて心臓に悪い運転……）

　刀を持った刺し客かくに取り囲まれようと、拳けん銃じゆうを持った刺客と向き合おうと、恐いと思ったことなどない寝猫だが、今は心底の恐怖を味わっていた。助手席の一也などカーブに差しかかる度に顔を背けている。後ろからではわからないが、たぶん顔を歪め目を瞑っているに違いない。

（あたしも目を瞑りたいくらいだ）

　そうはいっても寝猫は警護寮の護衛剣士の端くれ。このくらいで目を瞑っていては、いざというとき後れを取る。寝猫の護衛剣士としての習性と誇りが彼女に目を瞑ることを許さなかった。

　そうして荒っぽい運転を十数分続けると、鬼百合はアクセルを緩め、車の速度を落とした。

　寝猫、一也、紗綾華の三人が安堵の息を漏らしながら前方に目を向けると、背の高い鉄てつ格ごう子しのフェンスに周ぐるりを囲まれた洋館が見えてきた。フェンスの向こうにある広い庭には樹木が密に生い茂り、昼だというのに鬱うつ蒼そうとしている。

　正面の鉄てつ扉ぴの前で車を停めると、鬼百合は手にしたリモコンを操作する。鉄扉は重そうな音を上げてスライドを始めた。

　寝猫は紗綾華の自宅を訪れたときのことを思い出す。

（あのときは弥茂祢さんが、木戸に付いた電子錠を解かい錠じようしていたっけな）

「現代的なんですね」

「この辺りは人家もありませんし、物騒ですので、セキュリティには万全を期しております。皆様方も、夜、小こ腹ばらが減ったからコンビニへ買い物に行こうなどといって勝手にフェンスを乗り越えたりなされませんようお願いいたします。最悪、死にます」

「どんなセキュリティがっ!?」

　助手席の一也が大きく仰け反ると。

「いやいや、その前に」

　寝猫が鬼百合にツッコんだ。

「この辺、歩いて行けるところにコンビニなんかないでしょ！」

「はい、ありません。二時間ほど歩く覚悟がおありでしたら、夜の九時まで開いているコンビニっぽい酒屋がないこともないのですが」

「いいよ、行かないから。心配ご無用」

　と手を振ってから、寝猫は隣の紗綾華に顔を向けた。

「なんか、紗綾華と境きよう遇ぐうが似ていない？」

「そうですか？」

　と言って紗綾華が小首を傾げた。

「そうだろ。大きな屋敷に住んでて。専属メイドがついてて。外からじゃよくわからない事情を抱えていて。屋敷のセキュリティが厳しくて。依頼主は高校生なんだろ。紗綾華は中学生だけど、なんかもう姉妹じゃないかっていうくらい似てるじゃないか」

「わたしが暮らしているのは東京のど真ん中……というには少し外れていますが、東京都民であることには違いありません。ぜんぜん似ていませんよ」

（うわぁ、偉そうに）

　東京都民が田舎いなかの人より偉いわけでもあるまいにと、寝猫は少し鼻はな白じろんだ。

（そういうところが、やっぱりお嬢様なんだよなぁ、紗綾華は）

　もし紗綾華が依頼人を見下すような態度を取るなら、少し注意しなくちゃね、と思う寝猫である。

「お待たせいたしました」

　門もん扉ぴが完全に開いたのを確認して鬼百合が声をかけてきた。

　ところが。

　鬼百合がもう一度リモコンを操作すると、開いた門扉が閉じ始めた。

「え？」

　せっかく開けたのに、どうしてまた閉めるの？　という思いで四人が鬼百合のほうを見やると、彼女はいきなりアクセルを踏み込み、パーキングブレーキを倒した。

「うわお!?」

　またもやシートの背もたれに強く背中が押しつけられ、車はスキッド音を辺りに撒まき散らしながら閉まりかけの門扉に向かって突進した。

（門扉に激突する!?）

　と青くなる四人だが、門が閉まる前に車は入り口を通過していた。それだけ車が猛烈な加速をしたということだ。背後で門扉が閉じる音がしたが、車はそのまま建物めがけて敷地内を突っ走っていく。

　建物の車寄せがぐんぐんと迫ってくる。

「ぶつかる、ぶつかる、ぶつかる～～っ！」

　堪らず叫んだ紗綾華は逃げ出そうとして必死に身を捩よじったが、シートベルトが邪魔をして身動きが取れない。シートベルトを外そうとする紗綾華の腕を、両側から弥茂祢と寝猫が押さえた。

「お嬢様、落ち着いてくださいませ」

「いまシートベルトを外さないほうがいい」

「でもっっ」

「はい、落ち着いて」

　寝猫は右腕を紗綾華の肩に回し、抱き寄せてやった。

　とたんに紗綾華は暴れるのを止めた。

「猫お姉様と一緒なら、このまま死んでもいいです」

「いや、死んじゃ駄目だからね。ってか、あたし、まだ死ぬつもりないからね」

　後部座席の騒ぎなど知らぬ顔でアクセルを踏み続けていた鬼百合は、ハンドルを少しだけ左に切った直後に大きく右に回し、同時に左手でパーキングブレーキを引いた。敷地内は未舗装路なので、タイヤは簡単にグリップを失い、車は横滑りを始める。

「ひいぃ～～」

　必死に腕を伸ばした紗綾華は強くきつく寝猫の体にしがみつき、自分の顔を寝猫の胸の谷間に押しつけてきた。

「ちょ……こら、そこは止めろと……」

　遠心力が働き、全員の体が左側へ傾いた。おかげで紗綾華の体が寝猫のほうへと倒れ込んできた。

　鬼百合は華麗にカウンターを当てながら見事なハンドル捌さばきとアクセルワークで車の姿勢を制御した。横向きでスライドしていった車は車寄せ寸前でぴたりと停車し、轟とどろいていたエンジン音が静かなアイドリング音に変わる。

「は～～、やっと着いたか」

「死ぬかと思いました」

　寝猫と紗綾華は大きく安堵の息を吐はいた。

　いつもは澄ました顔を崩さない弥茂祢ですら、車の天井を仰ぎ、

「やれやれ、寿じゆ命みようが縮まりました」

　などと呟いているから、鬼百合の乱暴な運転にはかなり驚いたようだ。

　静かになった車内に、平静な鬼百合の声が響いた。

「皆様、お疲れ様でした」

「本当に疲れたわっっ！」

　思わずツッコんでしまう寝猫だった。
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　寝猫と紗綾華が後部左側のドアから、弥茂祢が右側のドアから降り立った。動かない大地の感触がこれほど心強いと思ったことは寝猫にもなかった。

　助手席の一也が出てこないので、不審に思った寝猫が窓から覗くと、彼はシートに体を埋めたままぐったりとしていた。鬼百合は疾とうに車を降りて、弥茂祢がトランクから荷物を下ろすのを手伝っている。寝猫はドアを開けて一也に声をかけた。

「おい、着いたぞ、市一」

「あ……はい……」

　二度、三度と頭を振った一也は、のろのろと手を動かしてシートベルトを外す。

　なんとか車を降りた一也だが、体がふらついている。

「だらしないわね、糞虫先輩は」

　一也の前に立った紗綾華が、踏ん反り返るように胸を張る。

「わたしなんかちょっと悲鳴を上げただけなのに、男のくせに気絶するとか、どれだけキンタマ小さいの」

（ちょっとじゃなかったよね。絶叫してたよね）

　と思った寝猫だが、ツッコむのは勘かん弁べんしてやった。

　代わりに目を剝いた一也がツッコんだ。

「小さくないよっ。っていうか、大小関係ないよねっ！」

「あら、間違えたわ。肝きもっ玉たまだったわね」

「どんな間違いっっ!?」

「っていうか。女子の前で自分のキンタマの大きさを自慢するとか、どれだけ変態なの、糞虫先輩は。狸たぬきかしら」

「君が言い出した……」

　叫びかけた一也だが、足をよろめかせ、右手を伸ばして車に手をつき、なんとか体を支えた。

「おい、大丈夫か、市一？」

　寝猫が寄っていって一也の顔を覗き込む。

「え……ええ、まぁ」

　それを見て紗綾華が悔しがる。

「猫お姉様、わたし、もう駄目です。倒れてしまいそう。支えて……」

「お～い、弥茂祢さ～ん」

「はいはい、お嬢様、ご気分が悪いでございますか？」

　車の後方から弥茂祢が駆け寄ってきた。

「では、わたくしがお姫様抱っこで運んで差し上げるでございますよ？」

　紗綾華は思いきり冷たい目で弥茂祢を睨みつけた。

「もう治ったわ」

「それはようございました」

「あなたはキャリーケースを抱っこして運べばいいのよ」

「いえ、荷物は鬼百合殿が運んでくださるということですので、わたくし、両手が空いているでございます」

　リュックだけを背負った弥茂祢が広げた両手をひらひらと動かすと、紗綾華は冷たい声でぴしりと言い放った。

「なら、阿波踊りでも踊ってなさい」

「これは手厳しいでございますね」

　弥茂祢は寂しそうな顔になって両手を下ろす。

「皆様、こちらへどうぞ」

　という鬼百合の声に四人が振り返ると、正面玄関のドアの前で二個のキャリーケースを引いた鬼百合が艶えん然ぜんとした笑みを湛たたえて四人を見つめていた。

　四人が鬼百合のところまで歩み寄ると、彼女は笑みを消し、ゆっくりと頭を下げた。

「遠と隠がくし館かんへ、ようこそお出でくださいました」
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「ちなみに」

　と鬼おに百ゆ合りは言葉を継いだ。

「とがくしかんは、遠い、隠れる、館、と書きます。先々代様が、俗世間から遠く離れて隠れ住むという意を込めて名付けられました」

　そう言われ、四人は改めて眼前の建物に目を向けた。

　目の前にある古こ色しよく蒼そう然ぜんとした石造り三階建て洋館の外壁には蔦つたが這はい、ところどころ苔こけ生むしたように変色している。窓は今どき珍しい観かん音のん開びらきで、窓枠には錆さびが浮いていた。寒冷地なので二重窓にこそなっているが、建物自体が石造りであるのと相まって、冬はかなり冷えそうである。こうして間近に見てみると、なるほど怪異現象が起きると言われても、あまり違和感を感じない。

　この館を菱ひし川かわ鬼百合は「遠と隠がくし館かん」と呼んだ。

（先々代が遠隠って名付けたのか。それも何か曰いわくがありそうだけど……いや、曰くを訊きくのは後回し。まずは依頼の詳細を聞かなくては）

　寝ね猫ねこは周囲に視線を走らせながら、鬼百合に誘いざなわれるまま館に足を踏み入れた。
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　寝猫、紗さ綾や華か、一いち也や、弥み茂も祢ねの順で館に入った。

　入ったところは玄関ホールで、赤い絨じゆう毯たんが敷いてあり、正面には二階へと上る階段があった。階段は踊り場のところで左右に分かれて二階へ続いている。ホールの左右には廊下が走っていて、廊下の左右には部屋のドアが並んでいる。全体としては、それほど凝った造りではないように見受けられた。

　見上げると、吹き抜けになったホールの上部に大おお仰ぎようなシャンデリアが吊してあった。

　ホールを見渡すと、片隅に二人の人物が立っていた。

　その二人を鬼百合が呼ぶ。

「使用人兼料理人の梅うめ屋やと執事の佐さ内ないであります。執事といっても、いま館には、お嬢様を除けばこの三人しかいないのですが」

　鬼百合はそう言って苦笑した。

「ご紹介に与あずかりました佐内でございます。執事を拝命いたしております。どうかよろしくお願いいたします」

　一歩進み出た五十絡みの男が丁寧に頭を下げてきた。弥茂祢にも負けないほどの美しいお辞儀である。

　鬼百合もそうだったが、この館の使用人はよく躾しつけられているなぁと、寝猫は密ひそかに感心した。

「こちらが夜よ見み坂さか探偵事務所の夜見坂寝猫様です」

　鬼百合の紹介に、寝猫も一歩進み出て挨あい拶さつを返した。

「夜見坂寝猫です。ご依頼に応えるべくやって来ました。よろしくお願いします」

　寝猫も背筋を真っ直ぐに伸ばしたまま腰を折り、上体を倒した。

　ずぼらでものぐさな寝猫とも思えない美しい姿勢だが、剣術修行の際は師し範はんや兄あに弟で子しに対する答とう礼れいは毎日欠かさず行われる。そのとき姿勢が悪ければすぐに直されるから、寝猫の姿勢がいいのも当然だ。

「遠えん路ろ遙はる々ばるご苦労様でございました」

「いえいえ、まだ何もしていませんから。労ねぎらいの言葉は、案件が解決してから頂ちよう戴だいいたします」

　感心して見ていた紗綾華は、踵かかとを浮かせて背伸びをすると、隣に立っている弥茂祢に囁ささやくように耳打ちした。

「前回の依頼のときも思ったんですけど、猫お姉様、ちゃんとしてらっしゃるのね」

「夜見坂様、学生ではありますが、あれでもいちおう曲がり形なりにも護衛剣士として働いてございますからね。当然でございましょう」

（曲がり形とか言うな！）

　寝猫が凄すさまじい形ぎよう相そうで視線を向けてきたが、紗綾華はさっと顔を逸そらせて誤魔化し、弥茂祢はどこ吹く風で受け流した。

「そちらが使用人兼料理人の梅屋です。料理の腕はたしかですので、ご心配なく」

　という鬼百合の紹介に、寝猫は慌あわてて顔を戻す。

「梅屋です。ご滞在中は皆様のお食事を作らせていただきます。どうかよろしくお願いします」

「夜見坂探偵事務所の夜見坂寝猫です。こちらこそ、よろしくお願いします」

「そして探偵事務所の助手である愛あい市いち一也様、吉よし成なり紗綾華様、紫ゆかり乃の弥茂祢様」

　説明が面倒なので、鬼百合は三人を一緒くたにして「助手」という括くくりで紹介した。

「「「よろしくお願いします」」」

　三人は声を揃そろえて挨拶し、頭を下げた。

「見れば、お二人は学生さんのようですが？」

　と執事が訊いてきた。

「はい、二人とも学生です。なので、こちらの三人は明日、日曜の夜にはお暇いとますることになります。平日は事務所の留守番も必要ですから。わたしのほうは調査の進展次第になりますが、もしかすると来週もこちらにお世話になるかもしれません」

　執事がチラッと鬼百合の方へ視線を走らせると、彼女は、それでいい、というように頷うなずいてみせた。

「さようでございますか。委い細さい、承りました」

　挨拶も終わったところで、寝猫は鬼百合に向き直る。

「では、早速ですが、依頼の詳細をお聞かせいただけますか？」

「では、一服がてらお話しいたします。まずは食堂のほうへどうぞ」
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　案内された食堂はかなりの広さだった。ダイニングテーブルもかなり大きくて、片側に椅い子すが五脚ずつ並んでいる。上かみ座ざの主人の席を入れれば、十一人分の席がある。

「お茶は何がよろしいでしょう？　珈琲コーヒー、紅茶、日本茶、烏龍ウーロン茶。各種ハーブティーもありますが？」

「わたしは珈琲をお願いします」

　と寝猫がリクエストした。

　紗綾華は紅茶を、しかもわざわざプリンスオブウェールズを指定するというちょっと意地悪な頼み方をしたのだが、鬼百合は平然と、

「承りました」

　と応えてきた。

「愛市様は？」

「僕も珈琲で」

「承りました」

　恭うやうやしく頭を下げた鬼百合は、顔を巡らせると、一転、砕けた様子で訊いてきた。

「ミモりんは？」

「わたくしは、ユリっぺが淹いれてくださるものなら、なんでも美お味いしく戴くでございますよ」

（ミモりん？）

（ユリっぺ!?）

　寝猫と紗綾華、一也が驚きの顔で二人のメイドを交互に見やった。

（いつの間まにそんな親しくなったの、この二人？）

「では、紗綾華様に合わせて紅茶を淹れますね」

「よろしくお願いするでございます」

「では、しばしお待ちください」

　踵きびすを返して配はい膳ぜん室しつへと下がっていく鬼百合の背中を見送っていた弥茂祢だが、彼女の姿が消えると、眉を顰ひそめて食堂内を見回すのだった。

　そんな弥茂祢に気づいた紗綾華が不思議そうな顔で訊く。

「どうかしたの、弥茂祢？」

「いえ、どうかしたわけではございません。ただ……なんとなく落ち着かないでございますね」

「は？　どうして？」

「わたくし、いつもお茶を淹れる側でございます。こうしてお茶を淹れられる側に回ることはございませんので、なんと言いますか、こう、手持ちぶさたでございまして」

　ぷ、と寝猫が小さく噴いた。

「それ、職業病だね、弥茂祢さ……弥茂祢」

「さようでございますね。夜見坂所長が人を斬らないと落ち着かないのと同じでございましょうか」

　ぶっっ、と寝猫が大きく噴いた。

「同じじゃないよ！　あたしのことを血に飢えた辻つじ斬ぎりみたいに言うな！」

「ですが、あの動画に映ってらした夜見坂所長、じつに生き生きとした表情で人を斬殺されておりましたが？」

「……そんなことはないよ。たぶん」

　少し身に覚えがあったので、寝猫はあまり強くツッコめなかった。

　寝猫は強引に話題を変えようと、食堂内を見回した。鬼百合はキッチンに引っ込んでいるので、食堂内には四人しかいない。

「食堂の広さとか館の大きさとかを考えると、働いている使用人が三人だけってのは、ずいぶんと少ないよね？」

　寝猫がそう言うと、一也が、ですね、と小声で頷いた。

「ここには依頼主が一人で住んでいるそうですし」

「家族はいないの？　つまり、全部合わせても四人しかいないと？　それはずいぶんと寂しい話ね」

　そう言って紗綾華は寝猫の顔を見上げた。

「でも、紗綾華のところも似たようなものじゃないの？」

「うちは、もう少しいますよ、使用人。メイドも弥茂祢以外に二人いますし。ときどきお父様も遊びに来ますし。それに、うちの周りには家いえ屋や敷しきが建ってますけど、ここは、この館しかないじゃないですか。よけいに寂しいと思います」

「……だね」

　一人で暮らすには広すぎるし、ここで暮らすには使用人が少なすぎる。

（その辺のところも依頼の内容と関係しているのかな）

　と想像する寝猫だった。
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「お待たせいたしました」

　茶器や茶菓子の載った皿を乗せたワゴンを押してキッチンから鬼百合が姿を現した。

「お手伝いいたしますよ、ユリっぺ」

　と言って弥茂祢は腰を浮かせた。

「ありがとうございます。でも、ミモりんはお客様ですから、手伝わせるわけにはいきません」

「いえ、客というより、案件を解決に来た探偵事務所の助手でございますから、顧客クライアントをお手伝いするのは当然かと思うでございますが」

「では、お願いしちゃいますか」

「はい、お願いされちゃいました」

　コーヒーカップやティーカップ、角砂糖の入った硝子ガラス製の壺つぼやミルクポット、焼き菓子が載った小皿などを、二人はてきぱきと配っていく。

（弥茂祢さん、なんか生き生きとしてるな。マジ、職業病だ。あたしのは違うけど）

　手際よく働く弥茂祢を見ながら、寝猫はそんなことを思った。

「さて、では、依頼の詳細を説明させていただきます」

　片側に並んで座った四人――一也、寝猫、紗綾華、弥茂祢の順だ――の対面、寝猫の真向かいに腰を下ろした鬼百合は、そう言って頭を下げた。

「本来なら依頼主であるお嬢様から説明を差し上げるのが筋かと思いますが、お嬢様はまだお戻りになっておりませんので、代わってわたくしが説明させていただきます」

「依頼主の方は高校生でしたね。学校ですか？」

「土曜日でもクラブ活動がありまして。終わり次第、電話が入りますので、そうしたらわたくしがお迎えに参ります」

「……もしかして、毎日あなたが送り迎えを？」

「さようであります」

（度胸のある女子高生だなぁ）

　という思いは押し隠したまま、寝猫は珈琲を一口飲んだ。

（酸味があって、それでいて仄ほのかに甘い。ちゃんと淹れた珈琲だな）

　本格的な味わいと薫りに満足した寝猫は、さらに一口、二口、珈琲を飲むと、静かにカップを受け皿に戻す。

「では、聞かせてください」

　そう言って、寝猫は正面から鬼百合の顔を見据えた。

　鬼百合は小さく頷くと、徐おもむろに口を開いた。




「この館に住まわれているのはお嬢様お一人でございます。お嬢様のご両親は、すでにお嬢様が子供の頃に亡くなられておりまして、一昨年おととしには祖父である先々代様も亡くなられました。親しん戚せきなどはおりますが、それほど親しいおつきあいではありません。現状、お嬢様は天てん涯がい孤こ独どくといった身の上なのであります」




　鬼百合は淡々と言葉を継いでいく。




「先々代様が亡くなられたときの遺ゆい言ごんで、この館を始めとする遺産はお嬢様が相続なさることになりました。直系の相続人はお嬢様ただ一人ですので、法的にはなんの問題もありません。ただ、相続が有効となるのはお嬢様が成人される日、つまり十八歳の誕生日でして、それまでは後見人である顧こ問もん弁護士殿が遺産を管理されております」




　鬼百合は自分に意識を集中させている四人の聴衆の様子を窺うかがうように、ときどき話を止めては息継ぎをし、また話を続けていく。




「遺産相続には一つの条件がありまして、それはお嬢様が成人になる日までこのお館に住まわれることであります。この館を売却されたり、館を手放さなくとも、ここを出ていかれたりしますと、遺産を相続する権利が失しつ効こうしてしまうのです」




　寝猫が、うん？　と小首を傾かしげたが、鬼百合はかまわず話を続ける。




「辺へん鄙ぴな場所ではありますが、先々代様はご自分がお建てになったこの館を気に入っておられまして、最後までここから動こうとなされませんでした。ですから、お嬢様にもせめて成人を迎えるまではこの館に住み続けてほしいと考えていたようなのです。ですから先々代様は、お嬢様が不自由しないようにと、ご存命の頃は大勢の使用人を雇っていたのです。ここは地元の小学校でさえ歩いて通うには遠いですから、毎日、運転手がお嬢様を学校まで送迎しておりました」




　鬼百合は誰に訊かれるでもなく、ええ、そうなのです、と頷いた。




「先々代様が亡くなられた頃は、もっと大勢の使用人が働いておりました。先々代様がお持ちだった株式や債さい券けん等とうの配当金、不動産の賃貸料だけで使用人のお給料は賄まかなえましたので、そちらの面ではなんの問題もありませんでした」




　寝猫が、はぁ、とため息を吐ついた。

（依頼主は働かなくても食べていける境遇なのか。羨うらやましい話だな）




「ですが、あれはいつ頃でしたでしょうか……そう、今年に入った辺りからでしたか、何やら怪しい怪事件が立て続けに当館、及び周辺で起きまして」




（被かぶってる、被ってる）

　思わず内心でツッコんでしまう寝猫だった。




「それで恐れをなした使用人が何人も辞めてしまったのです。今ではわたくし以外には先ほどご紹介した二人しか残っておりません。辞めた者たちには慰い労ろう金きんも出しましたし再就職の世話もしておりますので、揉もめ事は起きておりません。どころか、みなお嬢様の立場を慮おもんぱかって怪しい事件のことは口を噤つぐんでくれております。ですから、よくない噂うわさも立っておりません」




　そこで話を中断させた鬼百合は、さて、では、と言って四人の顔を見回した。

「その怪しい事件とは何か、という話になりますが」

　紗綾華がびくりと身を震わせ、寝猫の腕にしがみついてきた。

　寝猫は紗綾華の腕を軽く叩たたくと、

「それが依頼のメールにあった、幽霊やらラップ音やらの話になるのかな？」

　と鬼百合に対して先を促した。

「はい、そうなのです、夜見坂様。幽霊といっても怪しい人影が庭に浮かんでいるのを見たと当時の使用人の一人が騒いだだけで、本当に幽霊だったのかどうかは不明なままでして、事の真しん偽ぎを夜見坂様に調べていただきたいわけなのです」

「ほかの事件も、もう少し詳しく教えてもらえます？」

　と寝猫が訊くと、鬼百合は右手の指を折りながら答えた。

「夜中に館の中で原因不明の異音がした。庭に犬猫の死し骸がいが置かれていた。夜、屋敷のフェンスの外を人ひと魂だまが浮遊していた。館の壁に血けつ痕こんらしき物が付いていた。庭の木の幹に赤ペンキで『夜よ露ろ死し苦く』と書かれていた。夜中に狼の遠とお吠ぼえのような鳴き声が聞こえた……と、そんなところでしょうか」

「夜露死苦って、頭が悪そうな落書きですね」

　と一也が呆あきれた顔で言う。

　腕組みした寝猫は、ふぅぅん、と低く唸うなるような声を漏らし、鬼百合に疑わしそうな視線を向ける。

「それだけです？」

「そのくらいだったと思います。ただ、一回だけの話ではなく、何度も同じことが起きまして、それで使用人たちは恐がってしまい、一人辞め、二人辞め、最後にはわたくしたち三人だけになったのであります」

「ね……猫お姉様、不思議な話ですね？」

　と語りかける紗綾華は顔が真っ青だし、手も小刻みに震えていた。

「いや。べつに不思議でもなんでもないんじゃないかな？」

「え？　どういうことですか!?」

「だって、どう聞いても、それ、単なる嫌がらせだろ」

「え？　そ、そうなんです……か？」

「そうだと思うよ」

　紗綾華は顔を左に振って弥茂祢を見やった。

「さようでございます、お嬢様。今のユリっぺの話を聞く限り、誰かの悪戯いたずらというセンが濃いように思うでございます」

　急に紗綾華が息を吹き返した。生気を取り戻した。

「そ、そうよね！　わたしもそうじゃないかと思っていたのよ！　今どき幽霊とか笑っちゃうわよね！　そんなのを恐がって辞めていった使用人って、ホント滑こつ稽けいよね！」

「いえ……今のお嬢様のお姿のほうが、よほど滑稽かと思うでございますが」

「なんでよっっ!?」

「はい、紗綾華、落ち着いて。まだ鬼百合さんの話の途中だよ」

「あ……すみません」

　腰を浮かせて弥茂祢に詰め寄っていた紗綾華だが、慌てて椅子に座り直し、鬼百合に向かって頭を下げた。

「お話の腰を折ってしまってごめんなさい」

「いえ、お気になさらずに」

　と軽く紗綾華に手を振ってから、鬼百合は低い声で、

「夜見坂様もそう思われますか」

　と言った。

　寝猫は腕組みした体勢で頷いてみせる。

「そう思うのが自然ですよね。ところで。依頼人のお嬢様が相続できなくなった場合、遺産は誰が相続するのですか？」

「先ほども申し上げたように、直系の相続人はお嬢様しかおりません。遺言によれば、動産や不動産を現金化した後、ご親族に一定額が遺い贈ぞうされ、残りは県や市、地元の自然保護のために活動しているＮＰＯ法人などに寄付されるそうであります」

「再確認ですけど。お嬢様が遺産を相続した場合、その親族には、やはり一定額が寄き贈ぞうされるのですか？」

「いいえ。お嬢様が相続される場合は、全額がお嬢様の取り分になるそうです」

「なるほど」

　腕組みを解ほどいた寝猫は、

「じゃあ、そいつらの中の誰かが犯人だ」

　と指摘した。

　一也が目をぱちくりさせる。

「随分と即断即決ですね、猫せんぱ……夜見坂所長」

「そう考えるしかないだろ。遺産をもらい損ねたと思った親族の誰かが人を雇って嫌がらせをして、ここに住んでる依頼人を追い出そうとしているんだろうな。猿にもわかる方程式だ」

「……ですかね」

「もっとも、誰が犯人だろうとあたしには関係ないけど。そっちは警察の仕事だから。この家に悪さをしてきた奴を捕まえて事実関係を吐かせるのがあたしの仕事だ」

「猫お姉様、恰好いい！」

　紗綾華の目がハート型になっている。

「ふふ。まぁね」

　寝猫は少し照れたような顔で紗綾華に向かって右の掌を広げてみせた。

「そうなのです。そこまではわたくしどもにも想像がつきました」

　と鬼百合に言われ、寝猫は慌てて右手を引いた。

「そうだよね。猿にもわかる方程式だし、鬼百合さんたちが疑うのも当然だよね」

「はい。ですが、だとしてもおかしな点はあるのです」

　鬼百合にそう言われ、寝猫は少し考える素振りを見せたが、すぐに口を開いた。

「敷地内で怪事件が起きている……という点ですか？」

　と寝猫が指摘すると、鬼百合は、そうなのです、と頷いた。

「先にも触れましたが、このお館のセキュリティはしっかりしております。外から来た不ふ審しん者しやが侵入しようとしても、見た目ほど簡単ではありません。監視カメラは至る所に仕掛けてあります。夜でも監視できる暗視機能付きの高感度カメラです。フェンスには赤外線警報器も設置してあります。館の戸締まりは厳重ですし、内窓はすべて強化ガラスで、焼き破りにも耐えられるように金属線入りなのです」

　紗綾華が隣の弥茂祢に小声で訊く。

「焼き破りって何？」

「バーナーなどでガラスを炙あぶって罅ひびを入れるでございます。そうするとガラスは簡単に割れますから、割った箇所から手を入れて鍵を開けるという、空き巣の常じよう套とう手段でございますね」

　紗綾華が疑わしそうな目になった。

「詳しいのね、弥茂祢」

「嫌でございます、お嬢様。こんなのは猿でも知っている窃せつ盗とうのイロハでございますよ。わたくしが実践したことがあるから詳しいとか、そんなことは一切ございません」

（語るに落ちてるな！）

　思わず内心でツッコんでしまう寝猫だった。
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「となると、まぁだいたいはわかったな」

　寝猫がそう言うと、一也と紗綾華は、え？　と目を見開いた。

「利害関係から考えれば、遺産の一部を狙った親族の誰かが黒幕で、そいつの意を受けた何者かが館の敷地に侵入して嫌がらせをしている。依頼主を追い出すために。そんな構図だろ？」

「でも、先ほど鬼百合さんが仰おつしやったセキュリティの問題はどうなるんです？　監視カメラや赤外線警報装置があるんですよ？」

　と一也が指摘すると、寝猫は肩をすくめて応えた。

「その手の荒事に慣れているプロを雇った可能性がある。プロっていうか、この場合、暴力団とかかな。黒幕は、ふだんからその手の連中と付き合いがあるのかもしれない」

「な、なるほど」

「まぁ荒事に慣れていると言っても、ここに忍び込むのはそれなりに大変そうだから、手引きした者がいるかもしれないけど」

「えぇえっ!?」

　一也と紗綾華は驚きのあまり大きく仰のけ反ぞっていた。

「誰かが手引きすれば簡単だろ？　誰かっていうか、この館には三人しかいないみたいだけど」

　そう言って寝猫は鬼百合の反応を窺った。

「あ、はい、それは……」

「辞めた使用人に慰労金を出したって言ったけど、それは主人が決めたの？」

「いえ。その辺りは執事の佐内の裁さい量りようでありますが」

「なら、いちばん怪しいのは執事さんかな」

「えぇえぇえっ!?」

　一也と紗綾華は驚きのあまり腰を浮かせていた。

「もしかすると、怪しい事件が起きたから恐くなって辞めたんじゃなくて、執事さんに辞めるように言い含められたのかもね。慰労金ってのは、意に沿わず辞めることになった使用人に対する補償金みたいなものでさ」

「そ、それは……」

　鬼百合は口に手を当て、目を見開き、寝猫を見つめた。

「怪事件が頻ひん発ぱつしている割によくない噂が立たないのは、支払われた慰労金には口止め料って意味もあったのかもしれない」

「ね……猫お姉様」

「何かな、紗綾華？」

「わたし、感心しました」

「ん？　そう？」

「ええ。だって猫お姉様って、いつもはずぼらで怠たい惰だでものぐさで全っ然働こうとしないのに、頭はとてもよく働くんですもの」

「正直な感想をありがとうね！」

　寝猫が紗綾華の頭に軽くチョップを打ち込んだ。

「あうち！」

「わたくしも驚いてございます、所長。所長は、ふだんは……」

　弥茂祢が何かを言いかけると、寝猫は右手を水平に伸ばし、弥茂祢の眼前で掌を大きく広げた。

「はい、ストップ！　どうせ言うことはわかってる。あなたは口を開かないように」

「酷ひどい。最近の所長の冷たさは氷ひよう河が期きなどではなく、もはや絶ぜつ対たい零れい度どに近づいているでございます」

「あんたに嫌みや皮肉を聞かされ続けていれば、誰でも絶対零度になるわ」

「素敵な言葉責めをありがとうございます」

「堪こたえないな！」

　憤ふん然ぜんとした顔で弥茂祢を睨にらんだ寝猫だが、すぐに視線を鬼百合に向けた。

「どうなの、鬼百合さん。心当たりはない？」

「ないことも……ないような気が……しないでもないのです……が」

　寝猫は、ふうん、と低く唸って鬼百合を見ていたが。

「とはいえ、探偵が乗り込んできちゃった以上、尻尾しつぽは出さないだろうし、嫌がらせの実行犯も、しばらくは手出ししてこないだろうし。やっぱり、あとは警察の仕事だね。お嬢様の身が危険に晒さらされているのなら警護寮に口を利いてもいいんだけど、そこまでじゃないんでしょ？」

「はい。今のところお嬢様の身に害が及ぶような事態にはなっておりません」

「ん？　そういえば……」

　寝猫は瞬時、考え込む素振りを見せたが、すぐに顔を上げた。

「お嬢様が怪我をしたりして入院するようなことになったら、その場合はどういう扱いになるんです？」

「病気や怪我など、やむを得ない理由でお嬢様が当館で暮らすのが困難になった場合は例外として扱われます。遺産相続は有効のままです」

「なるほど。お嬢様本人に手出ししてこないのは、そういう条件があるからだね。警護寮は無理だけど、民間の護衛会社を雇えば、それでとりあえず危機は回避できるんじゃないかな。そのくらいのお金はあるんでしょう？」

「そのお話は以前にも出ました。ただ、お嬢様が館の中を見知らぬ人間がうろつくのを嫌がりまして」

「あたしも見知らぬ人間のはずだけど？」

「短期間の捜査活動であれば問題はないのですが。それに、今回はお嬢様自らが夜見坂様の探偵事務所を見つけてこられましたので」

「そうなんですか？　でも、うち、べつに広告とか出してないですけど」

「夜見坂様の事務所のウェブサイトを見たそうです。わたくしも拝見いたしました」

「ああ、そんなこと言ってたね。このあいだ開設したあれか」

　と寝猫が言うと、一也が自慢そうな顔で眼鏡めがねの蔓つるをクイと押し上げた。

「どうです、猫先輩、ウェブサイト、役に立ったでしょう？」

「あ～～、まぁな」

「むきぃ。糞虫先輩が偉そうに！」

「ふっふっふっ」

　一也は余裕の笑みを漏らす。

「警護寮の護衛剣士という煽あおりが利きましたね。それに、猫先輩の写真のおかげで若い男子に大人気です」

「若い男子に人気出ても意味ないだろ！」

「親が名家だったりお金持ちだったりするかもしれないじゃないですか」

「……なるほど、その可能性はあるか」

「むきぃぃぃ」

　紗綾華が歯ぎしりして地じ団だん駄だを踏む。

「弥茂祢、糞虫先輩が作ったみすぼらしいサイトなんか即刻閉鎖して、もっとゴージャスなサイトを開設したらどうなの？　猫お姉様の写真なら腐るほどあるし。着替え中の写真とか載せれば、若い男子のみならず、お金持ちの親にまで大人気になるわよ！」

「腐っているのは紗綾華の頭だ！」

　すぱん！

　寝猫が紗綾華の頭を叩はたき。

「あうち！」

　紗綾華は頭を押さえ、涙目になって寝猫に訴える。













「猫お姉様、酷い」

「酷いのは紗綾華だ」

「こんなにも猫お姉様のお役に立ちたいと考えているのに」

「だから。真っ当な方法で役に立とうよ」

「わかりました。では着替え写真は止めて水着写真に」

　がくぅっ。

　寝猫は両肩を落とし、力なくうなだれた。

「でも、水着写真はないわね。そうだ！」

　紗綾華は自分の思いつきに目を輝かせて手を打った。

「冬休みになったら海に行きましょう！　グアム辺りがいいかしら。そして猫お姉様の水着写真を腐るほど撮るのよ」

「あ、僕も……」

「あぁ？」

　寝猫と紗綾華に同時に睨まれ、一也は「行きたい」という言葉を呑のみ込んだ。

「というか。あたし、グアムなんかに行かないからね」

「どうしてですっ!?　お金の心配なら無用ですよっ？」

「そんなとこに行ったら、たぶん課長と師匠に嬲なぶり殺される」

（たしかにあの二人ならやるかも）

　と一也は思うが、課長や師匠の脅きよう威いなどまったく知らない紗綾華は、きょとんとした顔を寝猫に向けるだけだった。

「猫お姉様を嬲り殺しにできる人なんかいるんですか？」

「あの二人の恐さを知らないからそんなことを言えるんだ、紗綾華」

　寝猫はぶるっと体を震わせた。

「仕事をする振りをして事務所でだらけているのはまだいい」

（え？　それはいいんですか!?）

　と思った一也と紗綾華だが、声に出してはツッコめなかった。

「でも、仕事を放り出してどこかに遊びに出かけたりすれば……帰ってきたとたんに、あたしの首と胴は泣き別れになるだろう」

　紗綾華が、本当なの？　という意を込めて一也に視線を向けると、彼は、かくかくと首を縦に振った。

「所長や愛市殿をそれほど恐がらせるとは。一度、課長さんや師匠殿にお目にかかってみたいものでございますね。ねえ、お嬢様」

「い、いえ、わたしはべつに会いたくはないけど？」

　四人が騒々しく言い合っていると、鬼百合が遠慮がちに口を挟んできた。

「あのう、夜見坂様、よろしいでしょうか？」

「あ！」

　寝猫も紗綾華も一也も弥茂祢も、今どういう状況にあるのかを思い出し、慌てて口を噤んだ。

　寝猫が、どうぞどうぞ、と手を動かすと、鬼百合は声を落とし、囁くように話を再開させた。

「先ほど夜見坂様が仰ったように執事の佐内が黒幕と意を通じているとして」

　鬼百合は、そこで意味深に一拍を置いてから言葉を継いだ。

「わたくしはどう対応すればよいでありましょうか？」

「う～～ん」

　寝猫は腕組みをして低く唸る。

「どうすればいいのかなぁ。確証がない以上、本人を捕まえてとっちめるわけにもいかないし。実行犯が嫌がらせをしに来てくれれば、そいつを捕まえればいいから手っ取り早いんだけど。でも、あたしたちがいると行動を起こさないだろうし。やっぱり警察を動かして、黒幕が誰かを探ってもらうのが早いんじゃないかな」

「……夜見坂様」

「なに、鬼百合さん？」

「実行犯は、嫌がらせをする機会を窺うためにこのお館を見張っている……のではないでしょうか？」

「ん？　ああ、なるほど」

（たしかに今でも見張っている可能性はある。鋭い指摘だな）

　寝猫は了解したという意を込めて頷いた。

「明日にでも館の周囲を歩いてみようか。誰か隠れているかもしれないし、たとえ誰も見つからなくても、なんらかの痕こん跡せきが残っているかもしれないし」

「お手数をおかけいたします」

「いえ、それが仕事ですから」

　と鬼百合に向かって手を振ると、寝猫は一也に顔を向ける。

「市一、おまえも手伝え」

「はい、猫先輩」

　すると紗綾華がいきり立った。

「わたしもお手伝いします！」

「いや、でも、危ないよ？　実行犯が隠れていたら、最悪、襲いかかってくるかもしれないんだから」

「大丈夫です、弥茂祢にも行かせますから」

「う～ん、そうだなぁ。弥茂祢さんがいれば大丈夫かなぁ」

「お嬢様の身の安全は、この紫乃弥茂祢、一命に代えましてもお守りいたす所存でございますれば、どうかお嬢様もお連れくださいませんか、所長」

（相変わらず大げさな物言いだなぁ）

　ジト目になって弥茂祢を見つめる寝猫だが、やがて諦あきらめたように頷いた。

「わかった。じゃ、四人で山狩りでもするか」

「ありがとうございます。よろしくお願いいたします」

　鬼百合が四人に向かって上体を傾けたとき、彼女の携帯が鳴った。足下に置いておいたポーチからマルフォを取り出した鬼百合は、まず画面を確認する。

「お嬢様からですね。失礼します」

　と寝猫たちに軽く頭を下げてから、鬼百合はマルフォを耳みみ許もとに当てて通話を開始した。

　二、三分も話しただろうか、通話を終えた鬼百合は四人に向き直った。

「お嬢様をお迎えに行かなくてはなりません。それほど時間はかからないと思いますが、わたくしが戻るまで、皆様方はここでおくつろぎくださいませ」

「いえ。あたしたちはお客ではなく雇われた探偵ですから、少し働きますよ。この館の図面はありませんか？　できれば監視カメラの位置が入ってる物だとありがたいんですけどね」

「図面はありますので、わたくしがカメラの位置を記しておきます。今すぐ用意いたします、少しだけお待ちを」

　そそくさと立ち上がった鬼百合は、軽快な足取りで食堂から走り出ていった。
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　やがて鬼百合は大きな図面を抱えて戻ってきた。

　図面をダイニングテーブルに広げた鬼百合がサインペンでカメラの位置を書き込んでいくのを、四人は伸び上がるようにして覗のぞき込む。印のついた場所はフェンス際が多く、庭にも数箇所あった。館への出入り口にも印がついている。

「監視カメラは館の中にもあるんですか？」

「いえ。館内にはありません」

「ですか。じゃ、これを片手に、ざっと敷地の中と周辺を歩いてみますよ」

「お願いいたします。お嬢様が戻りましたら、皆様にご紹介いたしますので。それと、お荷物はゲストルームへお入れください。今ご案内いたします」

　ということで、まず四人は鬼百合の先導で二階にあるゲストルームへと移動した。

　寝猫、一也、そして紗綾華と弥茂祢という部屋割りになった。

「猫お姉様と同じ部屋に。むしろ同じベッドに」

　と言って、紗綾華は寝猫にチョップを打ち込まれていた。

　シングルとツインの部屋しかないので、紗綾華と寝猫（だけ）が一緒の部屋で寝泊まりするという選択肢は、最初から寝猫になかった。

　寝猫と一也は着替える必要はなかったが、紗綾華と弥茂祢の服は周囲を歩き回るのに適した出いで立たちとは言い難がたく、着替えて靴を履き替える必要があった。

　高原の館ということはわかっていたので二人とも着替えの服と歩き易い靴は持ってきていたから、すぐに着替えて部屋から出てきた。二人ともトレッキングシューズにニッカーボッカーズを穿はき、撥はつ水すい機能付きのジャンパーを羽織っている。いかにもハイカーという出で立ちだ。

（おおお？　メイド服以外の弥茂祢さんを見たの初めてだ。なんか新鮮だな）

　と寝猫は感心してしまう。

（っていうか。私服も持ってるんだ。まぁ、そりゃそうか。休日に出かけるときもメイド服ってことはないよな）

　着替えた弥茂祢は相変わらずリュックを背負っていたが、この恰好には大きなリュックがよく似合っていた。

　玄関前に集結した四人は、鬼百合が乗ったワゴンが派手なスキッド音を上げ、お尻を振りながら敷地から出ていくのを見送った。

「ラフな運転ですよね、鬼百合さん」

　と一也が言うと、まぁな、と寝猫が応じた。

「人は見かけによらないって言うし。ハンドル握ると人格が変わるとか、本性が現れるとかも言うしな。さて」

　寝猫は右手に図面を持ったまま、大きく伸びをした。

「じゃ、散策と洒落しやれ込むか」

「散策なんですか？」

「今のところはな」

　そう言って寝猫は駐車場から庭のほうへと歩き出した。
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　四人は寝猫を先頭に、図面を睨みながら監視カメラの位置を確認して歩いた。

「意外と死角があるな」

　監視カメラの前で立ち止まる度たびに、寝猫はカメラの向いている角度を図面に書き込み、体を回して周囲を見回した。

「固定カメラだとこんなものか。三百六十度を監視できる高性能カメラは高額だしな」

「でも、監視カメラに映されずにフェンスを乗り越えるのは難しいですよね？」

　首を左右に動かしながら一也がそう訊いてきた。

「そうだけど、どこか一箇所のカメラを切っておくだけで侵入できるだろ」

「やっぱり誰かが手引きをしたと？」

「そう考えるしかないな」

「ってことは、執事が内通者なんですか」

「どうかな。いちばん可能性はあるような気はするけど」

「え？　ほかにも容疑者が？」

「料理人だって可能性がないわけじゃない。ただ、カメラのスイッチを入れたり切ったりできる立場なのかどうかはわからない。その点じゃ、むしろ鬼百合さんのほうが可能性があるだろ」

「えぇえ!?」

　一也と紗綾華が同時に仰け反った。

「あるんですか!?」

　寝猫は小さく肩をすくめる。

「あくまで可能性の問題だけどさ」

「ですが、それ以前に。おかしな遺言でございますね」

　と弥茂祢が言った。

「金持ち爺じいさんが考えることなど、あたしにはわからないよ。ねえ、紗綾華？」

「……そうですね。わたしにも、お父様のお考えはときどきわかりません。ですが」

　紗綾華は、はたと寝猫の顔を正面から見据えた。

「お父様のおかげでこうして猫お姉様と知り合えたのですから、わたしはお父様に感謝しています」

　紗綾華が真面目な顔できっぱり言い切ると、寝猫は気け圧おされたように頭を引いた。

（おかげで、あたしはいい迷惑を蒙こうむっているけどね）

　紗綾華から視線を逸らせた寝猫は、内心でそうぼやくのだった。

　はぁ、と小さなため息を吐つくと、寝猫は気を取り直して顔を上げる。

「敷地内はだいたい回ったから、少し外を歩こうか。見晴らしはよくないけど、空気は美味しいし、まぁ秋の高原の散策だと思えばいい」

「そうですね。歩きましょう」

　紗綾華は、ひし、と寝猫の腕を取る。

　そんな紗綾華を横目に、一也は悔しそうに唇を嚙かんだ。

（くっ。相変わらず躊ちゆう躇ちよがない娘こだな。羨ましい）

　寝猫は少し嫌そうな顔を見せたが、結局、紗綾華の腕を振り解くこともなく、二人は腕を組んだまま門扉に向かって歩いていった。

　悄しよう然ぜんと肩を落とした一也が少し離れて二人を追いかけていくと、弥茂祢が一也に並びかけてきた。

「愛市様も大変でございますね」

「え？　何がですか、弥茂祢さん？」

「夜見坂様のお世話をするという大役を熟こなされている割には見返りが少ないではございませんか」

「まぁ、そうなんですけど。見返りはないよりはあったほうがいいんですけど。でも、奴ど隷れいは見返りなんかなくたって働くものですから」

「はい？」

　弥茂祢は一也の言った言葉の意味がわからず小首を傾げる。

「あぁ、なんでもありません」

　と弥茂祢に手を振ってから、一也は歩く速度を上げた。

「僕たちも急ぎましょう。二人に置いていかれます。僕は猫先輩から目が離せませんし、弥茂祢さんは紗綾華さんから目が離せないのでは？」

　弥茂祢は、クス、と笑って頷いた。

「さようでございますね。わたくしも、お嬢様の奴隷のようなものでございますから、愛市様とわたくし、意外と似たもの同士でございますね」

（ずいぶんとサディスティックな奴隷だな）

　と思わないでもないが、そこには触れず、

「そうかもしれませんね」

　と笑って応える一也だった。




　門もん扉ぴの開閉ボタンがフェンスの内側にあったので、それを押して門扉を開け、四人は敷地の外に出た。

　外には幅ふく員いん四メートルほどの簡易舗装路が通っていて、フェンス沿いに歩いていくと隣地の前に差しかかった。図面を見る限り、敷地の三方は隣の家――というか別荘――に隣接しているので、そこは見て歩けない。

　遠隠館を含む数件の屋敷や別荘の周囲を縫ぬうように小こ径みちが走っている。

　車道を折れ、小径に沿って歩いていくと、一時間ほどで一周して、遠隠館の出入り口まで戻ってきた。歩くあいだは周囲を観察したり調べたりする必要があったから、さすがの紗綾華も寝猫の腕は放していた。

　腕時計を確認した寝猫が顔を上げた。

「ゆっくり歩いて一時間弱か。三キロくらいかな？　隣接してる家はみな空き家みたいだったし。もしかして侵入者は、どれかを塒ねぐらにしている可能性もあるな」

「家の持ち主が関係していると？」

　そう訊く一也に向かって寝猫は首を横に振った。

「別荘だとすると、長期に亘わたって使われていないわけだから、勝手に上がり込んでいるだけかもしれないってこと」

「あ、そうですね」

「となると」

　足を止めた寝猫は何かを考えている。

「やっぱり夜だな」

「はい？」

「一也、夜にもう一度、外を歩く。つき合え」

「あれ？　歩くのは明日にしたのでは？」

「誰かが家を勝手に使っているなら、明かりが漏れているかもしれないだろ。夜のほうがわかり易い。それに、どこかで見張っているのなら、昼間はこちらが館から出ていくのが丸見えだからな。夜、こっそりと外に出て、周囲の森の中を探る」

「はい、わかりました」

「館の人には黙って出ていく。それも承知しておけ」

「……やっぱり誰かが通じていると疑っているんですね」

「疑っているというか、あらゆる可能性を排除しないということだけど……ややこしくなると不ま味ずい、鬼百合さんにだけは話を通しておくか」

「では、わたしと弥茂祢も……」

　と手を挙げかけた紗綾華を、寝猫が遮さえぎった。

「それは駄目」

　紗綾華が悲鳴のような声を上げた。

「どっ、どうしてですっ!?」

「夜は危険度が増すから」

「ですから弥茂祢が……」

「たしかに弥茂祢さんの腕は大したものだと思うよ。でも、いざというときに紗綾華を守ってとなると、行動の自由が制限される。戦い方が制約を受ける。紗綾華だけじゃなくて、弥茂祢さん自身の身に危険が及ぶかもしれない」

　寝猫はどこまでも真剣な面おも持もちで紗綾華の顔を覗き込んだ。

「君は自分の我わが儘ままで弥茂祢さんまで危険に晒すのかな？」

　寝猫から視線を外すと、紗綾華は俯うつむいたまま固まってしまった。

（あ、爆発するかも？）

　と一也などは危き惧ぐしたのだが。

「わかりました」

　少し震える声で紗綾華はそう言った。

「猫お姉様の戻りを、弥茂祢と一緒に館で待ちます」

　寝猫の厳しい表情が緩んだ。

「君は我が儘で自分勝手で他人の迷惑など考えない困った子だけど」

「ぐふぅっ」

　紗綾華はお腹を押さえ腰を折り、よろっとよろめいた。

「でも、素直で聞き分けがよく、しっかりとした判断力もあるいい子だ」

　寝猫は、ぽん、と紗綾華の頭に右手を載せる。

「紗綾華のそういうところは、あたし、好きだよ」

　紗綾華が、ばっと顔を上げた。

　上げた顔が輝いている。

　ハート型に変形した目が潤うるんでいる。

　全身から喜色が溢あふれ出している。

「猫お姉様から、まさかの告白！」

　がくぅっっ。

　寝猫が大きくずっこけた。

「これで二人は相思相愛、晴れてラブラブな恋人同士に！」

「だから！　人の話の一部分だけを抜き出して都合のいいように解釈するのは止やめろとあれほど！」

　弥茂祢が紗綾華に艶えん然ぜんと微笑ほほえみかけた。

「よかったでございますね、お嬢様」

「そしてあんたは煽るのを止めろと！」

「もうこうなったらオランダに移住するしかないわね、弥茂祢！　日本などという狭いところから飛び出して！」

（いや、オランダ、日本より狭いでしょ！）

　思わず内心でツッコむ一也だった。

「さようでございますね。オランダならば同どう性せい婚こんが認められておりますから、お嬢様と夜見坂所長が晴れて所帯を持つ日も遠くはないでございましょう」

「持つか！　女同士で所帯なんか持って堪たまるか！」

　いつもどおりグダグダになってきた。

　はぁはぁと荒い息を吐はいていた寝猫は、気を取り直し、息を整えるように深呼吸し、憤ふん然ぜんとした顔で紗綾華と弥茂祢を睨みつけた。

「とにかく！　あたしは夜になったら偵察に出るから、二人は館でおとなしく待ってるように。いいね!?」

　両手を胸の前で組んだ紗綾華が潤んだ目を寝猫に向けて応えた。

「猫お姉様が戻るのを一いち日じつ千せん秋しゆうの思いでお待ちしています」

　寝猫は右手で顔を覆い、ため息を吐ついた。

「大げさな」

　そのとき、道の向こうから車の甲高いエンジン音が聞こえてきた。

「ん？　この音は鬼百合さんが乗っていた車か？」

　寝猫同様、聞こえてくるエンジン音に耳を澄すませていた一也が頷いた。

「依頼人を乗せて戻ってきたみたいですね」

「早いな。バードラインをかっ飛ばしてきたんだろうな」

　という寝猫の推測を裏付けるように、猛スピードで狭い簡易舗装路を走ってきた車が四人の手前で急停止した。かなりラフにブレーキを踏んだようだが、ＡＢＳが付いているのでタイヤがスリップすることはなかった。

　停止寸前にフロントノーズが大きく沈み込み。

　止まると同時に、反動で持ち上がる。

　運転席側のドアガラスが開いて、鬼百合が顔を覗かせた。

「皆様、いまお戻りですか」

「ええ、ちょうど辺りを一周してきたところです」

　と寝猫が応えた。

「では、館のエントランスまで乗っていきますか？」

「え？　いや、もうそこが館じゃないですか」

「ですが、歩くよりは早く着きますよ？」

　と言ってから、鬼百合は何かを思い出したように、あ！　と叫んだ。

「そうでした、お嬢様が乗っていますので、全員は……」

　顔を巡らせた鬼百合は、一也のところで視線を留め。

「男子は徒歩で」

　盛大に安あん堵どの息を漏らした一也だが、あからさまに喜色が顔に出ないように気をつけながら応えた。

「そうですね。男子は歩くのが当然ですね」

　右手を水平に伸ばした寝猫は、いえ、と掌を広げた。

「あたし女子だけども、歩きますのでけっこうです」

　すると紗綾華も。

「わたし、運動不足気味なので歩きます」

　弥茂祢も澄ました顔で。

「わたくしダイエット中でございますので、歩かせていただくでございます」

　門扉は目の前。車寄せまでだって大した距離ではない。運動不足の解消にはほど遠く、ダイエットの役に立つとも思えないのだが、あくまで二人はそう言い張った。要するに誰も鬼百合の運転する車に乗りたがらないのだった。

　後部右側のドアが開き、紺色を基調にしたセーラー服に身を包んだ少女が車から降りてきた。

　髪は短く、黒目がちの大きな瞳は強い意志の光を湛たたえて爛らん々らんと光り、眉まゆはくっきりと真っ直ぐ伸び、寝猫ほどではないが女子にしては背が高く、やや短めスカートから伸びた足は細く筋肉質で、全身から覇は気きを発散させ、その挙きよ措そには隙がない。

（随ずい分ぶんと男前の女子だな）

　というのが寝猫の第一印象だった。

（何か……嫌な予感がします）

　というのが紗綾華の第一印象だった。

（何か武術をやっているみたいだな）

　というのが一也の第一印象だった。

（うちのお嬢様とは何かと対照的なお嬢様でございますね）

　というのが弥茂祢の第一印象だった。

　すぐに運転席側のドアが開き、鬼百合も急いで車から降りた。

「ご挨拶をしたいのだけどな、鬼百合？」

「はい、お嬢様。こちらが夜見坂探偵事務所の所長、夜見坂寝猫様であります」

　鬼百合が寝猫を指し示し、少女が寝猫のほうへ体の向きを変えた。

　寝猫は少女に向かって丁寧に頭を下げる。

「夜見坂探偵事務所所長、夜見坂寝猫です」

　少女も寝猫に負けないくらい大きく腰を折り、頭を下げてきた。

「こんな辺鄙な、いっそ辺境と言ってもいいような場所までわざわざお越しいただき、ありがとうございます、夜見坂所長」

「いえ、仕事ですから、お気になさらずに」

　頭を上げた少女は、にっこりと微笑んだ。爽さわやかな笑顔だった。

（危険。危険だわ、あの女ひと）

　紗綾華の本能がそう告げていた。

「そう言ってもらえると、こちらも気が楽になる。僕が遠隠館の当主、櫟いち井い帥すいだ」

（（僕っ娘こか！））

　寝猫と一也は思わず内心でツッコんでいた。

（しかし、帥とは……随分と大仰な名前だな）

　頭を上げた寝猫は、礼を失しない程度に櫟井帥と名乗った少女に視線を這わせた。

「あのう、お嬢様、こんなところで立ち話もなんですし、正式なご挨拶はお館の食堂でされたら如何いかがでしょうか」

「それもそうだね。では、鬼百合は車を置いてきて。食堂へは僕が案内しよう」

「承知いたしました」

　車へ乗り込むと、鬼百合はリモコンで門扉を開けた。

　帥を先頭にして五人が敷地に足を踏み入れ、そのあとから鬼百合が運転する車が続いて入ってきた。さすがに主人が前を歩いているので、鬼百合も乱暴な運転はできない。敷地内に入るといったん車を止め、門扉を閉めてから、鬼百合は徐行運転で車を駐車場のほうへと移動させていった。

「東京に比べたら何もないところでしょう？」

　玄関のドアを手ずから開け、帥は寝猫にそう語りかけた。

「東京には、こんな綺麗な景色も美味しい水も空気もありませんし、それでお相あい子こじゃないですか？」

　帥は、ふふ、と笑った。じつに爽やかな笑顔だった。

「ここに住んでいる者にとって、そう言ってもらえるのは嬉うれしいことですね」

　紗綾華の脳内で警戒警報が激しく鳴った。

（ダメよ。これ以上、あの女子を猫お姉様に近づけては危険が危ないわ）

　危険な薫りを嗅ぎ取っているのは紗綾華だけではなかった。一也も、帥という少女に微かすかな胸騒ぎを覚えていた。

（なんだろう、紗綾華嬢とはまったく異質の、でも、それでいて猫先輩にとってあまりよくない相手のような……そんな気がするんだけど……考えすぎなのかな）

　館に入った四人は帥に先導され、また食堂まで戻っていった。
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　鬼百合が珈琲や紅茶が入ったカップをダイニングテーブルに配り終えるのを待って、上座に座っていた帥が立ち上がった。

　帥から見て左手に寝猫と一也が、右手に紗綾華と弥茂祢が座っている。

「では改めて自己紹介といこう。僕が櫟井帥、この遠隠館の当主で、いま高校二年生。夜見坂さんのところへ依頼を出した張本人だ」

（張本人て。何か悪いことしてるみたいな言い草だな）

　寝猫は内心で苦笑する。

「難しい事件にも拘かかわらず依頼を受けてくださって感謝している」

（というか。そもそも話し方が大仰なんだな、この娘こは。芝居っ気があるというか宝たから塚づか気質というか。学校では男女問わず人気があるんだろうな。こんな娘こが生徒会長になったりするのかもね。あたしとは大違いだ）

　仁に王おう立だちで胸を張り挨拶をする帥を見ながら、寝猫はそんなことを思っていた。

（高校では、あたし、ボッチ街道を歩いていたからな。もっとも、三年のときは一也が入ってきたからボッチじゃなくなったんだけど。あいつはあいつで、四し六ろく時じ中ちゆうつきまとってきてウザかったしな）

　なんとはなしに高校生の頃を回想してしまう寝猫である。

「では、夜見坂さん、そちらの可か愛わいらしいお嬢さんや、美人のお姉さんや、誠実そうな男子の方を紹介してくれないだろうか」

（あら。意外といい女ひとかしら？）

　紗綾華は「可愛い」という単語に即座に反応した。

（まあ。なかなか正直なお嬢様ですこと）

　弥茂祢は満足そうな顔で小さく頷き。

（僕のことを一目で見抜いてくれた！）

　一也は目に感かん涙るいを浮かべた。

「あ？　はい、ただ今」

　我に返った寝猫が腰を浮かせるのと入れ替わるように、帥が腰を下ろした。

（でも、作っているわけじゃないんだよな。息をするように自然に気き障ざな台詞せりふを言える、そんな人間なんだ。そして、なかなか様になっている）

　大学生ではあっても、警護寮の護衛剣士として数多くの大人たちを間近に見て接してきた寝猫の観察眼はたしかである。

（代々この地に根を張ってきた名めい家かのお嬢様……か。これが純血種たるサラブレッドというものなのかね）

　という思いは微み塵じんも感じさせず、寝猫は隣の一也を指し示した。

「こちらが助手の愛市一也です」

　一也は急いで立ち上がる。

「愛市一也です。この度は、当事務所に依頼をくださり、ありがとうございます」

「見てのとおり、武士養成校の学生です」

　寝猫がそう言うと帥は、もちろんわかるよ、と頷いた。

「僕も長野市内にある武士養成校に通っているからね。お仲間というわけだ。よろしく、愛市一也君」

　そう挨拶する帥は座ったままだが、べつに嫌みは感じない。子供の頃から周囲に傅かしずかれてきた当主が持つ大らかさとでもいうのだろうか。女子高生にも拘わらず、帥は大物の雰囲気を……少なくとも将来、大物になりそうな雰囲気を醸かもし出していた。

（なるほど、武士養成校の生徒か。隙のない挙措にも納得だな）

　と寝猫は思った。

「あ、よ、よろしくお願いします」

　一也は顔を赤くして頭を下げた。













（なんなの!?　猫お姉様がいるのに、そのデレデレとした顔と態度は！　最低ね、糞虫先輩！）

　内心で激しく罵った紗綾華だが。

（あ、でも。糞虫先輩があの女子高生の虜とりこになれば、わたしは誰に邪魔されることなく猫お姉様に言い寄れるわ）

　その可能性に思い至った紗綾華は一也を非難するのを止やめたが。

（それにしても糞虫先輩ほど卑屈な態度が似合う男子もいないわね）

　嘲あざけるのは止めなかった。

「で、こちらが」

　と寝猫が自分を指し示してきたので、紗綾華は慌てて笑顔を作り、優雅な所しよ作さで立ち上がった。

「同じく助手の吉成紗綾華。女子中学生です」

「吉成紗綾華です。よろしくお願いしますね」

「君のような可愛らしい女子中学生を側そばに侍はべらせているだなんて、夜見坂所長がじつに羨ましい」

「あ、え、そ、そうです、か」

　紗綾華は顔を赤く染め、身を捩よじった。

（天然ジゴロだなぁ、帥さん）

　感心するやら呆れるやらの寝猫である。

（いや待てよ。紗綾華が帥さんに誑たらし込まれれば、あたし、紗綾華に纏まとわりつかれなくなるかも？）

　などと、寝猫は寝猫で計算を始める。

（帥さんを応援しようかな。むしろ嗾けしかけてしまおうかな。まぁ、それはさておき）

「はい、ご苦労さん、紗綾華」

　と寝猫が声をかけると、紗綾華は顔を赤くしたまま、すとんと腰を落とした。

　紗綾華が座るのを待って、寝猫は弥茂祢のほうに顔を向ける。

「で、そちらが紫乃弥茂祢でして、本来は紗綾華の専属メイドなんですけど、紗綾華がうちの助手を務めている関係上、うちの雑用なんかをお願いしているのです」

「そうだったのか。僕は夜見坂所長が使っているメイドかと思っていたのだが」

「うちみたいな貧乏事務所にメイドを雇う余裕なんかありませんよ」

　と寝猫は些いささか自じ嘲ちよう気味に応えた。

「お金持ちのお嬢様に雇われているメイドの紫乃弥茂祢でございます。櫟井帥様におかれましては、どうかお嬢様共々、夜見坂探偵事務所をよろしくお願いいたすのでございます」

　そう言って弥茂祢は深々と腰を折り、丁寧に頭を下げた。相変わらず背筋が真っ直ぐに伸びた美しいお辞儀だった。

「相変わらず嫌みだね」

　と寝猫が小声で嫌みを言う。

「はい。嫌みと皮肉とお惚とぼけがわたくしの存在理由レゾンデートルでございますので」

　寝猫はキツい目で弥茂祢を睨み、囁くような声でツッコんだ。

「そんな存そん在ざい理り由ゆうはどこかに捨ててこい」

　帥がクスクスと笑った。

「いやしかし。紫乃さんはメイドとしても武人としても美人としても、うちの鬼百合といい勝負のようだね」

「恐れ入りましてございます」

　弥茂祢は澄ました顔で静かに着席した。

「さて。鬼百合はもう自己紹介を済ませているね？」

「はい、お嬢様」

「ならば本題に入ろうか」

　帥は寝猫に対して、座っていいよ、と手を動かした。

　寝猫が腰を下ろすと、帥は四人の顔を見回して言った。

「僕の依頼については鬼百合から説明があったと思うけど、少し捕足をしておこうか。僕の立場も詳しく説明しておいたほうがいいだろうな。そちらから質問があれば、なんでも訊いてくれていい。答えられる限り答えよう」

　そう言ってから、帥は背後に控えている鬼百合に顔を向けた。

「どこまで話した？」

　鬼百合は、寝猫たちに話した内容をざっと帥に説明した。

「なるほど。ならば、あまりつけ加えることもないが、一つ、二つ」

　帥は鬼百合から寝猫たちのほうへ顔を戻し、滔とう々とうとした口調で話し始めた。




「お爺さまは、この地を、この館を、とても愛していた。この館は、お爺さまが事業を大きく発展させた記念に建てたような物だからね。言ってみれば自分の事業が、人生が、成功したという証あかしなのだ。最初は別荘として建てたようだけど、そのうちここがとても気に入って移り住んだ。以来、亡くなるまでの三十数年間をここで暮らしてきたんだ」




「僕は幼い頃に父と母を亡くし、そのすぐあとにお爺さまに引き取られ、この館に来た。だから僕には父の記憶も母の記憶も、二人と住んでいた家の記憶もほとんど残ってない。あるのはこの館とお爺さまとの暮らしだけだ」




「だから子供の僕にとってここがすべてだった。今でもそれは変わらない。お爺さまが愛した館で暮らし、成人を迎える。お爺さまが出した条件は他人からすれば奇き矯きようで偏屈なものに聞こえるだろうけど、僕には当たり前で自然なことなんだ。だから、お爺さまのことを悪あし様ざまに言わないでほしい」




「僕もお爺さま同様、この地を愛しているし、この館を愛している。いずれこの地を、この館を出ていくことにはなるのだろうけど、それは大人になってからでいいと思っている」




　一つ、二つと言いながら、まくし立てるようにそこまで言って、帥は恥じ入ったような笑顔を浮かべた。

「まぁ何が言いたいかというと、お爺さまは変人なんかではないし、僕も遺産ほしさにここに縛りつけられているわけではないということかな」

（この娘こ、表情と喋しやべりだけで他人を惹きつけるな。将来は政治家にでもなったらいいんじゃないか）

　と思いつつ、話が一段落したようなので、寝猫は気になっていることを訊いてみた。

「毎日、ここから長野市内の高校まで通っているんですか。大変ですね」

「鬼百合が車で送迎してくれますから、どうということはありません。彼女の運転なら片道三、四十分程度です」

（どうということあるだろ、それ。毎日、あの運転で往復一時間以上かよ。メンタルが鍛えられそうだな）

　寝猫は驚きの顔を向けるが、帥は平然としている。

「けれど、東京では片道一時間以上もかけて通勤通学する者も多いと聞く。それに比べたら、三十分ほど車に座っているだけの僕など、楽なものだろう？」

「え？　いや～、どうですかね。通勤電車はあんなふうに急加速したり急減速したり、あんなふうに猛スピードでカーブを曲がったりはしませんし」

　と寝猫は軽くジャブを放ってみる。

（あれはジェットコースターに乗って通学するようなものだろ。満員電車より、よほど疲れそうだ）

「それは退屈そうだな。鬼百合の運転に身を任せるのは、なかなかにスリリングで退屈しませんよ」

（強きよう靭じんな精神をお持ちですね）

　寝猫は辟へき易えきした顔で首を左右に振った。

「まぁ、それはさておき。僕はここに住まうためなら、多少の苦労など厭いとわないということです」

　と帥は胸を張る。

「それに、僕はお爺さまの遺産を相続して、やりたいことがあるんだ」

「櫟井さんは何をやりたいんですか？」

　と寝猫が訊くと。

「帥、でいいよ、夜見坂さん」

「なら、あたしも寝猫でけっこうです」

「わかった、寝猫さん」

　帥がそう呼ぶのを聞いて、紗綾華の顔が曇る。

（猫お姉様のことを、馴れ馴れしく遠慮もなく寝猫さん呼ばわりだなんて。やはり危険だわ、この女ひと）

　寝猫だけを名前で呼ばせておくのは不味いと判断した紗綾華は、

「あの、櫟井さん、わたしも、紗綾華、でいいですよ？」

　と申し出た。

「そうか、嬉しいな。では紗綾華嬢と呼ばせてもらおうか。もちろん僕のことは、帥と呼んでくれればいい」

　爽やかな笑顔を向けられ、紗綾華は少し顔を赤らめて頷いた。

　あ、僕も……と思った一也だが、さすがに会ったばかりの女子高生と名前を呼び合うのもどうだろうと考え直し、ぐっと我慢した。

「さて、話を戻すけど」

　帥は寝猫や紗綾華の顔を見て言った。

「僕がやりたいことはお金を使いまくること……だな」

「は……い？」

　寝猫は怪け訝げんそうに眉を顰める。

　一也はきょとんとした顔になり。

　紗綾華も不思議そうな顔を帥に向けた。

「お金という物は、社会という体を巡る血液みたいなものだろう？　僕は僕が手にしたお金を体に巡らせたいんだ。僕がそうすることによって少しでも血液の循じゆん環かんがよくなるのなら、それは市し井せいの人々の暮らしの役に立つことだから」

　寝猫は、なるほど、と頷いた。

「要するに帥さんは、貧乏人の懐ふところにまでお金が回るように、有ゆう意い義ぎに遺産を使いたいと仰るんですね」

「べつに有意義でなくてもいいんだ。むしろ無む駄だ遣づかいでいいと思う。僕がお金を使えば、誰かの懐にお金が入る。その人の懐に余裕ができれば、その人もお金を使う。すると、また別の人の懐にお金が入る。お金なんて物は、そうやって人の懐から人の懐を巡ってこそ意味がある。だから使うことに意味はあるけど、何に使うかということにはあまり意味がない」

「わかりました。この夜見坂寝猫、櫟井帥さんの気高い志こころざしに打たれました。微力ながらお手伝いさせていただこうと思います」

「ありがとう、寝猫さん」

「早速ですが依頼料の再検討などしていただけると、有意義か無意味かを問わずお金を使いたいという帥さんの希望に添うことができるのではないかと愚ぐ考こうする次第です」

（猫先輩、せこっ）

　揉み手をせんばかりに帥に迫る寝猫に、思わず仰け反ってしまう一也である。

「ああ、いいですね。寝猫さんの人となり腕となりはだいたい把握しました。僕が大たい枚まいを叩はたくに相応ふさわしい方だ。依頼料、百万円で如何です？」

「……は？　え？　えぇ？　えぇえぇえ!?」

　あまりにあっさりと申し出を肯定され、あまつさえ、いきなり百万という金額を口にされ、寝猫は大いに狼狽うろたえた。

（猫先輩……）

　一也は溢れ出る涙を禁じ得ない。

（自分から依頼料増額を言い出しておきながら百万くらいであんなに狼狽えちゃって。本当に貧乏性だなぁ。泣けてくる。でも、そんなところも猫先輩の魅力ではあるんだけど……なんちゃって）

　そんな一也の内心の呟つぶやきを、もし寝猫が聞いたらウザいと、紗綾華が聞いたらキモいと言うことだろう。

「百万では不足ですか？」

「い、いえ、充分ですとも。これでうちの事務所も潤うるおいます。ありがとうございます。あたし、一生帥さんについていきます」

（これだわ、わたしの女の勘が危険と告げていたのは！）

　紗綾華はぎりぎりと唇を嚙んだ。

（わたしの、お金にものを言わせて猫お姉様と懇ねんごろになってしまえ計画が根底から揺るがされているじゃない！）

　たしかに紗綾華が寝猫の事務所に出入りできるようになったのは、寝猫の貧乏につけ込んだため、とは言えるだろう。その自分と同じような態度で寝猫に接する帥に、紗綾華は脅威を感じていた。

（いいえ。帥さんはわたしと違って他意もなければ策もない。天然な上に自然。それがむしろ厄介よね。困ったわ。ここで猫お姉様にお金が入ってしまっては、わたしが錦にしきの御み旗はたにしている九十万円の威い力りよくが減じてしまいます。いっそ甘い顔で二百万円くらいを猫お姉様に貸し付け、返せないならその体で払ってもらおうか、ぐへへへへ……なんていう作戦に打って出たほうがいいかも？）

　紗綾華の脳内に怪しい色をした妄想が膨らみ始めた。





紗〈貸した二百万、耳を揃えて返してもらおうか？〉

猫〈もう少し。もう少しだけ待ってください〉

紗〈待ってくれ待ってくれって、いつまで言えば気が済むんでえ？〉

猫〈せ、せめてあと一週間〉

紗〈ダメだな。今すぐ利息分だけでも払ってもらおうか。でなければ、あんたんとこの事務所も道場も差し押さえるしかねえ〉

猫〈そんなご無体な〉

紗〈利息分だけなら、そう難しい話じゃねえだろ〉

猫〈で、ですが……〉

紗〈魚心あれば水心って言うじゃねえか〉

猫〈あの、どういう意味で……〉

紗〈おいおい、惚とぼけんな。初うぶなねんねじゃあるまいし。わかってんだろ。ちょっと服を脱いでみろよ。そうすりゃ利息をチャラにしてやるって言ってんだよ〉

猫〈そんなことできません〉

紗〈優しくしてりゃつけあがりやがって、この女あま。いいか、てめえには三つの選択肢がある。一つ目は耳を揃えて金を返すことだ。二つ目は借金のカタに事務所と道場を差し出すことだ。三つ目は服を脱ぐことだ。さぁ、どれがいい？　あぁん？〉

猫〈くすん、くすん〉

紗〈おい、泣いてちゃわかんねえだろが〉

猫〈くすん。ぬ……脱ぎます〉



　紗綾華の脳内にいる寝猫が泣きながら服を脱ぎ始めた。




「くぁぁぁ～～、来た来た来たぁっ、猫お姉様の脱衣来たぁぁっっ！」

　紗綾華はガッツポーズをして思わず知らず叫び声を上げてしまう。

　すると。

　すぱ――ん！

「あうち！」

　テーブルの向こうから身を乗り出した寝猫に頭を叩はたかれた。

「こら、紗綾華！　いま何かよくない想像をしていただろ！　よくない想像というか、不ふ埒らちな妄想を！」

　紗綾華は自分が今どこにいて何をしていたかをようやく思い出した。

「え？　ななな、なんのことですか？　わたし、何もしていませんよ？」

　きょどりながら紗綾華がそう応えると。

「くっくっくっくっっ」

　帥に笑われた。

「いやぁ、失敬失敬」

　と謝りながら、帥は笑うのを止めない。

　紗綾華は恥ずかしそうに顔を赤らめつつも、不満そうな目で帥を睨んだ。

「みんな楽しくていいね」

　ようやく笑い止んだ帥は、四人の顔を見回しながら語りかけてきた。

「僕は学校では割と人気者なんだけど」

（こういうことを衒てらうことなくさらっと言えてしまうのが、いいとこのお嬢様ってことなんだろうな）

　自分には持ち得ないものを持っている帥が、寝猫は少し羨ましかった。

　ところが、その帥は。

「ただ、それは気の置けない友だちというより、高たか嶺ねの花を見ているような態度であり、接し方なんだ。だから君たちのようなフランクな友だち付き合いというものを僕はしたことがない。君たちを見ていて少し羨ましくなった」

（ははっ）

　寝猫は笑い出しそうになるのを抑え、内心で笑うに留めておいた。

（お互い、自分にないものを相手に見て羨ましがるか。これが隣の芝生は青く見えるってヤツなのかな）

　恥ずかしそうに俯いていた紗綾華が顔を上げ、胸を張った。

「そうですね。わたしと猫お姉様はとてもフランクなお付き合いをしています。フランクで、かつ大おお雑ざつ把ぱです。これが本当のフランク大おおザッパ」

「どんな付き合いだよ！　っていうか、あたし、そんなロック魂だましい溢れる付き合いを紗綾華としてる覚えはないけど？」

「え？」

　驚いた顔で紗綾華は上体を引いた。

「まさか、そんな……」

　ショックを受けた顔つきで紗綾華は寝猫を見つめている。

「わたしと猫お姉様、フランクなお友だち関係ではなかったのですか？」

　寝猫はジト目になって頭を引いた。

「ないんじゃないかな」

「……そうでした」

　そこで一つ咳せき払ばらいをすると、紗綾華は真面目くさった顔で頷いた。

「わたしと猫お姉様はフランクなお友だち関係ではなく、破は廉れん恥ちな恋人関係でした」

「違うよ！　そんな関係じゃないよ！」

　寝猫に思いきりツッコまれ、紗綾華が首を傾げる。

「プランク？」

「どんな定数!?」

「あははははは」

　帥は腹を抱えけたたましい笑い声を上げた。

「ひゃははははは」

　もはや爆笑というレベルだ。宝塚然とした帥には似合わぬ高笑いに、寝猫も紗綾華も一也も、驚きの目を向ける。

「はははは……ごめ……ごめん……あははははは」

　目に浮かんだ涙を拭ぬぐいながら、帥はなおも笑っている。

「何がそんなにおかしいのか、さっぱりわかりません。ねえ、猫お姉様？」

「うん、まぁ……そうだなぁ、わからないこともないかなぁ」

「そんなっっ!?」

　紗綾華は顔を歪ゆがめ、頰ほおを両手で押さえて叫んだ。

「猫お姉様が、わたしよりも帥さんと以心伝心の関係に!?」

「はぁ」

　大きなため息を吐ついた寝猫は、顔を上げると、キッと紗綾華を睨んだ。

「紗綾華、少しそこから離れるように」

「あ……はい。ごめんなさい」

　紗綾華は首をすくめてうなだれた。

「ふふふふふ」

　爆笑から含み笑いという程度に笑いのレベルを落とした帥は、いいなぁ羨ましいなぁと呟きながら寝猫や紗綾華のことを見ていたのだが、やがて意を決したように身を乗り出した。

「寝猫さん、紗綾華さん、そして愛市君」

「あ、はい？」

　寝猫が顔を振り向けると。

「どうだろう、もしよかったら僕と友だちになってはくれないだろうか？」

「はい？」

「先ほども言ったように、僕には気の置けない友だちという者がいないんだ。そして、僕の周囲にいる人間にそれを期待するのは難しいと思っている。でも君たちなら。僕と利害関係のない君たちなら、僕の立ち位置など気にせず、僕とつき合ってくれるのじゃないかな……と思ってね」

「つつつ、猫お姉様と付き合うですって!?」

　血相を変えて紗綾華が立ち上がったので、寝猫は腰を浮かせ、上体を乗り出し、右手を伸ばし、紗綾華の頭を押さえつけた。

「そういう意味じゃないでしょ。落ち着きなよ、紗綾華。そしてそこから離れろと」

　寝猫にグリグリと頭を押さえつけられ、睨みつけられ、紗綾華は渋々腰を落とした。

「安心してくれ、紗綾華さん。君の大事な寝猫さんを君から奪おうなどとは言わない。というより、今さら僕が君たちのあいだに割って入るのは無理そうだ。二人はこちらが見ていて恥ずかしくなるくらいラブラブだからね」

「帥さんの正直者っ。わたし、あなたとならお友だちに、いえ、親友になれそうな気がします！」

　たちまち転ぶ紗綾華だった。

　一方、寝猫は。

「噓うそっっ!?」

　頭を鉄かな槌づちで激しく殴打されたかのような顔つきで、寝猫は中腰のまま、まじまじと帥を見やった。

「え？　あたしと紗綾華が？　そんなふうに見えているの？」

「うん。お二人はとても幸せそうだ」

「ずが～～ん」

　あまりにあまりな第三者評価にショックを受けた寝猫は大きく仰け反り、虚うつろな目で天を仰いで嘆たん息そくした。

「まさか……そんな……」

　ショックを受けているのは一也も同様だった。

（不味い！　このままだと、本当に猫先輩が紗綾華嬢に奪とられてしまう！）

　一也は顔がん面めん蒼そう白はくになって、顔面蒼白になっている寝猫を見つめた。

「ぷっ。くくっっ」

　帥がまた小さく噴き出した。

「君たちは本当に面白いなぁ」

　帥は心底楽しそうな顔を寝猫に向けてきた。

「どうだろう。寝猫さん」

「え？　ははは、はい？」

　我に返った寝猫が帥に向き直ると。

「友だちになってはくれないだろうか」

「あ……ええ、それはかまいませんけど。でも、今のところあなたはクライアントで、あたしは雇われた探偵ですけどね」

　寝猫は、仕事は仕事できっちりしないと、と言っているわけだ。

「うん、この仕事が解決したら、でいいよ。それまでは僕のために必死で働いてくれ」

　寝猫は不ふ承しよう不ぶ承しようといった体ていで頷いた。

「それならば、まぁ」

「もちろん、解決してくれたら解決料は弾むよ。さっき言ったとおり百万を支払おう」

　寝猫の顔が輝いた。

「友だちと言わず、パシリでもなんでもしますから！」

　一也と紗綾華が仰け反り。

「猫先輩が」

「猫お姉様が」

　そして綺き麗れいにユニゾンした。

「「卑ひ屈くつだっっ!?」」

「パシリじゃダメだよ、寝猫さん。それでは僕の学友たちと変わらない。あなたたちには友だちになってほしいんだ。僕に至らないところがあったら、それを厳しく指摘してくれるような、ね」

　寝猫は表情を引き締め、ですか、と頷いた。

「じゃあ友だち関係の先取りということで、一つだけ帥さんに忠告しておきたいことがあります」

「そう、それ。それを待っていたんだ」

　帥は嬉しそうな顔で、なんだろう？　と訊いた。

「あたしと紗綾華を恋人みたいに言うのは止やめろ」

　紗綾華が小さな悲鳴を上げた。

「そんなっ」

「そんな！　じゃない！」

　憤然とした顔で紗綾華を睨みながら寝猫は言葉を継いだ。

「あたし、紗綾華と友だちになるのはまぁ認めたけども」

「嬉しいっっ」

　身を乗り出した紗綾華が寝猫の右手を両手で握った。

「猫お姉様が認めてくれました、弥茂祢！」

「ようございました、お嬢様。精神的な結びつきができてしまえば、肉体的な結びつきまであと一歩でございます」

　紗綾華の両手を振り解いて立ち上がると、寝猫は、びしり！　と弥茂祢を指さした。

「肉体的とか言うな！」

「お肉体的？」

「おを付けて丁寧に言えって言ってるんじゃないよ！　っていうか、なんだよ、お肉体的って！　あたしがデブみたいな響きじゃん！」

「ですが、所長はお胸の辺りにたいそうご立派な脂肪の塊を装備していらっしゃるではございませんか」

　寝猫は少し顔を赤らめ、胸を隠すように両腕を持ち上げ、体の前面で交差させた。

「べつに装備してるわけじゃないよ！」

　弥茂祢は涼しい顔で、

「羨ましいでございます」

　と言った。

「大きなお世話だ！」

　ぜぇはぁと荒い息を吐はいて、寝猫は弥茂祢を睨みつける。

「失礼いたしました」

　丁寧に頭を下げる弥茂祢だが、全然まったく悪びれていないのは明らかだった。

（ったく、このＳメイドは）

　先ほどから睨んでばかりだと嘆きつつ、しかし、睨むのは止やめられない寝猫である。

（あたし、目つきが悪くなってないかな）

　と、そんなことまで心配になる。

　なんとか表情を和らげ、目つきを戻し、腰を下ろしてから、寝猫は帥に言った。

「だから帥さんも、人を煽るようなことを言うのは止やめてもらいたいんだけど」

「あまりにも皆が楽しそうだったので、ちょっとその輪に加わりたくて、冗談というか、冷やかしを言ってみた」

　真面目くさった顔で帥はそんな言い訳をする。

「気に障ったのなら謝ろう」

　帥は額がテーブルにつきそうなくらい大きく頭を下げた。

「申し訳ない」

「あ、いや、まぁわかってくれればいいんだけども」

「そうだ。お詫わびの印しるしにお風呂に入ろう」

「あ？　はい？」

「夕食まではまだ少し時間がある。それまでみんなでお風呂に入って親しん睦ぼくを深めるというのはどうだろうと思ったんだ」

　紗綾華が帥に向かって、ぐっと親指を立ててみせた。

（ナイス。帥さん、ナイス！）

「いやいや？　まったく意味がわからないんですけど!?」

　と寝猫がツッコむと、今度は帥が、え？　と首を傾げた。

「女友だちというのは、一緒にお風呂に入ってキャッキャウフフと背中を流しっこするものじゃないのかい？」

「全然ないよ」

　ジト目になった寝猫はそう応えたのだが。

「そしてお風呂から出たらパジャマに着替え、一緒にベッドに入って恋バナに花を咲かせたりするものだと聞いたのだが」

「どこ情報だよ、それ！」

　いきなり紗綾華が、すっくと立ち上がった。

「帥さんの言うとおりです。それが正しい女友だちの有り様だわ」

　即座に弥茂祢の援護射撃が飛んできた。

「まったく以て櫟井様の仰るとおりでございます。裸になって互いの背中を流してこそ本当の友だちになれるというものでございますとも。お胸の洗いっこまですれば親友にもなれると思うでございます、櫟井様」

「そうか。なるほど。では、僕はみんなの背中と胸を誠心誠意で洗わせてもらおうじゃないか」

「要らないからっ！」

　寝猫が悲鳴のような声を上げると、帥が悲しそうな顔を向けてきた。

「寝猫さんは僕と友だちになってくれるのではなかったのだろうか」

「あ、いや、それは認めたけども、それとこれとは話が……」

「僕が憧れる女友だちの関係性を体現してみたいんだ。協力してはくれないだろうか」

「うぅぅぅ……」

　呻しん吟ぎんする寝猫を見て、帥は友だちともお風呂とも無関係な話題を持ち出してきた。

「もちろん、今回の案件の解決料が百万円ということを僕はくどくどと繰り返すつもりなどない」

（繰り返してる！）

（むしろ押しつけてるわ！）

　一也と紗綾華は内心でツッコんだ。

「わかりました」

「そして猫先輩が」

「まさか猫お姉様が」

　驚きよう愕がくに顔を歪めて仰け反った二人の声が綺麗にユニゾンした。

「「転んだっ!?」」

「よし。そうと決まればお風呂の用意だ、鬼百合」

「はい、お嬢様。すでにお湯は沸いておりますので、すぐにご用意できると思います。少しお待ちください」

　そう言って鬼百合はそそくさと食堂から出ていった。
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「女子の友だち同士でお風呂か。憧れていたなぁ」

　帥が遠い目で宙を見上げている。その様を見たら、寝猫もそれ以上の抵抗はできなくなった。

「入るだけだからね？　それ以上のことはご遠慮申し上げるからね？」

　と、いちおう釘を刺しておく。

「今日のところはそれで我慢しておくよ」

「今日の？　ところは？」

　寝猫は愕がく然ぜんとした顔になる。

（紗綾華だけでも手に余るっていうのに、別の新たな脅きよう威いがあたしの目の前に……いや大丈夫。帥さんにつき合うのはここに滞在しているあいだだけ。事件を解決して東京に戻れば脅威は去っていくんだから。どうせ彼女はこの館を出られないんだから）

　寝猫はそう自分に言い聞かせる。

（今だけなら、まぁ、お風呂につき合うのもいいか）

　寝猫のそんな見通しはかなり甘いと言わざるを得ないのだが、その可能性にまで思い至る余裕は彼女にはなかった。

「大丈夫よ、帥さん」

「何がだい、紗綾華さん？」

「わたしと帥さんがキャッキャウフフしながら体を洗いっこすれば、きっと猫お姉様も混ざりたくなります」

「ならないよ！」

「おお、そうか。では思いきり見せつけてやればいいのだな？」

「ええ、そうです」

「あんなところや」

「こんなところを」

「洗ったり」

「洗われたり」

「そうすれば」

「猫お姉様も洗われたくなります」

「だから！　ならないってば！」

　立ち上がった紗綾華と帥は互いに歩み寄り、手に手を取って飛び跳ねた。

「楽しみだな」

「もう。もうもうもう。誰でもいいから、こいつらをどうにかしてくれ」

　寝猫はがっくりと肩を落とし、力なく右手で額を押さえた。

　そうこうしているうちに鬼百合が戻ってきて、お風呂の用意ができたことを告げた。

「よし、行こうか」

　と帥が右の拳を握りしめ。

「行きましょう、帥さん」

　紗綾華は両の拳を握りしめた。

　すると立ち上がった弥茂祢が訊いてきた。

「わたくしはどうすればよいでございますか、お嬢様？」

「弥茂祢も一緒でいいかしら、帥さん？」

「もちろんだとも。そんな綺麗なお姉さんが一緒だなんて、じつに嬉しいじゃないか」

　弥茂祢は帥に向かって丁寧に頭を下げた。

「ありがとうございます。夜見坂所長に比べたらささやかな胸でございますが、何とぞよろしくお願いいたすのでございます」

「比べるな！」

　とツッコんでおいてから、寝猫はジト目になって弥茂祢の胸部に視線を注いだ。

「っていうか、べつにささやかじゃないだろ」

「今のは控えめで謙けん虚きよなわたくしの謙けん遜そんでございます」

「あ、そう」

「お嬢様が関東平野だとすれば、わたくし、そうでございますね、富士山くらいはあるでございましょうか」

「人の胸を平野とか言うな！」

　紗綾華が柳りゆう眉びを逆立ててツッコんだ。

「自分の胸を富士山に喩たとえるとか、どんだけ自信満々なの」

　と寝猫が呆れた顔になる。

「そして夜見坂所長のお胸はチョモランマでございましょうか」

「え？　い、いや、さすがにそれは言い過ぎだろ。あたし、そこまで巨乳じゃないよ」

「さようでございましたか？」

「白々しい」

　キツい目で寝猫が弥茂祢を睨みつけるその横で、宙を見上げた帥が感動に身を震わせていた。

「そうか。富士山にチョモランマか。これは楽しみだ」

　それから彼女は視線を鬼百合に転じた。

「鬼百合」

「はい、お嬢様」

「おまえも南アルプスくらいはあるだろう？　僕に北きた岳だけを見せてくれ」

　ちなみに北岳は、その名の地味さに似合わず標高三千百九十三メートルあって、日本では富士山に次ぐ第二位の標高を誇っている高こう峰ほうである。

「承知いたしました」

（駄目だ。こいつら、徹底的に徹てつ頭とう徹てつ尾び、駄目駄目だ。どうしてあたしの周りにはこんな変な奴らばかり集まってくるんだ!?）

　類は友を呼ぶ。

　そんな諺ことわざがちらっと脳裏を掠めたが、寝猫は無理やり消去した。

「あのう」

　それまで一人蚊か帳やの外に置かれていた一也が、遠慮がちに声を上げた。

「うん？　どうかしたか、愛市君？」

「いえ、あの、皆さんがお風呂に入っているあいだ、僕はどうしたら？」

「そうか。君も一緒に入りたかったか」

　帥がそう言うと、とたんに紗綾華が嫌悪感丸出しの顔になった。

「このすけべ好色魔神糞くそ虫むし屑くず男お先輩は」

　一也は帥に向かって、眼前でひらひらと手を振った。

「いええええ、そんなことはまったく微塵もこれっぽっちも言っていませんけど!?」

「だがしかし。当館にゲスト用のお風呂は一箇所しかないのだ。残念ながら、僕たちがお風呂でキャッキャウフフと体を洗いっこしてるあいだ、君にはここで悶もだえながら待っていてもらうしかない」

　紗綾華だけでなく、寝猫や弥茂祢からも蔑さげすんだ視線が飛んできて、一也はさらに激しく手を振り、首も振った。

「べべべ、べつに悶えませんから。皆さんがお風呂でキャッキャウフフしているところを想像したりしませんから」

「語るに落ちたな、こいつ」

　寝猫がそう言うと、すかさず紗綾華が追い打ちをかけてきた。

「執事さんに頼んで、糞虫先輩がお風呂を覗きに来ないように見張ってもらったほうがいいのではないかしら」

「行かないからねっっ！」

「申し訳ないね、愛市君。お茶とお菓子のお代わりくらい用意させるから、それで我慢してくれ」

「ですから。べつに我慢するとかしないとか、そういうのはないですから」

「市一」

「あ、はい、猫先輩」

「覗きに来たら、マジで死刑だからな？」

「酷いぃぃ」

　一也は顔を歪め、悲鳴を上げ、身を捩った。

「糞虫先輩は死んでくれたほうがいいから、いっそ覗きに来てくれないかしら」

「絶対に行かないから！」

「では、いざ行かん！　手に手を取って！　憧れの女子入浴タイムの始まりだ！」

　などと言って、寝猫、紗綾華、弥茂祢、鬼百合を引き連れ、意い気き揚よう々ようと食堂から出ていく帥がセーラー服だというのが凄すごく違和感がある。

　皆の後ろ姿を見送りつつ、一也は首を傾げた。

（帥さん、もっとまともな人だと思っていたけど……やっぱり変な人だな。どうしてか、猫先輩の周りには変な人が集まるよね）

　自分が寝猫から、紗綾華や弥茂祢と同じ「変な人」扱いされているとはつゆ知らず、一也はそんなことを思っていた。

（しかし）

　一也は改めて自分の不利さを強く意識する。

（女の子はいいなぁ。羨ましいなぁ。僕も女の子になりたかったなぁ）

　もはや紛まごうことなき変態の言い草だった。

「このままじゃ、紗綾華嬢にだけでなく帥さんにすら後れを取りそうだ。なんとかしなくては」

「どうかなさいましたか？」

「うわぁっ!?」

　いきなり背後で男の声がして、一也は跳び上がった。

　慌てて一也が振り返ると、キッチンに通じるドアが開いて、一人の男が顔を覗かせていた。

「あ……ああ、あなたは料理人の」

「はい、梅屋でございます」

「何かありました？」

「何かあったといいますか、鬼百合からあなた様を見張る……いえ、お相手をするようにと言われまして、こうして顔を出したのですが。何かご用はございませんか？」

（鬼百合さん……酷いな）

　結局、信用されていないのか、と一也は肩を落とす。

「せっかく来ていただいたわけですし、珈琲のお代わりをいただけますか？」

「はい、ただ今」

　梅屋はキッチンへと戻っていった。

（することもないし、ここはおとなしく本でも読んでいるしか）

　一也は小さなため息を吐つくと、足下に置いておいた小ぶりのデイパックから文庫本を取り出して広げるのだった。
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　さて女子風呂である。

　正確には女子風呂ではなく、いま現在、女子が入っている風呂、である。

　そもそもここは個人の居宅であるから、使用人用のごく小さな風呂を除けば、風呂は一箇所にしかなく、もちろん男女の区別があるわけでもない。

　浴室は壁も床も天井も檜ひのき張りで、一人で入るには充分すぎるほどの広さだった。一人で浸つかるには大きすぎる浴よく槽そうも檜製で、浴室はなんともいえない香かぐわしさで満ちている。更衣室も広くて、脱衣籠と、籠を置く棚まで用意されている様は、ちょっとした旅館の大浴場並みである。

「個人のお宅で、どうしてこんなに広い浴室が？」

　と寝猫が訊くと、セーラー服を脱ぐ手を止めることなく帥が答えてきた。

「お爺さまが現役の頃に建てた館ですから、何組ものゲストをお招きする、という前提で造られているのです」

「なるほど」

「これだけ広い浴槽にお湯を溜めるとなるとガス代が馬鹿にならないのですが、幸い、お爺さまはガス代に不自由するようなことはありませんでしたからね」

「ガス代に不自由するような立場なら、そもそもこんな館は建てないでしょうしね」

「建てたばかりの頃は薪まきを燃やして焚いていたようですが」

　などと、寝猫と帥は話をしながら、のろのろと服を脱いでいく。油断すると紗綾華が何か仕掛けてくるかもしれないので、会話中であっても、寝猫はそちらに気を配る必要があった。

　一方の帥は、すでにセーラー服を脱ぎ、下着も外し、裸になっていた。

　全裸になった帥は寝猫のほうへ体を向け、見せつけるように腰に手を当て胸を張っている。裸の体を隠そうという意識など欠片かけらもないようだ。

　通っている武士養成校で剣術部に入っているというだけあって、なかなか鍛えられた肉体をしている。腕も腹部も太ふと腿ももも筋肉質で贅ぜい肉にくなどはどこにも見当たらない。胸部は同年代女子の平均と同じくらいだが、少し控えめな膨らみは引き締まった体によく合っている。股こ間かんの陰いん翳えいは黒々として、こちらは平均的な女子に比して濃密だった。

（あくまでマニッシュというか宝塚というか。これなら女子にも男子にもモテそうだ）

　というのが裸の帥を見た寝猫の印象だ。

「さ、僕は脱いだ。寝猫さんも早く」

「え？　いや、あたしは……」

　はっと寝猫が気づくと、裸になった紗綾華と弥茂祢と鬼百合にいつの間にか囲まれていた。包囲網を敷かれていた。

「な？」

　寝猫はよろめくように籠を置く棚が背中に触れるまで後あと退じさる。そんな寝猫に対して、三人がじりじりと距離を詰めてきた。

　弥茂祢は相変わらず太腿に革帯を巻いたままだが、残りの三人は全裸である。

　鬼百合も帥と同様、引き締まった体をしていたが、胸の膨らみは帥よりだいぶ大きく高かった。

「なんでみんなあたしの周りに集まってるの!?」













「そんなの、猫お姉様の脱衣を鑑賞するために決まっています」

　薄い胸を張った紗綾華がそう応えると、少しも感情の籠もっていない口調で弥茂祢が追つい随ずいした。

「ふっふっふっ、夜見坂所長の脱衣は堪こたえられませんね」

「淡々と言われると、なんか恐いよ」

「感情を込めればよろしいので？」

「そういうことを言ってるんじゃないんだけど？」

　弥茂祢は端正な顔を崩し、口の端を吊り上げ、ぐふぐふと笑った。

「まったく所長の脱衣はそそりやがるぜ。こちとら、もうビンビンだ」

「止やめろ！　そういう下品な言い方は止めろ！　っていうか。女のくせにどこがビンビンなんだ！」

　弥茂祢は、はぁ、とため息を吐ついて首を横に振った。

「感情が込もっていないと文句を仰り、込めたら込めたで、今度は込めすぎだと文句を仰る。所長、少し我が儘がすぎるのではございませんか？」

「ぜんぜん我が儘じゃないよ。ごくふつうの反応だよ！」

　すると、敵の新あら手てが現れた。

「紗綾華や紫乃さんの言うとおり、僕も寝猫さんが脱ぐところを見たくて仕方がない。さぁ早く。早く脱いでくれないかな」

　包囲網に帥までもが加わった。寝猫は腰を引いた体勢で後退ろうとするが、後ろには棚があって、それ以上は下がれなかった。

「いや。だから。そんなふうにガン見されてるともの凄く恥ずかしいんだけど」

「猫お姉様が恥ずかしがるのがいいのです」

「なんでだ、紗綾華!?」

「好きな人が恥ずかしがる姿を見ると興奮するじゃないですか」

「女子中学生の反応としておかしいだろ！」

「そんなことありませんよ？　今どきの女子中学生ならふつうの反応です」

「噓吐つくなっ！」

　と紗綾華に突っ込んだ寝猫は、ふぅ、と大きく息を吐はいた。

「そうか。わかった、紗綾華」

「わかってくださいました？　では、早く！　早く脱衣を！」

「その前に」

　寝猫はつかつかと進み出て紗綾華の前に立つと、涎よだれを垂らさんばかりに自分を見上げている紗綾華の右肩にぽんと左手を載せた。

「あ？　はい？」

　次の瞬間、寝猫の右手が目にも留まらぬ速さで動き。

　右手の親指と人差し指で、ちょん、と軽く紗綾華の両目を突っついた。

「うぎゃ～～っ!?　目が！　目がぁぁぁっっ！」

　両目を押さえて紗綾華がのたうち回っているその隙に、素早く脱衣籠の前まで戻った寝猫は、素早くブラを外し、素早くぱんつを引き下ろした。そのまま素早く下着を脱衣籠に放り込み、素早くタオルを引っ摑むと、浴室のドアに突進した。

「あ、待ってくれ、寝猫さん」

　慌てて帥があとを追い。

　そのあとに鬼百合が続き。

　弥茂祢は静かに片膝を落とすと、両手で顔を押さえて更衣室の床を転がっている紗綾華に手を伸ばして救い起こした。

「大丈夫ですか、お嬢様？」

「ううぅ、猫お姉様、酷い。どうしてわたしだけ……」

「それは、お嬢様がいちばん危ないと思われたのでございましょうね。事実、お嬢様のお顔はかなり危のうございましたよ？」

「失敬ね。危なくなんかないわよ。だいいち……あ！」

　目を擦りながら起き上がった紗綾華は、すでに更衣室から寝猫と帥と鬼百合の姿が消えているのに気づき、慌てて自分も浴室へと向かうのだった。
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　湯気で煙る浴室に紗綾華が足を踏み入れると、寝猫と帥は早くも湯船に浸かっており、鬼百合は浴槽の縁の手前で体にお湯をかけているところだ。

「出遅れた！」

「紗綾華は一生、遅れてなさい」

　湯船に体を沈めたまま寝猫が紗綾華を睨みつける。

「そんな！」

「さて、こうして一緒にお風呂に入ったわけだけど。女子の友だち同士としては、このあとどうすればいいのだろう？」

　そう言って帥が湯船の中から寝猫と紗綾華の顔を交互に見やると、洗い場に仁王立ちになった紗綾華は、得意げな顔で帥に応えた。

「そんなの決まっています。お互いの胸を洗ったり洗われたりするのです。石せつ鹼けんを塗りたくって洗いまくるのです。でもタオルなんかで擦ったらダメです。丁寧に優しく手で揉み洗いしないと」

「なるほど。最近の女子友だちは、なかなか大胆なのだな」

「そんなことして堪たまるか！」

　寝猫はお湯の中から出した右手を、ずびし、と紗綾華に向かって突きつける。

「友だちの所業じゃないだろ、それ。そんなことしたら、紗綾華とは絶交だからね？」

「そんな！」

「そんな、じゃない！」

「わ、わかりました。猫お姉様のお胸を洗うのは諦めます。でも、わたしの胸は洗ってくださいね？」

「洗わないよ！」

「そんな！　酷い！」

「だから。酷いのはいつも紗綾華と弥茂祢だ！」

「どうしてそこでわたくしの名前が出てくるのか、さっぱりわからないでございます」

「わからないならわからせてやろうか!?」

「お嬢様、わたくし所長に犯されてしまいます」

　弥茂祢がわざとらしく腰を屈かがめ、小柄な紗綾華の背後に回った。

「酷い。猫お姉様、犯すなら、まずわたしから！」

「犯すかっ！」

「和わ姦かん!?」

「わけがわかんない！」

　と寝猫が叫ぶと。

「上う手まい！」

　帥が嬉しそうに手を打った。

「ああ、もう。ああ、もう。ああああ、もうもうもう」

　寝猫は思わず立ち上がり、全員の顔を順繰りに睨みつける。

「おとなしく入れ！　それ以上騒ぐと摘つまみ出すよ!?」

「わ、わかりました。もう騒ぎません。ですから、猫お姉様の隣に入らせて」

「寄るな。紗綾華はあたしから半径一メートル以内に近づくんじゃない」

「酷いぃぃぃ」

「お嬢様。所長の代わりにわたくしが揉み洗いして差し上げます。全身、これ隈無く」

「要らない。あなたに揉み洗いされるくらいなら、わたし、洗濯機に入るわ」

「酷い言われようでございますね」

　などと寝猫、紗綾華、弥茂祢がああでもない、こうでもないと言い合っているのを、帥が楽しそうに、嬉しそうに眺めている。

「いいなぁ。女子の友だち同士の会話って、こんなに楽しいものなのか」

（夜見坂探偵事務所に依頼をして正解だったな。鬼百合に相談してよかった。鬼百合が迷っている僕に熱心に勧めてくれたから依頼することを決めたのだし。彼女には感謝しないと）

　そんなことを思う帥であった。
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　賑にぎやかで、いっそ騒がしい入浴タイムが終わると、四人は食堂へ戻り。

　そして風呂場でのひとときと同じように、賑やかで楽しい食事を済ませた。

　食後のお茶を飲み、しばらく雑談をしていた寝猫たちだが、二十時を回ったところで寝猫は雑談を止やめて立ち上がった。

「さて、お腹もこなれたし、少し働きますか」

　そう言って寝猫は大きく伸びをし、柔軟運動をするように体を左右に回した。

　帥のほうを見やった寝猫は、

「館の中と庭を見回ってきます。あと、外を歩いて、ここを見張っている奴がいないかどうかを確かめてきます」

　と言った。

「ここで起きた怪事件が、誰かの手による嫌がらせだとすると、そいつらは今でも館を見張っている可能性がありますからね」

「まだ何かしようと機会を窺っていると？」

　と帥が訊くと、寝猫は小さく頷いた。

「おそらくは」

「しかし、夜なのに遠くから見張れるものですか」

「暗視スコープとか、なんらかの道具を用意していれば可能ですよ」

「なるほど」

「敷地の外の道路を見回る感じで外に出て、途中で闇に紛まぎれて森に入ってみます」

「わかりました。その辺は寝猫さんの判断にお任せします」

「あ、そうだ。見回りにはこいつを」

　と言って、寝猫は一也を指さした。

「連れていきますので」

「それもわかりました」

「猫お姉様がいなくなったのが知られると、この館が襲われたりしません？」

　と紗綾華が訊いた。

「いや、それはないだろうな。帥さんが怪我したりするようなことがあれば、さすがに警察が乗り出してくる。館の周りに警官が配置されてしまったら、嫌がらせもできなくなる。自分たちの行動が制限されるような真ま似ねはしないだろう」

「……ですね」

「万が一のことがあっても、弥茂祢と鬼百合さんがいれば問題はないだろうし。ということで、弥茂祢、あとのことはよろしく」

　弥茂祢は恭しく頭を下げた。

「お任せください、所長」

「じゃ、市一、支度するぞ」

「はい、猫先輩」

　一也が返事をして立ち上がると、横から紗綾華が口を挟んできた。

「言っておきますけど、糞虫先輩」

「な、なに？」

「猫お姉様の足を引っ張るような下へ手たを打ったら殺しますからね？」

「打たないよ。そして君に殺されるような僕じゃないよ！」

「わたしがあなたごときを殺すのに自分の手を汚すとでも？　そんな真似はしません。弥茂祢に殺やらせますのでご安心を」

　一也は、うわ!?　と仰け反った。

「少しも安心できないっ！」

「いやいや、心配せずとも大丈夫だよ、紗綾華、弥茂祢」

　一也が嬉しそうな顔になる。

「猫先輩が優しい！」

「あたしの足を引っ張ったら、その場であたしがぶち殺してくるから」

　一也の顔が歪んだ。

「猫先輩が厳しい！」

「なぁんだ。だったら安心して足を引っ張っていいわ、糞虫先輩。そして猫先輩の手でぶち殺されてきて」

「されて堪るか！」

　いつもの言い合いをする一也と紗綾華を見て、またもや帥が楽しそうに笑っている。そんな帥に向かって寝猫は手を挙げ、挨拶を送る。

「では、ちょっと行ってきます」

「気をつけて、寝猫さん」

「行ってらっしゃい、猫お姉様。お気をつけて。糞虫先輩は安心して死んできて」

「死なないよっ！」

　と紗綾華に向かってツッコんでから、一也は寝猫のあとを追いかけ、急いで食堂から出ていった。
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　ざっと敷地内の庭を歩いた寝ね猫ねこと一いち也やは、敷地外に出るため、鬼おに百ゆ合りに門もん扉ぴを開けてもらった。

　紗さ綾や華かと弥み茂も祢ねも門扉の前まで見送りに来ている。

　寝猫は道着に袴はかま姿で、一方、一也は高校の制服を着て小さめのデイパックを背負っていた。体の前面でホールドできるタイプだから、背負ったまま飛んだり跳ねたり走ったりすることができる。

　武ぶ士し免めん状じよう停止中の寝猫は真剣を持てないから腰に差しているのは模も擬ぎ刀とうだが、たとえ模擬刀であろうと寝猫クラスの達人が持てば、相手を斬れないというだけで、楽に人を殺せるという点においては凶器以外の何ものでもない。例えば、抜いた模擬刀を相手のこめかみに叩たたき込めば、頭ず蓋がい骨こつ陥かん没ぼつ骨こつ折せつと脳の損壊で即死する。

　警護寮において「猫に小こ判ばん」という諺ことわざは、「寝猫には小判ですら凶器になるから持たせるな」という意味で使われる。




「じゃ、行ってくるから」

「気をつけて、猫お姉様」

「お気をつけてくださいまし、所長、愛あい市いち様」

「わかってる」

「糞くそ虫むし先輩は気をつけなくていいから。暗がりで足を滑らせて、転んで頭打って死んでいいから」

　紗綾華の暴言には、もう反論する気にもツッコむ気にもなれない一也である。

　エントランスのところで手を振る帥すいに手を振り返すと、寝猫は一也を引き連れて外に出た。

　そのままぶらぶらと敷地の周ぐるりを巡るフェンスに沿って歩いていく。

　館の明かりが届かなくなると、辺りは漆黒というのが相応ふさわしいほどの闇の世界だった。

「月明かりもないですね」

　と一也が言うと。

「それでいい。むしろ、そのほうがいい」

「猫先輩は平気でしょうけど、僕はこれを点つけさせてもらいますよ」

　そう言って一也は小さな懐中電灯を取り出し、明かりを点け、前方を照らした。なんとも弱々しい明かりだが、一也も寝猫もそれで充分だった。

　二人とも天てん心しん無む明みよう流りゆうの実戦的な修行で、明かりもないまま夜の山野を駆け回っているのだ。そこでは視覚に頼らず、音を聞き、気配を読んで、相手の居場所、動きを察知しなくてはならない。こうして足下さえ照らしておけば歩くのに問題はないし、敵が闇の中に潜んでいたとしても探り当てることができる。

　足を速めた寝猫と一也は、そのまま遠と隠がくし館かんを含む一角を一周して、再び門扉の前まで戻ってきた。

「市いち一いち、消せ」

　寝猫は一也に懐中電灯を消灯させた。

　一也がスイッチを切ると、辺りの闇が濃くなった。とはいえ、館の窓から漏れる明かりが届いているから、真の闇というほどではない。

　寝猫は館を背に立ち、前方に蟠わだかまるねっとりと濃い闇を見つめて言った。

「いたな」

「見つけたんですか？」

「小さな赤い火が点ともった。あれ、たぶん煙草たばこだ」

（さすがだな、猫先輩。僕は気がつかなかった）

　一也は大いに感心した。と同時に、自分の至らなさに歯がみしたくもなった。

「煙草を吸うなんて愚ぐ行こうを犯す以上、プロじゃない。素人しろうとか、せいぜいセミプロだ」

　と寝猫は断じた。

「捕まえて尋きいてみるか。もっとも、そのレベルの実行犯だと、雇こ用よう主ぬしの正体を知ってるかどうか怪しいものだけど」

「どの辺りです？」

「ここから見て斜め右手、緩やかな斜面になっているだろう？　そこの中程だ。館への人の出入りを見張るにはちょうどいい場所だな。暗視スコープくらい持っているだろうから、迂う回かいして上から近づこう」

「わかりました」

「もう目は慣れたか？」

「はい、大丈夫です」

「よし、行こう」

　寝猫はもう一度、フェンス沿いに道を歩き出した。
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　少し歩いたところで、寝猫は道路を挟んだ反対側の、今は使われていない別荘の敷地に潜り込んだ。

「いいんですか？　住居不法侵入ですよ。もし警察に知られたら警護寮に迷惑がかかるのでは？」

　と背後で囁ささやく一也に、寝猫はにべもなく応える。

「あたし、いま護衛剣士じゃないし。仮に万一、警察と揉もめても、課長なら『夜よ見み坂さかが個人で勝手にやったことで警護寮とは関係がない』って言って突っぱねてくれるだろ」

（それはそれで、猫先輩が警護寮に復帰したとき大変なんじゃないかと。というより、そもそも復帰できるのかどうか）

　と寝猫の将来を危あやぶむ一也であるが、

（猫先輩がいいと言うなら、僕がどうこう言うものではないかもしれないけど）

　と考え直し、寝猫のあとをついていく。

　寝猫と一也は敷地を突っ切って、背後にある丘の斜面に取りついた。

　足下も不確かな闇の中、軽快な足取りで斜面を登り、途中で右に進路を変え、寝猫は生えている木々のあいだを身軽に歩いていく。その後ろから、少し慎しん重ちような足取りで一也が続いていった。




　しばらく二人は無言で歩いていたが。

　やがて唐突に寝猫の足が止まり。

　それを察した一也も急停止する。

　片かた膝ひざを落として前方の様子を探っている寝猫の肩越しに先のほうを覗のぞき込みながら、一也は、

「どうかしましたか」

　と寝猫の耳みみ許もとで囁いた。

「この先にいる。人数は五、六人かな。どいつも大した腕じゃないのは想定どおり」

「……みたいですね。でも」

　一也の声が緊張を孕はらむ。

　寝猫同様、前方の気配を探った一也は、彼女が言った「五、六人」のほかに一つだけ、とびっきりの腕を持つ存在がいるのに気づいたのだ。

「ああ」

　寝猫は静かに立ち上がった。

　一也が気づくのだ、当然、寝猫だって気づいている。

「予定変更だ。あたしはそちらに行く。あいつらはおまえに任せたぞ、市一」

「わかりました」

　と応えて一也は前に出た。

「問題ありません」

「気をつけろよ」

「あの程度なら問題ありませんってば」

「そうじゃなくて。全員を斬り殺さないように気をつけろって意味。皆殺しにしちゃったら尋問できないだろ」

（猫先輩がそれを言いますかっ!?）

　というツッコミが口から出かかったが、一也はかろうじて呑のみ込んだ。

「このできる気配の人物が、連中の指揮官……なんですかね？」

「いや、違うだろ」

「はい？　違うんですか？」

「たぶんな。まぁ、行けばわかる」

　なんだか寝猫には凄すご腕うでの正体が推測できているようで、そこが一也には疑問だったが、今ここで考えることではないと意識を切り替える。

「猫先輩、僕の刀、持っていきます？」

「おまえはどうするんだよ」

「模擬刀でなんとか」

「いいよ、いいよ。可か愛わいい弟おとうと弟で子しを危険な目には遭わせられないだろ」

「可愛いって、そんなこと言われたの初めてですね」

　と応える声こわ音ねに少し喜色が滲にじんでいる。

「阿あ呆ほか。褒めてるんじゃないぞ。おまえが可愛くなければ、あたしはもっとおまえを頼れるんだからな。可愛いってのは頼りないのと同義だ」

　と言われ、一也はがっくりと肩を落とす。

「悔しかったら、憎たらしいくらいに強くなれ。そしてあたしに頼らせてみろ」

　と言われ、一也は奮ふるい立った。

「はい。頑張ります」

「頑張るだけなら愚ぐ図ずや鈍のろ間まにもできる。結果を出してこそ頑張りに意味がある」

　と言われ、一也は打ちのめされる。

「が……頑張りが実を結ぶように頑張りま……す」

「まぁなんだ。あたしとの約束を守れるように頑張って強くなれってことだ」

（猫先輩！）

　ぽん、と一也の肩を叩いて、寝猫は静かに離れていった。

　彼女の後ろ姿はすぐに闇に溶とけて消えた。

（よし、やろう。死ぬ気でやろう。猫先輩みたく高校在学中に武士免状を取得するのは無理でも、大学に入ったら免状を取れるくらいにはならなくちゃ。そのためには学業も剣術も死ぬ気で頑張ろう）

　改めて自分を奮い立たせると、一也は一歩を踏み出した。
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　少し斜面を登っていったところに、その人物は待ち構えていた。

「やっぱりあんたか、鬼百合さん」

「そう仰おつしやる以上、わたくしのことは予想されていたわけでありますね？」

「……まぁ、ある程度はね。外で見張っている連中がいるかもしれないと指し摘てきしたのは、夜、あたしを外に誘い出すのが目的だったんでしょ？」

「そのとおりです。さすがに慧けい眼がんでありますね」

　寝猫は小さくため息を吐つく。

「やっぱりか」

　鬼百合は丁寧に頭を下げた。

「お待ち申しておりました、夜見坂様」

　闇の中に静かに佇たたずむ鬼百合の右手には長なが物ものが握られている。

（槍やりか薙なぎ刀なたか……少し厄介だな）

　と寝猫が思うのも当然で、真剣での斬り合いともなると、リーチの長い得物のほうが有利だからだ。技量が接近すればするほど、リーチの長さが決定的なアドバンテージになり得る。

　もっとも天心無明流は実戦剣術だ、刀同士の修行しかしない他の流派とは違う。槍や薙刀はもちろん、銃じゆう器きを相手にした闘いさえ訓練しているから、相手が槍や薙刀を持っていても寝猫が怯ひるむはずはないのだが。

（あたしが模擬刀ってのがな）

　そう、寝猫が持っているのは真剣ではなかった。長さのハンデに加えて、そのハンデもある。

（なかなか厄介な闘いになりそうだ。それはそれで久しぶりに楽しめそうだけど）

　闇の中、寝猫は凄せい絶ぜつな笑みを浮かべた。

「敷地内での嫌がらせ、あんたが手引きしていたんだね？」

「それもご承知でしたか。警護寮の護衛剣士殿は切れ者でありますね」

「見かけよりも、とか言わないんだ？」

「夜見坂様が剣けん呑のんな存在であることは、初めてお目にかかったときから感じておりましたとも」

「あ、そう」

　寝猫は一歩、二歩と進み出て、足を止めた。

「で。帥さんの信頼厚いあなたが、どうしてそんな真ま似ねをしたのか、教えてもらえたりする？」

　鬼百合も、一歩、二歩と進み出て止まった。

「さようですね。一言で申せば、もう飽きたということでしょうか」

　寝猫が怪け訝げんそうな顔になる。

「帥さんに仕えるのが？」

「そうではありません。帥様は素敵なご主人様です。今でも敬愛しております」

「なら、飽きたってのは？　何に対してあなたは飽きたの」

「ここでの暮らしに、でありますね」

「はい？」

　意外な鬼百合の答えに、寝猫は目をぱちくりとさせた。

「え？　ここの……暮らし？」

「辺へん鄙ぴな田舎いなか暮らしにはもう耐えられそうにないというのが正直なところです」

「あ……はぁ」

「わたくし、こう見えても、まだ二十一歳なのです」

「はぁ」

「都会で遊びたいし、もっとお洒落しやれもしたいし、彼氏なんかも作ってキャッキャウフフもしたいのです」

「はぁ」

　もはや、はぁとしか言えない寝猫である。

「わたくし、三年前から帥様にお仕えして参りました。この辺鄙な場所に建つお館で。そして帥様が成人になるまで、あと一年半以上かかります。となりますと、わたくしは人生で最も楽しむべき貴重な時期の五年間を、この片田舎で浪ろう費ひしてしまうことになります。女として最も輝ける大切な時期をこんな片田舎に縛りつけられるなどというのはある種の拷ごう問もんだと、そうは思いませんか、夜見坂様」

「いや、あたしにはよくわからない。わからないけど、あなたが帥さんの信頼を裏切ったことだけは確かだ。ここから出ていきたいのなら、きちんと理由を話して暇をもらうことだってできただろうに、あなたはそれをしなかった」

「それを言われると、ぐうの音ねも出ないのでありますが。ちょきの音くらい言わせていただくと、お金をたくさん使いたいと仰る帥様がお支払いくださるお給金が、とびきりだったのです。お金のない独り身の若い女がどれほど苦労するものか、夜見坂様におわかりになるでしょうか」

　寝猫は凄すごい勢いで首を縦に振った。

「それはわかる。もの凄くよくわかる。あたしも、いつもお金に不自由していたから、お金のない苦労はわかるんだ」

「おわかりですか。では、わたくしの苦労もわかっていただけますか？」

「それはよくわかんないな」

　と寝猫は冷たく言い放つ。

「そうですか。夜見坂様にわかっていただけないのは残念ですが。ともあれ、わたくし、こんな辺鄙な場所を出て自由気ままに女一人で暮らしていけるだけのお金をいただけることになりましたので」

「なるほど。金に転んだわけか」

　と言う寝猫の声音からは一切の熱が抜け落ちていた。

「そうですね、有あり体ていに言ってしまえば、そういうことになります。わたくし、ナウなギャルに変身して、原はら宿じゆくやギロッポン辺りで遊びまくるつもりなのです」

「ギロッポンとか言っている段階でナウなギャルにはほど遠い気がするけど……それはさておき」

　少し呆あきれた顔になった寝猫だが、すぐに真顔に戻って鬼百合を睨ねめつけた。

「あれもこれもというのは虫がよすぎるんだよ。お金が大事なら帥さんのところで働くべきだし、自由のほうが大事なら、少しくらい貧乏しても、帥さんのところを出ていくべきだ。それが人の道だろ。あんたは人としての道を踏み外したんだ」

　不意に寝猫の体から闘気が噴き出した。

　寝猫は一歩、二歩、三歩と進んだ。

「あたしは問題児だし、他人に迷惑をかけたことだって何度もある。だけど、人の道を踏み外したことはまだないぞ」

　鬼百合も寝猫に応えるように闘気を発散させ、静かに歩み寄っていく。

「これ以上のお話は無む駄だのようでありますね」

「だな」

「夜見坂様はわたくしに勝ったら、わたくしをなんとなさいますか？　警察に突き出しますか？」

「それはないな」

「え？」

　鬼百合の足が止まった。

「突き出さないのですか？」

「あたし警官じゃないし。今は護衛剣士ですらないし。ただの私立探偵なんで、あまり警察とは関わりたくない」

　鬼百合は何かを考え込んでいる。

「夜見坂様のお腰の刀は真剣でありますか？」

「いや。模擬刀だよ」

「では、わたくしを斬り殺すおつもりではないと？」

「警察に突き出すつもりがないのに、斬り殺すはずないでしょ」

「ですが、夜見坂様は、斬りかかってくる相手は百人中百三人まで斬り殺す……というお噂うわさでありましたが？」

「そんなのデマだ！　あたしを血に飢えた辻つじ斬ぎりか何かのように言うのは止やめろ！」

「さようでしたか。では」

　顔を上げた鬼百合は、闇を見透かすような鋭い視線を寝猫に注いだ。

「負けたほうが勝ったほうの言うことを一つ聞く、というのは如何いかがでありますか？」

「……いいけど、勝ったら、あなたはあたしに何を命じるのかな？」

「そんなことは決まっているではありませんか。わたくしのことは見逃して、このままお帰りくださいと命じさせていただきます」

「そうか。なるほど」

「わたくしが負けた場合は、どんな命令にも従いますよ？　全ぜん裸らで四つん這いになり、三遍べん回ってワンと鳴けと言われれば、鳴きます」

「言わないよ！」

「全裸になって夜見坂様の足の裏を舐なめろと言われれば、舐めます」

「言わないよ！」

「全裸になって夜見坂様の性奴ど隷れいとして奉仕しろと言われれば、大喜びでご奉仕いたします」

「言わないよ！　っていうか、喜ぶな！　そもそも、どうしてどれもこれも全裸が第一条件なんだよっ！　あたしは変態かっ！」

　ぜぇはぁと荒い息を吐はきながら寝猫は盛大にツッコんだ。

「ですが……夜見坂様は女子中学生の彼女とそのメイド嬢を二人まとめて、夜な夜な弄もてあそんでいるのではありませんか？」

「ありませんよっっ！　どこ情報だ、それっっ!?」

「いえ、単なる噂でありますが、実際にお三方のご様子を見たら、事実だったのかなぁと思った次第です。そうですか、違ったのですか」

　寝猫は右手で額ひたいを押さえ、低く呻うめいた。

「頭痛してきた。っていうか、なんか弥茂祢さんと話してるみたいな気分になってきた。メイドって人種は、どいつもこいつも……」

　しばらく額を押さえて俯うつむいていた寝猫だが、やがて顔を上げ、キッと鬼百合を睨にらんだ。

「あなたに命じる内容は決めたよ。でもエロ方面じゃないからな？」

「さようですか。夜見坂様は、わたくしにどのようなことを命じられるのでしょう」

「それは勝負が終わったあとだ」

　寝猫は左腰に差した模擬刀の柄つかに、静かに右手を載せた。

「承知いたしました」

　鬼百合も右手に持った長物を両手持ちに変えた。

　そのとき。

　空を覆っていた雲が切れ、雲間から一筋の月光が差し込んだ。構えた二人の姿が銀色の淡い月明かりに照らし出される。

（槍か。さて、どう闘うかな）

　寝猫は相手の得物を見ながら思案する。

（ふつうの奴は槍を振り回せないように木々が密生した場所で闘おうと考えるかもしれないけど、それはあまり意味がないな。鬼百合さんくらいになれば、木が密生していても突くことはできる。むしろ木の幹に体を隠し気味に槍を突かれたら、こちらが間合いを詰められない。なら、開けた場所で闘ったほうがマシだ）

　寝猫は体の向きを変え、右手を柄から放した。

「下にある別荘の庭で闘やろうか」

「はて？　この場で斬り結んだほうが夜見坂様にとって有利なのでは？　そのくらいは模擬刀のハンデとして差し上げるつもりでしたが」

「せっかくあなたと闘るんだ。思いきり闘り合ったほうが楽しいでしょ」

「余裕ですね。あるいは自信なのでしょうか。過か信しんでないことを願いますが」

「それはあなた自身が確かめればいいさ」

　寝猫は鬼百合を手招くと、すたすたと斜面を降り始めた。

　斜面の向こうでは闘気がぶつかり合っているのがわかった。一也と見張っていた実行犯たちとが戦闘を始めたようだ。

「愛市様を放っておいてよろしいのですか？」

　と鬼百合が声をかけてきたが、寝猫は足を止めることなく応えた。

「腐っても天心無明流の門弟だ。あの程度の連中に後れは取らないよ」

「でありますか」

　鬼百合も寝猫のあとを追って斜面を降りてきた。
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　使われなくなってからかなり経たつと思われる別荘の荒すさんだ庭に立った寝猫と鬼百合は、十メートルほどの距離を置いて向き合った。

「では、参ります、夜見坂様」

「いつでも」

　寝猫は右足を少しだけ前に出し、半身に構え、左手で鞘さやを握り、右手を刀の柄つかに軽く載せた。

　一方、鬼百合は右の体たい側そくに通した槍を右手と左手で支え、穂先を寝猫に向け、水平に構えた。

　寝猫はいつでも抜ばつ刀とうが利く体勢でじりじりと前に出るが、決して足裏を地面から離さない。地面から離さず、擦するように滑るように移動するのが剣術の足運びの基本である。もちろん上体を傾かしがせることもしない。

　体を斜め前に倒して跳ぶように突進というのは、西洋の剣術や格闘技ならともかく、古来からある日本の剣術では使われない技術である。

　じりじりと双方が前に出て。

　互いの距離が少しずつ縮まっていく。

　十メートルの距離が、今や半分ほどになっていた。

　鬼百合の槍の柄えの長さは一いつ間けん半（約二百七十センチ）ほど。穂先までの全長はおよそ三メートルだから、あと少しで槍の間合いに入る。一歩踏み込んで槍を突けば、穂先は寝猫の体に届くだろうというギリギリの距離。

　だが、寝猫は前進を止めなかった。

（どういうつもりです、夜見坂様？　こちらの間合いを計り損ねて……いるはずがありませんね。ならば、必ず槍を躱かわせるという自信がおありなのですか。舐められたものですね。いかに天心無明流といえど、わたくし必殺の突きを躱せるはずがないのです）

　という内心の言葉は、それは寝猫への反発というより、自分自身を勇気づけるためのものだったろう。

　鬼百合は迫り来る寝猫から、いい知れない圧力を感じていた。

（恐るべきは天心無明流。恐るべきは夜見坂寝猫様。それでこそわたくしの相手として相応しい。これほどの腕の方と闘やり合ってみたい、真剣勝負をしてみたいと、つねづね思っていたのです。お嬢様に対して強く推おしたかいがありました。夜見坂様に依頼してくださったこと、感謝しておりますよ、お嬢様）

　鬼百合は脳裏に浮かんだ帥の笑顔を振り払い、全神経を寝猫の動きに集中させる。

　寝猫はゆっくり、しかし確実に距離を詰めてくる。

　すでに四メートル。

　そして、三メートル半。

　一歩を踏み出せば、それだけで槍の穂先が届く距離。

　寝猫は確実に鬼百合の間合いに入ろうとしている。

　一方の鬼百合は、まだ寝猫の刀の間合いには遠い場所にいる。

　明らかに自分が有利なはずなのに、鬼百合は追い詰められたような気になっていた。

（落ち着け。落ち着くのです、鬼百合。相手の圧力に負けてはなりません。相手はこちらの穂先が届かないギリギリのところで止まる。先に動いて突きを外されたら、一気に間合いを詰められます）

　鬼百合は寝猫が止まるだろうと思っていた。突いた自分の槍がギリギリ届かないところで止まり、槍を引き戻す隙に間合いを詰めてくるのだろうと予想した。

（構えたところに突っ込んでくるなら確実に貫けます。ですから、こちらから先に突かないのが肝かん要ようです）

　そう自分に言い聞かせる。

（夜見坂様の美しくも立派な乳房を貫くのは気が引けますから、胸の中程辺りを貫くといたしましょう。それなら肺が傷ついても死ぬことはないでしょう）

　ところが。

　寝猫は足を止めなかった。

　三メートル半を切り。

　今や三メートル。

　突けば、穂先は確実に寝猫の体を貫ける距離だ。

　寝猫が止まる気配を見せないことに、鬼百合はかっと頭に血が上った。

（わたくしを舐めているのですか!?　いえ、それより。これ以上、距離を詰められては不ま味ずいです）

　寝猫の刀は模擬刀だから槍の柄えを切られることはないだろうが、まごまごしていると刀が届く間合いに入ってしまう。

（ならば！）

「きぇえぇっ！」

　気合い一いつ閃せん、鬼百合は必殺の突きを繰り出した。どう考えても躱せるはずのない間合いからの躱せるはずのない鋭い一撃だった。

　しかし。

　寝猫は鬼百合の腕に力が入る寸前に、彼女の腕の、指の、足の、顔の筋肉の動きから、彼女が突いてくる瞬間を察知した。

　では、その瞬間を狙って寝猫は突進したのかというと、そうではなかった。

　突進すれば、突いた槍を躱したとしても横に払われる。刀の間合いに入る前に寝猫は体たい側そくに槍の柄えの直撃を受けるだろう。柄えで殴られたくらいでは致ち命めい傷しようにはならないが、体勢は大きく崩れる。その隙に槍を引かれ、改めて突き出されれば、今度は躱しようがない。寝猫の体は確実に槍に貫かれる。だから寝猫は無謀な突進など端はなから考えていなかった。

　突かれる寸前に寝猫は刀の柄つかから右手を離し、左脇を開け、僅かに体を右にずらした。

　その直後、槍の穂先が寝猫が開けた左脇の空間を通過していった。

　穂先が通り過ぎた刹せつ那な、寝猫は左脇を思いきり締め、左手と右手で槍の柄えを摑つかむ。

　どれほど鋭い突きであっても、突きの限界で槍は止まる。止まる寸前であれば、柄えを摑むのも容易たやすい。そして抜刀術の使い手である寝猫の握あく力りよくは並外れて強い。

　槍は寝猫にがっちりと摑まれ、鬼百合は引くことができなかった。

　鬼百合は驚きよう愕がくに目を見開く。

（なんと！　そのような方法でわたくしの槍を無効化するとは！）

　天心無明流恐るべし。

　鬼百合はその思いを新たにした。

　だが、感心してばかりもいられない。

　驚いている場合でもない。

　鬼百合は、己の想定を超えたこの事態にどう対処するべきかを考える。

（槍を手放して小こ太だ刀ちで勝負を？　いえ、それでは夜見坂様に敵かなわない。では、なんとか振り解ほどく？　両手で槍を握っている以上、夜見坂様も刀を使えない。なら、このまま力比べに持ち込めば、わたくしのほうが有利。左右どちらかに振って夜見坂様の体勢を崩せば……）

　鬼百合がそう思った瞬間。

　自分の体が浮き上がりそうになるのを感じた。

　見ると、寝猫は両足を踏ん張り、摑んだ槍の柄えを持ち上げようとしているではないか。その証拠に槍の柄えが撓しなっている。

（馬鹿な。いくらなんでも、わたしの体が持ち上がるはずがない。そんなことはわたしにも無理だ）

　と思っても、上向きの力が働いているのを感じた鬼百合は、思わず両膝を曲げ、腰を落として踏ん張ろうとした。

　鬼百合の対応を見透かしたように寝猫は力を抜いた。抜いて、槍の柄えを押し下げた。槍を持ち上げようとする寝猫に対抗すべく鬼百合は下向きの力を加えていたから、槍はあっさりと下がった。下がって、そのまま地に押しつけられた。

「？？？」

　寝猫の狙いがわからず、瞬時、鬼百合は混乱した。

　寝猫はすかさず地に着いた槍を右足で踏みつける。

　そして走った。

　槍の上を。

（まさか、最初からこれが狙いっ!?）

　鬼百合は慌あわてて槍を持ち上げようとしたが、寝猫の全体重が載っているから簡単には持ち上がらない。

　寝猫は細くて丸い槍の柄えから足を踏み外すことなく、一直線に間合いを詰めてきた。

（なんというバランス感覚！）

　鬼百合は驚き、そして呆れる。

　が、やはり驚いている場合ではない。

　寝猫はすぐそこまで迫っている。

　上体を真っ直ぐに伸ばし、右手を刀の柄つかにかけた体勢で。

（このまま抜刀されれば、わたくしの頭蓋が砕けてしまう！）

　堪たまらず鬼百合は槍を手放し後方へ跳んだ。

　自分の得物を手放すなど屈くつ辱じよく以外の何ものでもないが、鬼百合にはそうするしか手段が残されていなかった。

　だが、後方へ跳ぶのと真っ直ぐに走り寄るのとでは勢いが違う。槍の上を走っているのだとしても、走り寄る寝猫のほうが圧倒的に速かった。着地した鬼百合が、もう一度、後ろへ跳ぼうとしたときには、すでに寝猫の間合いに捉えられていた。

　寝猫の左手が鞘を引き。

　僅かに動いた右手の手首が返り。

　ひゅんっっ。

　鞘から抜け出した模擬刀が空気を切り裂く音がした。

　そのまま刀が走れば、鬼百合の頭蓋は確実に粉砕される。

　真剣だったら、綺麗な切断面を残して額から上が消し飛んでいたのは間違いない。

　鬼百合は頭を襲うであろう大きな衝撃を覚悟して、いや、自分の死すら覚悟して強く目を瞑つむった。

　だが。

　こつん。

　鬼百合が感じたのは、模擬刀が軽く自分のこめかみに当たった感触だった。

　鬼百合が目を開けると、すぐそこに寝猫の顔があった。

　踏み込んだ右膝は綺麗な直角を描き。

　後方へ残された左足は美しいまでに真っ直ぐ伸び。

　上半身は垂直に保たれて揺らぎもせず。

　返された右手首はしっかりと刀の柄つかを握り。

　切っ先は鬼百合のこめかみに僅かに触れて止まっていた。

　寝猫の瞳が放つ強い光に鬼百合は圧倒される。

　猫は猫でも猫科の猛もう獣じゆう、虎に前足をかけられた草食動物の気分だ。

　鬼百合はお尻から地面にへたり込んだ。

　全身の筋肉が弛し緩かんし。

　漲みなぎっていた闘気が霧む散さんし。

　少し気を抜けば地面に倒れ込んでしまいそうだった。

（これが天心無明流免許総伝剣士の実力）

　悔しさもあったが、むしろ負けて爽快な気分だったのは鬼百合にも意外だった。

　一つ大きなため息を吐ついた鬼百合は、はっきりとした声で言った。

「負けました。完敗です」

　それを聞いて寝猫はすっと刀を引く。

「自信のある得物を持ちながら、これほど完かん膚ぷなきまで叩きのめされてしまうと、もう笑うしかありませんね」

「そう悲観することもないよ。あなたは強かった。こんな闘やり方は一種の手品みたいなものでさ、種が割れてしまえば二度とは使えない。あたしとしても、あまり使いたくはなかったんだ。でも、そんな闘り方をせざるを得ないほど、あなたは強かった」

「そう言っていただければ、少し慰なぐさめられた気がします」

　ゆるゆると立ち上がった鬼百合は、

「我わが儘ままを言って勝負に立ち会っていただき、ありがとうございました」

　と頭を下げた。

「気にしなくてもいいよ、鬼百合さん。あたしも久しぶりに、ひりつくような緊張感で刀を振れて楽しかった」

（わたくしは命懸けのつもりでしたが、夜見坂様は「楽しかった」のですか。それこそ彼ひ我がの実力差を言い表した言葉ですね）

　鬼百合はもう一度ため息を吐くと、改めて寝猫の顔を正面から見つめた。

「さて、わたくしは何をすればよいのでしょう？　早速にも脱ぎますか？」

　寝猫が目を剝むいた。

「なんでそこへ話が行くの!?　鬼百合さん、もしかして脱ぐのが好きな人!?　いわゆる一つの露出狂!?」

「露出狂などではありません。が。今の気分を一言で言うと、夜見坂様の前でなら脱いでもいいかも、むしろ脱ぎたいかも……」

　鬼百合は恥じらいを含んだ表情でもじもじと体を揺すった。

「そんな気分は今すぐ捨てろ！」

「なんて酷ひどいことを！」

「そういうのは紗綾華だけで間に合ってるんだ」

「この切ない乙女の胸の中うちをわかってはいただけませんか」

「わからない。っていうか、わかりたくないので、この話題は打ち切り」

　憤ふん然ぜんとした表情で自分を睨みつけている寝猫に向かって、鬼百合は了解の意を込めて頷うなずいてみせた。

「では、脱ぐのはまた別の機会に」

「そんな機会はないと思うな」

「さて、では。わたくしを脱がして弄ばないと仰るのでしたら、夜見坂様はわたくしに何をお命じになるのですか？」

「あたしが鬼百合さんに命じるのは」
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　そこで言葉を切った寝猫は、じっと鬼百合の顔を見つめている。

（警察に自首しろということですか。まぁ当然といえば当然の話でありますね。それをわたくしの口から言わせようと？）

　そう思った鬼百合は、

「わたくしに、警察に自首をしろとお命じになるのですね？」

　と確認してみた。

　ところが、寝猫はあっさりと否定する。

「そんなことは言わないよ」

「はい？　違うので……ありますか？」

「さっきも言ったけど、あたし警察官じゃないし、今は護衛剣士ですらない。あなたを官憲に突き出すのはあたしの務つとめじゃない」

「はぁ……では、いったい何をわたくしに？」

　怪訝そうな顔で首を捻ひねる鬼百合に向かって、寝猫はニヤリと笑った。

「鬼百合さん、あなたは今までどおり帥さんに仕えなさい」

「……は？」

「それが勝負に負けたあなたにあたしが命じることだ」

「……え？　ですが……」

「こんな辺鄙な場所から一刻も早く出ていきたいあなたが、あと一年半も帥さんに仕えて遠隠館で働かなきゃいけないとなると、けっこうなペナルティでしょ？」

「……」

「帥さんには、あなたのことは黙っておく。だから今までどおり仕えること。それが、あたしの命令。あなたに拒否権はないよ？」

「……夜見坂様」

「なに？」

「わたくし……」

　鬼百合は両手を胸の前で合わせ、潤んだ瞳でじっと寝猫を見つめた。

「本気で夜見坂様に惚ほれました」

「は、はい？」

「強く。凜り々りしく。美人で。お優しい」

「え……いや、べつにそういうことは……」

　寝猫は顔を赤らめて頭を掻かいた。

「おまけに胸が大きいとくれば」

　嫌そうに顔を歪ゆがめた寝猫は、びしっと鬼百合を指さした。

「来るな！　そこへ来るな！」

　そんな寝猫のツッコミを物ともせず、鬼百合は言葉を継ぐ。

「わたくし、女として夜見坂様に惚れました」

「なんでだよ!?」

「惚ほれ惚ほれです」

「なんだよ、ほれほれって!?」

「惚れた、の最上級であります」

「聞いたことないなっ！」

「命令とか関係なく、今すぐに服を脱ぎ、この身を夜見坂様に捧ささげたい気分です」

　少し怯おびえたような顔で寝猫がじりっと後あと退じさる。

「そ、そんなことしたら絶交だからね!?」

　鬼百合は少し残念そうに、少し哀かなしそうに、首を小さく振った。

「絶交されてしまっては生きる希望が潰ついえてしまいます」

「そんな大げさな」

「いいえ。こんな辺鄙な土地にあと一年半も縛りつけられるこのわたくしを支えてくれるのが、夜見坂様に対するこの熱い想いです」

「だから。どこからそういう台詞せりふが出てくるのかと……」

「承りました」

　自分に対して大きく腰を折り頭を下げる鬼百合を、寝猫はジト目になって見つめた。

「この鬼百合、愛する夜見坂様のご命令に従い、引き続きお嬢様に誠心誠意で仕えさせていただきます」

　曲げた腰を戻し、顔を上げた鬼百合は、窺うかがうような視線を寝猫に向けた。

「で、よろしいでしょうか」

「うん……まぁ」

「それ以外にご命令はありませんか？　ついでです、何かあれば、なんでも言いつけてくださいまし」

「いや、それ以外はべつにないな」

「そんなことを仰らずに。肩を揉めと言われれば揉みます。おみ足を揉めと言われれば揉みます。お胸を揉めと言われれば揉みます。懇切丁寧に、じっくりと、ねっぷりと。ですからなんでもお命じくださいませ」

「最後の！」

　寝猫は、びし、と鬼百合を指さした。

「あなたが得するだけでしょ！」

「そんなことはありません。揉むわたくしもいい気持ちになりますが、揉まれる夜見坂様もいい気持ちになりますから、どちらにとってもお得なことかと」

「得じゃないよ！　あたし、ぜんぜん得じゃないからね！」

　憤然とした顔でそう言うと、寝猫は、びしり、と鬼百合に言葉を叩きつけた。

「とにかく！　その話題はもう終わり。これ以上、そっち方面へ引っ張るなら、本気で絶交だから」

「承知いたしました。もう言いません。わたくしは夜見坂様への熱い想いを胸に秘め、女一人、寂しく生きて参ります」

「ぜんぜん秘めてないし。どうしてあたしの周りには、こんな変な奴らばかり……」

　頭を抱えてしゃがみ込みそうになるのを、寝猫はなんとか我慢した。

「それよりも」

　寝猫は眉まゆを顰ひそめて鬼百合を見やった。

「嫌がらせの実行犯、どこの何者かは教えてもらえるのかな？」

「わたくし、帥様の忠実なメイドにして夜見坂様の忠実な愛あい奴どですから」

「愛奴にした覚えはないな！」

「その程度のこと、いくらでも白状してしまいます」

　はぁ、とため息を吐ついた寝猫は、

「じゃあ、教えて」

　と鬼百合を促した。

「実行部隊は北ほく辰しん組という土建屋でして、巷こう間かん言うところのヤクザでありますね」

「所在地は？」

「長野市内でありますが」

「長野市内か」

（なら、簡単にわかるな）

「ほかにもいるの？」

「いえ。わたくしが知る限り、関わっていたのは北辰組の者だけのはずです」

「じゃあ、黒幕は北辰組と繋つながりがあるんだね？」

　と寝猫に訊きかれ、鬼百合は小さく頷いた。

「事ここに及んで知らん顔をしても仕方がありませんので潔くゲロしてしまいますが。櫟いち井い一族に櫟井昌しよう道どうという方がおられまして、北辰組と繋がりがあるのはその方です。わたくしに今回の話を持ち込んだのも」

「なるほど、櫟井昌道ね。とはいえ、そちらはあたしの守備範囲外だな」

（課長にでも頼むか。あんまりあの女ひとに借りを作りたくはないんだけど）

「餅もちは餅屋に頼むとして、あたしはあたしの守備範囲内でケリをつけるとしよう」

（まさか夜見坂様、北辰組に殴り込みでもなさるおつもり……？）

　と危き惧ぐした鬼百合だが、それならそれでかまわないかと思い直す。

（さすがにお一人では厳しいかもしれませんが、愛市様やミモりんを連れていけば、忽たちまち制圧してしまうでしょう。北辰組を叩いておけば嫌がらせも阻止できますし）

　寝猫は裏手の斜面の上のほうへ顔を向けた。

「じゃあ、あそこで見張ってた奴らも北辰組なんだね？」

「さようです」

「……向こうも終わったみたいだし、市一と合流して館に戻るとしようか」

　と言われて鬼百合も顔を巡らせる。

　闇に阻まれて何も見えないが、たしかに剣けん戟げきの気配は止んでいた。

　寝猫は手にしていた模擬刀を静かに納刀して鬼百合を促す。

「んじゃ、行きますか」

「はい、夜見坂様。夜見坂様の行くところ、どこまでもついて参ります」

「そういうのは要らないからね！」

　と鬼百合に釘を刺してから、寝猫は重い足取りで斜面を登り始めた。
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　現場まで登ると、一也が倒れた男たちを縛り上げているところだった。

「お～、市一、ご苦労様」

「猫先輩もお疲れ様でし……!?」

　寝猫の背後から歩いてくる鬼百合の姿を認めた一也が不思議そうな顔で寝猫に視線を向けると、彼女は意味ありげな視線を返してきた。

「ま、いろいろとあってな、鬼百合さんに、いろいろと手伝ってもらってたんだよ」

「はぁ、そうなんですか」

　寝猫の視線に込められた意を汲くんで、一也は敢あえてそれ以上のことは訊かなかった。

「そいつら、長野市の北辰組ってヤクザなんだってさ」

「あ、そうなんですか」

　倒れている男たちにちらっと視線を走らせた一也だが、すぐに寝猫のほうへと視線を戻した。

「どうするつもりですか、猫先輩？」

「今のところ、どうもしないな」

「はい？　そうなんです？」

「あたしの仕事は帥さんへの嫌がらせを止やめさせることだ。こうして相手の正体が割れた以上、もうちょっかいを出してくることもないだろ。依頼された案件は、これで解決したってことだな」

「そう……ですね」

（猫先輩にしては物わかりがいいな）

　と思わないでもない一也だが、寝猫がそれでいいと言うのなら、彼としては納得するしかない。

「じゃ、こいつらはどうします？」

「もう訊くこともないし、縛り上げたら、蹴ったり殴ったりして痛い目に遭わせてからその辺に適当に転がしておけばいいんじゃないかな」

　一也は思わず仰け反ってしまった。

（あんまり物わかりよくなってなかった！）

「あの……いいんですかそれで？」

「いいよ。戻ってこなけりゃ、そのうち仲間が探しに来るだろ。で、こいつらの惨さん状じようを目まの当たりにすれば、もう手出ししようとは思わないだろ」

「ですか」

「ってことで、殴る蹴るはあたしがやるから」

　一也は頭を左右に振って、あきらめ顔で言った。

「どうぞ、ご自由に」

　一也に縛られて地に転がっている男たちのところへ歩み寄ると、寝猫は次々に腹部へ蹴りを入れていく。

　男たちは皆、激痛のあまり悶もん絶ぜつした。

（猫先輩、相変わらずだなぁ）

　一也は呆れた顔で寝猫の蛮ばん行こうを見やっていたが、ふと顔を巡らせると。

　鬼百合が何かに憑つかれたような視線を寝猫に注いでいるのに気づいた。

（っていうか、鬼百合さんの目がハート型になってる気がするんですけど？）

　何か嫌な予感に身を震わせる一也だった。

　六人いた男たちを悶絶させ終えると、寝猫は晴れ晴れとした表情で一也のところまで戻ってきた。

「相変わらず容よう赦しやないですね、猫先輩」

「何を言ってるかな。あたしが真剣を持ってたら、こいつらみんな死んでたんだ。それに比べればじつに寛かん大だいな処置だろ」

（全員斬り殺す気だったんですかっっ!?）

　呆れ果ててツッコむ気力もなくなる一也だった。

「さて、館へ戻るか。戻って帥さんに報告して、それで依頼された案件は一件落着だ」

「あ、はい、そうです……ね」

　なんとなく納得がいかない気もするが、落着だと言われればそうなので、一也もそれ以上は追及しなかった。
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　一也と鬼百合を引き連れて寝猫が意い気き揚よう々ようと遠隠館に帰還した。

　寝猫が鬼百合を連れていたことに少し驚いた帥だが、寝猫から、

「鬼百合さんに手伝ってもらった」

　と説明され、それを素直に信じたようだった。

　帥に加え、紗綾華と弥茂祢も食堂に呼び集めた寝猫は、事件の真相と背後関係を説明した。

　かなり大おお雑ざつ把ぱな説明だったし、敢えて言葉を濁にごした箇所もあったのだが、帥は大筋で納得したようだ。ただ、櫟井昌道の名を聞かされたときは少しショックを受けていたようだ。

「昌道伯お父じをどうするつもりなのかな、寝猫さんは」

　と帥に訊かれ、寝猫は小さく肩をすくめた。

「そちらはあたしにどうこうできるものでもないので何も。とはいえ、これ以上、何かしないように、裏から手を回しておこうとは思いますけど」

「……そうか」

「大丈夫です、そちらは荒事にはしませんから」

「ん？　そちらは？」

　怪訝そうな顔を向ける帥に、寝猫は素知らぬ顔で応じた。

「とにもかくにも、これで帥さんに依頼された案件は解決です。もう北辰組も手出しはしてこないでしょう。あたしたちは明日、ここを発たちます。もしも万が一、このあとも嫌がらせが起きるようなら連絡をください。すぐに飛んできますから」

「ありがとう」

　立ち上がった帥が、がっちりと寝猫の手を握った。

「案件は無事に解決した。となれば、これで寝猫さんは晴れて僕の友だちだ」

「あ、ええ……まぁ、そうですね」

「僕は事件が解決したことよりも、寝猫さんのような素敵な方と友だちになれたことのほうが嬉うれしいよ」

「……ありがとうございます」

「そうだ。帰る前に請求書を書いておいてもらえないだろうか。依頼料は、明日にでも鬼百合に振り込ませるから」

「ありがとうございます！」

　にこやかな顔で帥に頭を下げる寝猫を見て、紗綾華も一也も、言いしれぬ焦あせりを感じるのだった。

　その後、お茶を飲みながら少し歓かん談だんをしていた五人だが。

　そろそろ日付も変わろうかという頃、寝猫は、

「夜も更けてきたし、あたしはそろそろ部屋に戻ります」

　と言い出した。

「そうですね。皆さんは明日、東京まで帰らなくてはならないんだ。あまり夜更かしをさせるわけにもいきませんか。ああ、そうだ」

　帥が手を打った。

「明日は日曜で、僕もクラブ活動はお休み。せっかくだから、帰る前に少し戸と隠がくし高原を観光していきませんか」

　少し考える素振りを見せた寝猫だが。

「ですか。では、午前中だけ」

　と言って帥の提案に乗った。

「うちの車に六人は乗れないから、タクシーを呼びます」

「お手数をおかけします」

「では、お休みなさい、寝猫さん、紗綾華さん、紫乃さん、愛市君」

「お休みなさい、帥さん」

　帥に挨あい拶さつし、四人は鬼百合に先導されて自分の部屋へと移動した。

　別れ際に紗綾華が、

「猫お姉様、わたしの部屋で二人っきりの歓談を続けませんか。服など脱いでベッドの中で」

　と迫ってきたが。

「続けないよ！」

　紗綾華を強引に部屋に押し込むと、寝猫は自分の部屋に戻った。

「は～～、疲れた～～」

　寝猫はベッドの上に体を投げ出すと、天井を睨みつける。

「どうするかな。やっぱ念のため、駄目押しをしておく必要があるかな」

　寝猫は気け怠だるそうな動きで携帯を取りだした。




　　　　　８




「あれ？　猫先輩、どうしたんですか？」

　自分の部屋に戻った直後に寝猫から携帯に電話がかかってきたので、一也は驚いた。

「まさか僕と二人っきりで歓談の続きを？」

　だったら嬉しいなぁ、と一也は密ひそかに期待したのだが。

「阿呆か。なんであたしが夜中におまえと二人っきりで歓談しなきゃなんないの!?」

「ですよねぇ。でも、そうしたら……なんの用です？」

「ちょっと駄目押しをしておこうと思ってさ。駄目押しというか、後始末というか」

　寝猫の言う意味がわからず、一也は目を白黒させる。

「いいから早く来い。静かにな。紗綾華に気づかれると面倒なことになる」

「あ、はい、わかりました」

　急いで自分の部屋を抜け出すと、一也は寝猫の部屋の前に立ち、そっとドアを叩いた。
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　ドアを開けた寝猫は一也を導き入れると、自分の携帯を彼に突きつけた。

「市一、あたしの携帯から深み月づきに電話してくれない？　あたし、自分からあいつに電話なんかしたくないからさ」

「え？　僕、竜りん胆どう寺じさんの電話番号なんて知らないですよ？」

「神社の奉ほう納のう仕じ合あいの少しあと、あたしの携帯に電話がかかってきたから、履り歴れきを見ればわかると思う」

　と言って押しつけてくる寝猫の携帯を受け取った一也は、仕方なく履歴の画面を呼び出して、以前にかかってきた電話を調べ始めた。

「けど、竜胆寺さん、猫先輩の携帯番号を知ってたんですね」

「どこでどうやって調べたかはわからないけどな。もっとも、かかってきたあと、すぐ着ちやつ拒きよにしたから、それ以降はかかってこないけど」

　一也は苦笑しながら画面をスクロールさせていたが。

「あ、ありました、これですね」

「じゃ、まず電話してみて。で、本人が出たら、あたしに回して。あたしにかけてくるぐらいだから、あたしの番号を着拒にはしてないだろ」

「いいですけど、何を話すつもりです？」

「それは……」

　寝猫は小さく肩をすくめた。

「相手次第だな」

「わかりました。でも、喧けん嘩かとかしないでくださいよ？」

「……それも相手次第だな」

「心配だなぁ」

　立ち上がった一也は窓際のほうへ歩くと、履歴に残っていた深月の電話番号宛に電話をかけてみた。

「……あのう、夜分遅くにすみません、竜胆寺さんでいらっしゃいますか？」

　ソファに腰を下ろした寝猫は、一也の背中に向かって小声で呟つぶやく。

「あいつに敬語とか必要ない」

「はい、愛市一也です……いえ、そうではなくて……ええ、はい、すみません、本人に代わりますので少しお待ちください」

　振り返った一也が、はい、と携帯を差し出して近づいてきた。

　ソファから身を乗り出した寝猫は、あ～あ、嫌だなぁ、とため息を吐ついてから自分の携帯を受け取った。

【聞こえたわよ、寝猫。そんなに嫌なら電話なんか寄よ越こさなければいいのに。なんの用かしら？】

「おまえ、バイトする気ない？」

【唐突ですわね。どんなバイトかも聞かないで返事ができるわけないでしょうに。まず５Ｗ１Ｈを明らかになさい】

「バイト代は五十万だけど」

【引き受けたわ】

「おい！」

【５Ｗ１ＨよりもＨＭハウマツチのほうが大事な場合もあるの】

「……まぁ、わかる」

（あたしも紗綾華の三十万に釣られてしまったようなものだからな）

【どうせ寝猫のバイトなのですもの、ろくなものではないのでしょう？】

「ああ、ろくなものじゃない」

【やっぱりね。で？　内容は？】

「このあいだ受けた仕事絡みでケジメをつけておきたい相手がいる。相手は長野市内に事務所を構える北辰組という土建屋。まぁヤクザだな。で、おまえにはケジメをつけるときに手を貸してほしいと、そういう仕事」

【……殴り込みですの？】

「簡潔に言えばそうなるな」

　側そばで聞き耳を立てていた一也が、うげっ!?　と仰のけ反ぞった。

【どうしてわたくしに声をかけたの？】

「危ない仕事だし腕の立つ奴がいい。ただ、うちの流派の関係者には知られたくない。もちろん警護寮の関係者もダメだ。その条件だと、おまえくらいしか思いつかなかったってことだな」

【このあいだ連れていた美人のメイドさんがいるではないの】

「紗綾華のところは関わらせたくない。あの娘この親父さんが乗り出してきたら、さらにわけがわからないことになる」

【そう。ま、いいでしょう。ヤクザ相手に殴り込みするくらいで五十万なら、そこそこ割のいいバイトだわ】

「おまえならそう言うと思ってたよ」

【いつ殺やるの？】

「あれ？　いまニュアンスがちょっと違ってたような気がするんだけど」

【え？　全員ぶっ殺すのではないの？】

「いやいや、それはやり過ぎ。そこまでしてもらったら困る。せいぜい病院送りくらいに留とどめておいてくれ」

　ぶっ、と一也が噴いた。

（病院送りならいいと仰る!?）

【注文が細かいわね】

「ぜんぜん細かくないと思うけどっ!?」

【まぁよいわ。五十万いただけるのなら寝猫の指図に従いましょう。で、話を元に戻すけれど。いつやるの？】

「できるだけ早いほうがいいな。おまえ、今どこにいるの？　すぐに動ける？　三日後くらいではどう？」

【長野市内と言ったわね？　だったら、そうね、三日後の午後であれば問題ないわ】

「わかった。じゃあ、三日後の火曜日、長野駅で合流って形でいいか？」

【いいわよ。では三日後の午後に長野駅の新幹線改札口で合流ってことで。何なん時じがよいのかしら？　わたくしは午後であれば何時でも大丈夫だけれども】

「おまえ、あたしのメアド知ってる？」

【携帯のならね】

「……おまえ、どこであたしの携帯番号けーばんとかメアド知った？」

　電話の向こうで深月がクスッと笑うのが聞こえた。

【ひ、み、つ】

「ちっっ」

【わたくし、寝猫のことならなんでも知っているわよ？】

「やめてくれ。鳥肌が立つ」

【くくくっっ】

「じゃあ、あとであたしの携帯に空メールでも送ってくれ。新幹線のチケット取ったら、長野着の時間とかメールする」

【わかったわよ。ああ、そうそう、寝猫】

「なんだ？」

【わたくしの番号、着拒を解除してもらえると嬉しいのだけど？】

　寝猫は嫌そうに顔を歪めた。

「そう……だな。少なくともこの仕事が終わるまでは解除しておくよ」

【よかった。これでいつでも寝猫の携帯を鳴らすことができるわね】

「おい。用もないのにかけてくるなよ？」

【つれないのね、寝猫。いいわ。出てくれないのなら、何度でもかけ直すから。具体的には一日五百回くらい】

「おいぃ！　それもう単なる嫌がらせだろ！」

【好きな娘こには嫌がらせをしたいものなの。このいじらしい女心をわかってくださらないかしら】

　電話の向こうから切なげなため息が聞こえてきて寝猫が跳び上がる。

「まじで鳥肌立った！」

【あら、嬉しい】

「おまえ、いい加減にしないと、バイト代を減げん額がくするからな？」

【わかったわよ。では、あとからメールを送ります。愛しているわよ、寝猫。あなたにとびっきりの不幸が訪れますように】

「ほっとけ！」

　深月との通話を終えた寝猫は、手にした携帯をソファに叩きつけ、ぜぇはぁと荒い息を吐はいた。

「なんであいつは、話をしただけでこれほど人を不ふ愉ゆ快かいにさせるんだ!?　あいつに声をかけたのは失敗だったか？　いや、でも、この仕事を頼めるの、あいつくらいしか思いつかなかったし」

　ぎりぎりと寝猫が唇を嚙んでいると、一也が口を出してきた。

「それより。猫先輩、北辰組に殴り込むって本気ですか？」

　寝猫がギロリと一也を睨んだ。

「本気だよ。帥さんに二度とちょっかいを出せないようにしておかないと、依頼の完全解決にはならないだろ」

「そうかもしれませんけど。大丈夫なんですか、ヤクザ相手に」

「だから大丈夫な奴を呼んだ。不愉快なのを我慢して」

「たしかに猫先輩と竜胆寺さんなら大丈夫そうですけど、でも……」

「そんなに心配するな。警察が駆けつけてくる前には終わらせる。相手だって女二人にやられたなんてことが知られれば業界でやっていけなくなる。だから警察に届けることもしない」

「う～～ん、いいのかなぁ、それで」

　一也は腕組みして唸うなっているが、寝猫はあっけらかんと立ち上がった。

「というわけで、明々後日しあさつて、また長野へ行くことになる。日帰りだから往復の新幹線の指定券だけ取ってくれ。行きは昼過ぎ着で、帰りは夕方発……だな」

　一也はそれ以上言うのを諦あきらめ、盛大にため息を吐ついてから頷いた。

「……はい、わかりました」
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　翌日曜日、帥の案内で午前中だけ戸隠高原を巡った寝猫一同は、午後の新幹線で東京へと戻った。

　東京駅近くのイタリアンレストランで夕食を摂とった四人は、食後、隣の喫茶店へ移動してお茶を飲み、解散した。

　帥から望外の依頼料をもらえることになったので、珍しく寝猫の奢おごりだった。




　月曜日、昼過ぎに事務所に顔を出した寝猫は、報告書を書いたり情報を集めたりして働いた。紗綾華や弥茂祢には知られたくなかった――知れば紗綾華は一緒に行くと言い出すに決まっている――ので、一也は事務所へは来させなかった。

　月曜の夕刻、外で一也と落ち合った寝猫は、彼から新幹線のチケットを受け取った。

「よし。これで準備万端整ったな」

「本当に気をつけてくださいよ、猫先輩」

「あぁ？　あたしが地方のヤクザ相手にしくじるとでも思ってんの？」

「いえ、そうではなく。やり過ぎないように気をつけてくださいよ、という意味です。猫先輩の相あい棒ぼうが竜胆寺さんだというのが、また輪をかけて不安ですし」

「大丈夫だ。やり過ぎた場合は、あいつに責任をなすりつける」

「それが不安だと。っていうか、向こうも同じこと考えてる気がしますけど」

　不安そうな色を隠そうとしない一也に向かって、寝猫は笑いかける。

「心配するな。ちょちょっと行って、ちょちょっと用を済ませて、すぐに戻ってくる」

　一也はため息を吐ついて応えた。

「くれぐれも、返す返すも、念には念を入れて、お気をつけてください」

「日本語、変だぞ」

　とツッコんで、寝猫は立ち上がった。

「ここは払っておくから」

「気前がいいんですね」

「金は天下の回り物っていう帥さんの主張に感かん銘めいを受けた。あたしも、せいぜいお金を使おうと思ってな。具体的には……もっとパチンコに注つぎ込んでもいいと思うんだ」

「駄目ですよ！」

　悲鳴のような声を上げて一也が腰を浮かせる。

「はっはっはっ、冗談だよ、冗談」

　などと言うが、寝猫の目は笑っておらず、不安は大きくなるばかりの一也だった。
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　そして翌日、火曜日の午後一時前――。




　小こ綺ぎ麗れいな長野駅の新幹線改札を出た寝猫は、すぐに深月を見つけた。

　白い道どう着ぎに赤い袴という超絶的に目立つ出いで立たちだから、探すまでもなかった。

　一方の寝猫は黒の道着に黒の袴に黒のデイパック。

　色合いとしては目立たないはずなのに、こちらもかなり目立っていた。

　二人とも刀を入れた細長い革の収納ケースを右肩に担いでいて、恰かつ好こうだけなら高校か大学の剣術部に所属している女子二人……に見えなくもないが、その雰囲気はとうてい学生が醸かもし出すものではなかった。

「待ったか？」

「それほどでも。まだ三十分くらいしか待っていないわ」

　コンコースの一角で立ち話を始めた二人の周囲から、さぁっと人が引いていく。

「待ってるじゃん！　っていうか……早かったんだな」

「それはもう、ね。寝猫の顔を一刻も早く拝おがみたかったのですもの」

　寝猫はジト目になって頭を引いた。

「そういうのはいいから」

　寝猫は背負っていたデイパックを下ろすと、中から封筒を取り出した。

「手付けの十万」

「ありがたく」

　深月は茶封筒を押し戴いた。

　深月は腰に巻いたウエストポーチ――それも真っ赤だった――に茶封筒を押し込むと、さて、と言ってコンコースを見渡す。

「せっかく久しぶりの邂かい逅こうなのですから、まずは駅前でパフェを奢ってくださらないかしら？」

「なんでだよ!?　手付け金は払ったんだから、ふつう割り勘かんだろ」

「しみったれているのね」

「しみったれてないよ。バイト代、破格の金額だったはずだぞ」

「そうね。たしかに五十万とは思い切ったものね。電話では訊けなかったけど、いつも貧乏なあなたが、いったいどういう風の吹き回し？」

「いつも貧乏は余計だ！」

　とツッコんでから、寝猫は、それはさ、と言葉を継いだ。

「気前のいいクライアントから破格の依頼料を貰もらったんだよ。だから、あたしもクライアントに倣ならって無駄にお金を使ってみようかと思い立ったんだ」

「まぁ？　わたくしにバイト代を払うのが無駄遣いだと言う気なの？」

「金を溝どぶに捨てるようなものだろ」

「酷い言い草ねぇ、寝猫。じつにあなたらしいわ」

「お褒めに与あずかり恐縮だ」

「褒めていませんけど。というか、そもそもあなたの言うことは意味不明だわね」

「いいんだよ。それはあたしの都合だから、おまえは気にするな」

　深月は、はぁ、とため息を吐ついた。

「相変わらず自分勝手で我が儘で唯ゆい我が独どく尊そんで尊そん大だい不ふ遜そんな女だわね」

「それは言い過ぎだろ。というか、そこまで同じ意味の言葉を重ねるな」

「ま、いいですけど。では、パフェは割り勘ということで」

「当然だな」

　と胸を張ってから寝猫は、なぁ深月、と呼びかけた。

「先に仕事を済ませたいんだけど。パフェは仕事のあとにしないか？」

「……そうね。さっさと済ませて後こう顧この憂うれいなくお茶とスイーツを楽しみたいわね」

「なら、すぐに行くとするか」

「場所はどこ？」

「駅からそう遠くない。タクシーに乗るわけにもいかないから歩くぞ」

「仰せのままに」

　寝猫と深月は刀を入れた袋を手に提げ、ゆったりとした足取りで駅前ロータリーから離れていった。
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　商業施設が建ち並ぶエリアから少し離れた場所に、その雑居ビルは建っていた。

　この辺りはビジネス街になるのだろう、居住用マンションは、あまり見当たらない。

　目当てのビルの前に立った寝猫と深月は、入り口にあるプレートに書かれた入居している会社名を確認する。

「七階と八階か」

「手分けする？」

「いや、どちらに何人いるかわからないから、まず七階を片づけよう。八階に人がいるなら、七階で暴れてれば降りてくるだろ。降りてこなけりゃ、七階を片づけたあとに、こちらから上がっていけばいい」

「了解したわ」

「じゃ、行きますか」

「楽しそうね、寝猫」

「そんなことはない。相手が刺客で、あたしが持ってるのが真剣なら少しは楽しいけど、相手がヤクザでこちらが模擬刀じゃあな」

「つまり斬殺できないから楽しくないと？」

「まぁ、そんなとこだ」

「相変わらず危ない女ね。寝猫ほど危険な女を、わたくし、見たことがないわ」

「いやいや待て待て。人の頭を叩き潰そうとしてるおまえに言われたくはないよ」

「そう？　では、危ない女同士で手に手を取って殴り込むとしましょうか」

「おまえと手を取りたくはない」

「いけずな女ね」

　肩をすくめる深月に、

「いいから行くぞ」

　と声をかけ、寝猫は知り合いの会社を訪ねてきたような気軽さでエレベーターの前に立った。

　降りてきたエレベーターのドアが開くと、二人は静かに中に乗り込んだ。

　ドアが閉まると、二人は収納ケースから手際よく刀を取り出す。

　刀といっても模擬刀である。放っておくと深月が斬り殺すかもしれないことを恐れた寝猫は、真剣ではなく模擬刀にしてくれと彼女に頼んでおいたのだった。

　それでも不安はある。寝猫や深月のような達人が持てば、模擬刀だって立派な凶器になるのだから。

「殴り殺さないでくれよ？」

　と寝猫は上昇するエレベーターの中で念押しする。

「あなたではあるまいし。わたくし、そこまで人を殺すことに執しゆう着ちやくはしませんわね」













「あたしだって、べつに執着してるわけじゃないよ」

　と小さな声で言い訳してから、寝猫はため息を吐ついた。

（初めて課長や西にし江え田ださんの気苦労が理解できた気がする。今後はあたしも気をつけることにしよう。具体的には襲ってきた刺客を全員斬り殺すのは止やめよう。せめて一人か二人は生け捕りにしよう）

　などと反省をしているうちにエレベーターは七階に着き、静かにドアが開いた。




　エレベーターホールの窓側の隅に吸い殻入れと何脚かの椅い子すが置いてあって、そこに四人の男が屯たむろしていた。窓は嵌はめ殺しではなく開閉が利くタイプなので、少し窓を開けて煙草を吸っている。

「やれやれ、最近はヤクザの事務所も禁煙か。喫煙者の肩身の狭さには同情するね」

　と寝猫が呟くと、男たちが胡う散さん臭くさそうな目つきで二人を睨んだ。

　寝猫も深月も後ろ手にした右手に刀を提さげているので、四人はまだその存在に気づいていないようだ。

「なんだ、おまえら？」

「ここは女学生が来るようなところじゃねえぞ」

「おい、まさか社長の新しいコレか？」

　と、一人が右の小指を立ててみせる。

「まさか。いくら社長だって、女学生なんか囲わないだろ」

「いやいや、わかんねえぞ。あの人の守備範囲はそうとう広いからな」

「ロリから熟女まで、女ならなんだっていいって話もあるしな」

「おまえ、そんなこと社長に聞かれたらぶっ殺されるぞ？」

「っていうか。コスプレキャバのキャバ嬢じゃねえのか？　女学生というには薹とうが立ってんぞ」

　などと、四人はひそひそと話している。

「ま、失礼ね。寝猫はともかく、わたくしはまだぴっちぴちの女学生ですのに」

「あたしだって、ぴっちぴちの女子大生だよ！」

　と深月にツッコんでおいてから、寝猫は四人に向き直った。

「社長さんに会いたいんだけど、今いる？」

　とたんに四人の目つきが険しくなる。

「社長室は八階だが？」

「社長になんの用だ？」

「用というのはね」

　寝猫は背中に回していた右手を前に持ってきた。

　寝猫の手に握られた模擬刀に気づいた四人が一斉に立ち上がる。

「なんだ、おまえら!?」

「たとえ玩具おもちやでも、ここでそんな物をひけらかすなよ？」

「犯すぞ、こら」

　凄む四人に向かって、寝猫は笑ってみせた。

「そんなに怒るなよ。ただ社長をぶん殴りに来ただけだから」

　寝猫が鞘から刀を抜いた。

「てめえっっ！」

　男たちが懐に手を入れるのよりも早く、寝猫と深月は滑るようにホールの床を走り。

　男たちが手を抜くよりも早く、刀を振り下ろしていた。

　寝猫と深月は刀の峰みねでそれぞれ二人の男のこめかみを叩いた。大して強く叩いたわけではないのに、男たちは物も言わず悲鳴も上げず、どうと横倒しになり、床に体を打ちつけた。

「こいつ、拳銃を持っているわよ」

　倒れた一人の懐を模擬刀の先で突きながら深月が言った。

「まぁ、何人かは持ってるだろうな」

「拳銃を相手に五十万では少し安いのではないかしら」

「今さら言うことか？」

「まぁ、よいわ。そのくらいは想定の範囲内ですものね」

「だったら言うな」

　深月は、クス、と笑った。

「社長は八階にいるそうだけど、どうするの？　上に行く？」

「そうだな。所在が知れたのなら、手っ取り早く本丸から攻めるか」

　と寝猫が言ったとたん、背後に人の気配が湧わいた。

　振り返ると、煙草を手にした男が二人、ホールに出てきたところだった。

「なっなんだっ、てめえらはっっ!?」

「おい、おかしな奴がいるぞっっ！」

　狼狽うろたえた声で二人の男が叫ぶ。

「やれやれ、二の丸から陥おとしていくしかないか」

　頷き合った寝猫と深月は、出てきた二人に向かって走り寄った。




　突進してきた寝猫と深月を見て、二人は手にした煙草を放り投げて部屋に引き返した。

「殴り込みだ！」

　大声で叫ぶ二人を追って、寝猫と深月が部屋に飛び込んだ。

　事務所はふつうの会社っぽい作りになっていた。手前に受付カウンターがあって――受付嬢はいない――奥には事務机が何列かで並んでいる。ふつうの会社と違ったのは、そこにいた社員たちの目つきがかなり悪かったことだ。

　男たちは傍かたわらに置いてあった日本刀を摑んで一斉に立ち上がる。

（十三人か）

　寝猫は一瞬で人数を数えた。

（問題ないな。というか、少し拍子抜けだな）

　寝猫はひらりと跳んでカウンターを乗り越えた。

　深月はそのまま走ってカウンターの端から部屋に突入した。

　突入してきたのは二人だけ。

　しかも、どちらも年若の女子だったのを見て、男たちは驚き戸惑っている。迎げい撃げきすべきかどうか、迷っているようだ。

　驚き戸惑う男たちにかまわず、寝猫と深月は手近にいる者に襲いかかった。

　襲われた男たちが悲鳴も上げずに次から次へと倒れていく。

　部屋に居合わせた男の半数以上が倒れたところで、ようやく残った者が我に返る。

「なんだ、こいつらっ!?」

　誰かが悲鳴のような叫び声を上げた。

　数名の者が刀を振り上げたが、構えも大きければ動作も大きい。まったく以もつて素人の動きで、刀を振り下ろす間まもなく寝猫と深月に腕を叩かれ、頭を殴られ、鳩みぞ尾おちを突かれ、その場に昏こん倒とうした。

　部屋の奥にいた男が机の抽ひき斗だしから拳銃を取り出したのに気づいた深月は、身を屈かがめ、膝を曲げた体勢で男のほうに向かった。

　机の陰に隠れて接近する深月に向かって男が発砲したが、弾は机に当たるだけで深月には届かなかった。

　深月は膝を曲げ腰を落とした体勢のままで男に駆け寄っていく。足腰がよほど強きよう靭じんでなければできない技だ。

　その様を横目で見た寝猫は、

（コサックダンスを踊りながら駆け寄るコサック兵みたいだ。器用な奴だな）

　と驚き、感心する。

　低い姿勢で男に駆け寄った深月は、バネ仕掛けの人形のように机の陰から身を躍らせ、男が引き金を引くより早く相手の鳩尾を突いた。男はぎゃっと悲鳴を上げて後ろへ吹っ飛び、壁際のロッカーに背中を打ちつけて気絶した。

　その間も寝猫は机と机のあいだを滑るような動きで自在に移動し、真剣を振り回す男たちを模擬刀で軽々と打ち倒していった。

　男たちの怒声や悲鳴はすぐに止んだ。

　七階の事務所が二人に制圧されるまで、二、三分しか経っていない。

「もう少し手応えがあるかと思っていたのに、拍子抜けですわね」

　リノリウムの床の上に転がった男たちを見下ろしながら深月はそんなことを言う。

「そう言うなって。楽なほうが楽でいいよ」

「たしかに。相手が一人だろうが五十人だろうがバイト代が変わらないなら、楽なほうがいいわね」

「ま、そういうことだ。上に行こう」

　身を翻ひるがえす寝猫のあとを追って深月も事務所から出ていった。
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　八階にも社員が詰めている部屋がもう一部屋あって、社長室はその奥にあった。

　そこにも七人の社員がいたが、寝猫と深月によって瞬またたく間まに打ち倒されたのは七階のときと同様だ。

　社長室のドアを寝猫が開けると中では男女が乳ちち繰くり合っていた。

　乳繰り合うというか、大柄な男が自分の膝の上に載せた女子の胸を背後からまさぐっているところだった。

「なっなんだ、おまえら!?」

　男は膝の上の女子を突き飛ばすように解放した。服装からすると、彼女は社長秘書といったところか。

　女子は慌てて部屋の隅に移動し、外されていたブラウスのボタンを必死になって留とめにかかった。

　すると彼女の下もとへ近寄っていった深月が、女子に無ぶ遠えん慮りよな視線を向けつつ、無遠慮な質問を繰り出し始めた。




「お給料、いいのかしら？」

「どこまでがお仕事の範囲内なの？」

「夜も働くと、時間外手当とか出るのかしら？」

「時間外労働は週に何回くらい？」

「一晩に何回くらいするのかしら？」




　女子はその場にしゃがみ込んで泣き出してしまった。

（もう勘かん弁べんしてやれよ）

　深月の言動に呆れつつも、寝猫は社長と覚おぼしき男に視線を据えた。

「やぁ、社長さんだね」

「おい！　誰か、こいつらを摘つまみ出せ！」

　社長は内線電話の一斉通話ボタンを押し、受話器に向かって大声で怒鳴ったが、いつまで経っても誰も来なかった。

「おい！　誰かいないのか！　何してやがる!?」

「無駄無駄。全員おねんねしてるから」

「あぁ？」

「さて、社長さん、邪魔は入らないから、じっくり差しで話をしよう」

「て……てめえ、何者だ!?」

「戸と隠がくし高原にある遠隠館って知っているよね？」

　ぎくり、と社長の表情が強こわばった。

「あそこの関係者だよ」

　寝猫が意味ありげな視線を社長に向けると、彼は逃げ道を探すように顔を右に左にと振った。

「べつにそれほど難しい話をするわけじゃない。あなたには、二度とあそこに手出しをしないという念書を書いてほしいんだ。それだけ」

「巫ふ山ざ戯けんなてめぇっっ！」

　執務机の抽斗から拳銃を抜き出した社長は、寝猫に銃口を向ける。

「こんな舐めた真似をしやがって、ただで済むと思うなよ、てめえ。裸に剝いてうちの社員全員で輪ま姦わしてやらぁ。その様子をビデオに撮って売ってやる。おまえらならベストセラー間違いなしだ。そのあと香港にでも売り飛ばしてやるから、せいぜいむこうで稼ぐんだな」

「くっくっくっ」

　部屋の隅で笑い声が上がった。

「なっ何がおかしい!?」

　寝猫に銃口を向けたまま、社長は横目で深月を睨みつける。

　しゃがみ込んだ秘書の傍らに自分もしゃがみ込んで話を聞いていた深月は、ゆっくりと立ち上がり、邪気のある笑みを浮かべて社長のほうへ顔を向けた。

「あなた、そんな大きながたいをしているのに、粗チンなんですって？」

「だっだっだっ誰が粗チンだ、てめえこらっっ！」

　怒りで顔を朱に染めた社長が銃口を深月に向けようと手を動かしたとたん。

　寝猫が疾はしった。

　予あらかじめ社長の動きがわかっていたようなタイミングで走り出した寝猫は、銃口が深月に向く前に社長の机の前まで達していた。

　驚いた社長はもう一度、銃口を寝猫に向けようとしたが。

　寝猫の刀が凄すさまじい速度で振り下ろされ。

　甲高い金属音を立てて拳銃が弾はじき飛ばされ、社長は右手を押さえて大きく仰け反り、そのまま椅子ごと後ろへひっくり返った。

　駆け寄ってきた深月が社長の股こ間かんに思いきり蹴りを見舞った。

　深月の足の甲が下腹部にめり込み、社長は股間を押さえて七転八倒する。

「いやだ。本当に粗チンの感触」

　しゃがみ込んだ深月は、床の上を転がっている社長の髪の毛を左手で摑むと、刀の柄つかを顔面に叩き込んだ。

「ぐぎゃっっ」

　社長の前歯が何本か欠けて飛んだ。

　痛みに顔を顰しかめる社長を、寝猫が冷たい顔で見下ろしている。

「さて、どうだろう、社長さん。念書を書いてもらえないかな？」

「ふっふさっふさけるはっっ」

　歯が折れ、口の中に血が溜まっている社長は上手く発声ができないようだ。

　寝猫がわざとらしく耳に手を当てる。

「え？　なに？　よく聞こえないんだけど？」

「そ……そんな物書くふぁけねえだほ」

　寝猫はいきなり相手の鳩尾を蹴った。

　爪先がめり込み、社長は体をくの字に折り曲げる。

　寝猫は何発もの蹴りを社長の鳩尾や腹部に入れながら言った。

「こうして大人の話し合いをしているうちに応じてくれると嬉しいんだけど」

「どこが大人の話し合いなのかしら!?」

　立ち上がった深月は、ジト目になって寝猫を見やった。

　ごすごすと、なおも蹴りを入れながら、寝猫は猫なで声で訊く。

「どうかな？　書いてくれないかな？　書いてくれると嬉しいな」

「わふぁっふぁ。書ふ。書きまふう、もう許しへぇぇ」

　寝猫はぴたりと足の動きを止め、にこやかな笑みを浮かべた。

「物わかりのいい大人って好きだなぁ」

「相変わらずえげつない女ね、寝猫」

　深月が、やれやれとばかりに首を左右に振った。

「わたくしなんかより、よほど質たちが悪いと思うのだけれど？」

　寝猫はにこやかな顔のまま首を傾げて見せる。

「んん？　なんのことかな？」

「最低だわね、あなた」

　という深月の言葉を無視した寝猫が秘書のお姉さんに顔を向けると、部屋の隅で身を縮こまらせていた彼女は、びくっと体を震わせた。すでに服装の乱れは直っていた。

「お姉さん、紙とサインペンを用意してくれないかな？　紙は、できれば高級な和紙がいいんだけど」

「あぁぁぁぁ、はい、すぐに」

　秘書はぎくしゃくと歩いて部屋を横切り、隅に置いてある背の高い木製の戸棚の扉を開けた。

「寝猫、念書を書かせるのなら、その男に実印を押させたらどうなのかしら？」

「実印があればそうしたいところだけど、血けつ判ぱんでもいいかな」

　床に横たわっている男の体がびくりと震えた。

「ちょっと机の中を探してみましょうか」

　そう言って社長の執務机の前まで歩み寄ると、深月は次々と机の抽斗を開け、がさごそと中身を確認していく。

　男が、あ、と小さく叫んで顔を上げたので、寝猫はピンときた。

「どうやら抽斗に入れてるみたいだな。あった？」

　と深月に訊いた。

「あったわね」

　寝猫は、よし、と満足そうに頷いたが。

「エロ本が」

　がくっ。

　寝猫が大きくずっこけた。

「は？　なに？　実印があったんじゃないの？」

「あったのは社長秘蔵のエロ本ね。本番無修正のエロ写真集がぎっしりと詰まっているわね。どれどれ？」

　抽斗から抜き出した何冊かの写真集を机の上に置くと、深月はそれをぱらぱらと捲めくり始めた。

「ＳＭモノ。陵辱輪りん姦かんモノに……あら？　コスプレモノまであるわ。とある魔法少女を悪の秘密組織の手下どもが寄って集たかって嬲なぶり尽くす……という内容みたいね。こういうのが社長さんの趣味なのかしらね？　寝猫も見てみる？」

　そう言って深月が写真集の中から一冊を手に取り、見せつけるように持ち上げたので、寝猫は体の前で両手を×印に交差させて拒絶した。

「ノーサンクス！」

　床に転がった社長は、腰を折り、膝を曲げ、体を縮こまらせ、手で顔を覆って小刻みに全身を震わせている。

　寝猫がちらっと秘書のほうへ視線を走らせると、彼女は真っ赤な顔でぶるんぶるんと首を横に振ってきた。

（なるほど。秘書の給料はコスプレ代込みってことなんだな）

　深月はなおも抽斗の中を漁あさっている。

「ほかにも秘蔵のブルーレイも入っているわね。もしかすると、机の上のパソコンにも秘蔵の画像データがギガバイト単位で入っているのではなくて？」

「もう止やめて。止めてくださいぃぃぃ」

　とうとう社長は泣き出してしまった。

　深月はそんな社長を冷たい目で見下ろしながら、冷たい声で言い放った。

「どうやら実印はないみたいね。だったら、秘蔵の写真集を持ってもらって記念写真を撮ったらどうかしら、寝猫？」

　寝猫が呆れたような顔を深月に向けた。

「おまえ、酷いこと考えるね」

「やっぱりやり過ぎかしら？」

　と深月が首を傾げると、寝猫はきっぱりと言った。

「いや。それで行こう」

「ひぃいぃぃい～～」

　社長は身を捩よじりながら情けない悲鳴を上げた。

「もういやぁぁ。勘弁してぇえぇぇ」

　泣きながら寝猫の足に縋すがりつこうとする社長に、寝猫はあくまでもにこやかな顔で、どこまでも優しい口調で声をかけた。

「はいはい、まずは念書を書こうね。もう二度と遠隠館には近づきません、帥さんには手を出しませんって。そのあと、秘蔵の写真集を抱えて記念撮影だ」

　社長はさめざめと泣くことしかできなかった。
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　長野駅にほど近い喫茶店で特盛りパフェ――全高が三十センチほどある――に舌した鼓つづみを打ちながら、深月が自分の多機能型携帯電話マルチフオンの画像を覗き込んでいる。

「携帯で撮ったにしてはよく撮れているわね」

「最近の携帯……っていうかマルフォのカメラは高解像度を誇っているものな」

　寝猫はホールで頼んだシフォンケーキにナイフを入れている。特盛りパフェに丸ごとシフォンケーキ。甘い物が嫌いな者が見たら吐き気を催しそうな凄絶な光景だった。

「なんにせよ、これで依頼された案件は完全無欠に解決だ。手伝ってくれて助かったよ。ありがとう」

「まぁ。あなたに面と向かって礼を言われると全身に鳥肌が立つわね」

　寝猫が不満そうな顔になって深月を睨んだ。

「あたしの誠意あるお礼に、そういうことを返すか？」

「誠意はバイト代だけでけっこうだわよ」

「ああ、残りの四十万は明日にでも振り込んでおく。銀行と口座番号と名義、教えて」

「振り込み料がもったいないでしょう？　いいわよ、二、三日のうちにあなたの事務所まで取りに行くから」

「え？　来るの？」

「なんでそう嫌そうな顔になるのかしら？」

「おまえと会うのが嫌だから」

「命懸けで仕事を手伝ってあげたわたくしに向かって酷い言い草だわね」

「いやいや！　ぜんぜん少しも命懸けじゃなかったろ。あれで五十万なら濡れ手に阿あ波わ踊りだろ」

　深月はパフェを口に運ぶ手を止め、にやりと口の端を吊り上げた。

「そんな踊りは踊りたくありませんけど。まぁ、そうだわね。コストパフォーマンスの高い仕事ではあったわね」

「だったら文句言うな」

「わたくしは仕事内容やバイト代に文句を言っているのではないの。手伝ったわたくしに文句を言うあなたに文句を言っているの。これほど寝猫のことを思っているわたくしの気持ち、わかってもらえないのかしら」

　寝猫は、けっ、と吐き捨てる。

「おまえが思っているのは、あたしの頭を叩き割ることだろ！」

「ええ、そうよ。わたくし、寝猫の頭をざくりと抉えぐり、ぐしゃりと潰すところを考えただけで、それはもう興奮して一晩中寝られなくなるほどあなたのことが好きなのよ」

「だからおまえには会いたくないんだけどっ!?」

「そんな邪じや慳けんにしなくても。どうせこの先、何度も顔を合わせることになるのだし」

「……は？」

「あら、言っていなかったかしら？　わたくし、近いうちに、あなたの事務所の近くに引っ越すのだわよ？」

　寝猫は驚愕に目を見開いた。

「はあぁぁあ？　聞いてないよ！　ぜんっぜん聞いてないよ！」

「わたくしの師匠が今度、東京で道場を開くことになったの。それで、わたくしも道場開設の手伝いに狩り出されたのね。しばらくは東京住まいになるわ」

「だからって、なんでうちの事務所の近所に……」

「あら、そんなの決まっているではないの」

　深月は、にた～りと笑った。

「あなたが嫌がるからだわ」

　まさにそのとおりだったので寝猫は黙り込んだ。

（この女……本っ当に性格が悪いな）

　深月に言わせれば、お互い様でしょう、となるのだろうが。

　寝猫は内心で盛大なため息を吐ついた。

（紗綾華と弥茂祢さんだけでも頭が痛いってのに、そこにこいつまでもが出入りし始めたら……考えるだけで恐ろしくなる）

　言っても無駄だろうなと思いつつも、言わずにはいられない寝猫だった。

「用もないのに、うちの事務所に来るなよ？」

「あら。わたくしには寝猫の頭をぐしゃりと潰すという大事な用があるのだわ。だから出入りしてもいいのよね？」

「そんなの用じゃないよ！　ただの逆恨みだろ！」

「逆恨みだろうが順恨みだろうが、これからご近所様になるのだから、よろしくお願いするわね、寝猫」

　寝猫は頭を抱えて唸った。

「うぅぅぅぅ。お願いされたくない」

「人手が足りないときは仕事を手伝ってあげてもよくってよ」

「どれだけ人手不足に陥っても、もうおまえには頼まないよ」

「あ、そう。ならばこちらから押しかけて、毎日お茶とお菓子をゴチになろうかしら」

「おまえに出すようなお茶もお菓子も、うちにはない！」

　くくくくっっ、と深月は愉快そうに笑った。

「では、わたくしが美お味いしいスイーツを手て土産みやげに持っていきましょう。それなら文句はないですわね」

「大ありだよっ！」

　とツッコミながらも、寝猫はかなり焦っていた。

（紗綾華と弥茂祢さんだけでも持て余してるのに、そこにこいつまで加わったら最悪の展開だ。なんとかしないと……そうか！）

　寝猫は自分の思いつきに内心で手を打った。

（一刻も早く免停を解除すればいいんだ！　そして警護寮に復帰しよう。そうすれば、紗綾華や弥茂祢さん、深月につきまとわれることもない）

　たしかに警護寮勤務に戻ってしまえば、紗綾華や弥茂祢も勤務中には近づけないし、深月だってそう簡単に手出しできなくなる。

（ダラダラと遊んでないで一生懸命に働こう。そうして評価点を稼いで免停を解除してもらうんだ。ウチの事務所に地じ獄ごくが現出する前に！）

　寝猫は悲ひ壮そうな覚悟を胸に秘め、明日からは心を入れ替えようと決意するのだった。
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　寝ね猫ねこが深み月づきと長野駅で別れた二日後のことである――。

　例によって例の如ごとく、午後になると事務所に紗さ綾や華かと弥み茂も祢ねが顔を出した。




「夜よ見み坂さか様、何やら裏でご活躍なさったようでございますね」

　紅茶の入ったティーポットとティーカップを盆に載せ、弥茂祢がミニキッチンから戻ってきた。

　ソファに座った紗綾華の太ふと腿ももに頭を載せてだらしなく寝転がり、手にした雑誌の頁を繰くっていた寝猫が、むくりと上体を起こした。このあいだの悲ひ壮そうな決意はどこへ行ったのだろうか。

「なんで弥茂祢さんが知っているの？」

「蛇じやの道は蛇へび女おんなと言うではございませんか」

「一文字付いただけで急に恐くなった！」

「弥茂祢は、お父様の伝つ手て以外にも独自の情報源を持っているのです、猫お姉様。裏の世界のこともたいてい把は握あくしています」

「どんなメイドだよ」

　と呆あきれる寝猫だが。

「だったら、しらばっくれてもしようがないから白状するけど。ちょっと帥すいさんの件の後始末をね。後始末っていうか、後あと腐くされがないような形でケリをつけてきた」

「なるほど、そうでございましたか。すると、本日、櫟いち井い様とユリっぺがこの事務所を訪れるのは」

「なんかお礼を言いたいんだってさ。そんなことしなくてもいいって言ったんだけど、東京に用事があるから、上京したついでにウチに寄ると言って……っていうか」

　寝猫はジト目になって弥茂祢を見やった。

「今でもユリっぺって呼んでるの？」

「はい。ユリっぺ、ミモりんと呼び合う仲でございます」

「どんな関係だよ」

「肉体関係はございませんよ？　単なるメイド同士の連れん帯たいでございます」

　寝猫はジト目になって頭を引いた。

「いや。まぁ。あなたと鬼おに百ゆ合りさんがどんな関係であろうと、あたしの知ったこっちゃないんだけど。にしても、仲がいいんだな」

「メイド同士の連帯は海よりも青く雪山よりも白いのでございます」

「言ってる意味がわからないなっ！」

　いつものように盛大にツッコんだあと、いつものようにため息を吐ついて額ひたいを押さえた寝猫は、のろのろと顔を上げ、壁掛け時計を見上げた。

「そろそろ時間か」

　紅茶の残りを飲み干すと、寝猫はのそりとソファから立ち上がり、重い足取りで執務机まで歩み寄っていった。

　寝猫が自分の椅い子すに腰を落とした直後、机上に置いてあった携帯の呼び出し音が鳴る。画面には一也の携帯番号が表示されていた。

　寝猫はゆるゆると手を伸ばし、携帯を手に取った。

「市いち一いちか。ちゃんと合流できたか？」

【無事に会えました。これから事務所までご案内します】

「了解。東京駅からだと四、五十分くらいか？」

【そんなものですね】

「じゃ、待ってる」

【待ち時間を利用してパチンコに行かないでくださいよ、猫先輩】

「……行かないよ」

【どうしたんですか？　何か元気ありませんね】

「もうあたしのＨＰヒツトポイントは残り僅わずかだよ。数字は黄色い表示になってるよ。一歩歩く度たびに、バシッ、バシッと音がして画面が点滅してＨＰが減っていくよ」

【毒の沼でも歩いてるんですかっ!?】

「そんなもんだな。いや、毒沼のほうがまだマシかもしれない」

【紗綾華嬢と弥茂祢さんがいるんですね】

「いるよ」

【あと四十分ちょっとです、頑張ってください】

「急げ。一時間を超えると、あたしのライフはゼロになるぞ」

【はい、わかりました。できるだけ急ぎます】

　一いち也やとの通話を終えた寝猫がチラッと紗綾華と弥茂祢に視線を走らせると、弥茂祢が澄ました顔で訊きいてきた。

「紅茶のお代わりは如何いかがでございますか？」

「そうだな。もらおうか」

　力なく寝猫が応えると、ソファに座った紗綾華が自分の隣をぱしぱしと叩たたいた。

「猫お姉様、どうぞ、ここへ。そして猫お姉様のご活躍の様子を聞かせてください」

「女子中学生に自じ慢まんして聞かせるようなことじゃないんだけども」

　と言って、寝猫は重い腰を上げた。
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　一也が櫟井帥と菱ひし川かわ鬼百合を連れてくるまでとくにすることもないので、寝猫は長野での武ぶ勇ゆう伝でんを掻かい摘つまんで紗綾華と弥茂祢に話して聞かせた。




「おやまぁ。あの竜りん胆どう寺じ様とタッグを組まれたのでございますか」

「べつにタッグなんか組んではいないよ？　ちょっと手伝ってもらっただけだからね？　人聞きの悪いこと言わないでくれる？」

「べつに人聞きの悪いことでもないように思うでございますが。といいますか、そんな楽しいイベント、わたくしにもお声がけくださればよかったですのに」

　寝猫は小さく肩をすくめて応えた。

「あなたと紗綾華は荒事には巻き込みたくなかった。それに、あなたを巻き込んだら、確実に紗綾華の父親に話が漏もれるだろ。そうなると、さらにややこしいことになりかねないじゃないか」

「で、ございますね。旦那様、ややこしい事態を作り出す才能に溢あふれてございます故ゆえ」

　寝猫は非難がましい目を弥茂祢に向ける。

「それをあなたが言うかな」

「猫お姉様、その記念写真という物を見せてくださいませんか？」

　と横から紗綾華がせがんだ。

「女子中学生が見て楽しいモノじゃないよ？」

「問題ありません。わたし、楽しいと思う感覚が、一般的な女子中学生とは一線を画していますから、ご懸け念ねんには及びません」

「そんなことを胸を張って言われても……」

　思い切り情けない顔になる寝猫だった。

「う～ん、まぁいいか？　べつに暴行の現場写真ってわけじゃないし」

（エロ写真集も中身が写ってるわけじゃないしな）

　少し迷った寝猫だが、やがて自分の多機能型携帯電話マルチフオンを操作し始めた。

「ほら、これが件くだんの社長」

　寝猫が突き出したマルフォの画面を、紗綾華と弥茂祢が覗のぞき込む。

「手にした写真集については気にしないよう……こら紗綾華。画像を拡大しようとするんじゃない」

　マルフォに手を伸ばしてきた紗綾華を押し戻していると、不意に事務所のチャイムが鳴った。

「ん？　もう一也来た？　いや。まだ三十分も経たってないじゃないか。ってことは……誰だ？　まさかお客さんが来たのか？」

　怪け訝げんそうな表情で寝猫がドアに顔を向ける。

「お客様がお見えになる可能性が『まさか』レベルなのでございますか？」

　と弥茂祢は少し呆れ顔だ。

「けど、依頼なら先に電話くらい寄よ越こすよな。いったい誰が……」

「わたくしが出ましょうか？」

　と言う弥茂祢を抑えて寝猫が立ち上がる。

「いいよ。あたしが出るから。万が一にもお客さんだったら、あなたの出いで立たちを見て驚くだろうしさ」

（何しろあたしは心を入れ替えたからな。もし依頼だったら、どんな小さなものだって引き受けちゃうぞ）

　寝猫がドアに向かおうとする間もなく、いきなりドアが開いた。

「あら」

「ああ？」

　そこに立っていたのは真っ赤な革製のタイトなスカートを穿はき、白いブラウスの上に赤い革ジャンを羽は織おり、足下は赤いブーツで固めている竜胆寺深月だった。

　寝猫は天を仰ぎ、額を押さえ、一歩、二歩とよろめくように後あと退ずさった。

「依頼人じゃなかった！　噂うわさの大迷惑が……」

「なぁに？　わたくしを出迎えてくれるところだったの？　嬉うれしいわね、寝猫」

　顔を戻した寝猫は、びしっ、と深月に向かってツッコんだ。

「おまえだと知ってたらドアに鍵かぎをかけておいたわ！」

　そんな寝猫を無視して、深月は事務所の中を覗き込む。

「あら。寝猫の彼女と愛人も一緒なのね」

「このあいだの神社の仕合の善いい人！」

　紗綾華が嬉しそうに指さすと。

「竜胆寺深月ですわよ。よろしくね、寝猫の可愛い恋人さん」

「凄すごく善い人だ！」

「どこがだ……」

　がっくりと肩を落とした寝猫は、恨めしそうな表情で深月を見やった。

「しかし、おまえ、その恰かつ好こうでよく外を歩けるね」

「あら？　どこかおかしいところがある？」

「いや、おまえがいいならいいんだけど。それより。今日はなんの用だ？　用がないのなら帰ってくれないかな。っていうか、これからお客さんが来るから、たとえ用があっても帰ってほしい」

「もちろんバイト代の残りを受け取りに来たのだわよ。でも、ちょうどよかったわね」

「は？　何が？」

「東京駅のデパートの催さい事じ場じようで北海道フェアをやっていたから、フルーツケーキ工房のケーキを買ってきたのだわ。丸ごと一ホール。お客様にお出ししても不足はないわよ？　これを皆で食べましょう」

「素敵。さすが竜胆寺さん、素敵」

「なんと。それは素晴らしいでございますね」

　紗綾華と弥茂祢が食べる気満々で腰を浮かせたので、寝猫も断り難にくくなった。

（っていうか、フルーツケーキ工房のケーキはあたしも食べたいし）

　はぁ、とため息を吐ついて寝猫は道を空けた。

「まぁいいか。これから来る客人は、おまえにも無関係ってわけじゃないから。言っておくけど、決してフルーツケーキに釣られたわけじゃないんだからな!?」

「どんなツンデレなの」

　と軽くツッコんでおいて、深月は事務所に足を踏み入れた。

「紅茶を淹いれましょう」

　と言って弥茂祢が立ち上がった。

「ありがとう」

　と弥茂祢に声をかけ、深月は紗綾華が座っている三人掛けソファの対面にある一人掛けのソファに腰を下ろした。

「寝猫も座ればどうなの？　可愛い恋人の横に」

「竜胆寺さん！」

　紗綾華が感激の面持ちで竜胆寺を見つめる。

「深月、でいいわよ。えぇと？」

「あ、自己紹介が遅れてすみません」

　紗綾華は急いで立ち上がった。

「この事務所で寝猫お姉様の恋人をやらせてもらっている吉成紗綾華と申します。よろしくお願いします」

「おいぃ？」

　寝猫が目を見開いてツッコんだ。

「違うだろ！　あたしがやってもらってるのは助手だよ！」

「なるほど、わかったわ。可愛い恋人を助手という名目でここに囲っているのね」

「違うわ！」

　とツッコむ寝猫を無視して、紗綾華は頰ほおを赤らめて頷いた。

「そんな本当のことをずばり言われてしまうと恥ずかしいです」

「ぐあぁあぁぁぁ」

　寝猫は頭を抱えて身み悶もだえた。

「ところで深月さん」

「なぁに？」

「深月さん、今日はどうして猫お姉様の事務所に？」

「バイト代の受領と、あと挨あい拶さつだわね。わたくし、近々、東京に出てくるのよ。で、この近所に住むことになったから寝猫に挨拶しておこうと思って。それと下見ね」

「下見、ですか？」

「そうよ。寝猫はどんなルートでこの事務所に通っているのかとか、寝猫に不意打ちをかけるのに適てきした場所はどこかとか、身を潜める場所は近くにあるのかとか、そういうことを調べておきたかったのよ」

「え？　まさか猫お姉様を襲うつもりなのですか!?」

「ええ、そのつもり満々よ」

「そんな！　酷ひどい！」

「寝猫がわたくしにしてきた酷いことを思えば当然ではないかしら」

「え？　猫お姉様……深月さんにどんな酷いことを？」

「仕合に負けたわたくしを無理やり手て籠ごめにして、それはもうあんな酷いことやこんな恥ずかしいことを」

　紗綾華は目を見開いて上体を乗り出した。

「そこのところ、もう少し詳しくお話しください」

「こら！」

　背後から寝猫の手が伸びてきて、紗綾華の後頭部を叩はたいた。

「あうち！」

「おまえも、あることないこと紗綾華に吹き込むんじゃない！」

　寝猫は凄すさまじい形ぎよう相そうで深月を睨にらみつける。

「はいはい、噓うそでした、ごめんなさいね」

「誠意の感じられない謝り方だな」

「けれど、昔、一緒にお風呂に入ったとき、わたくし、寝猫によって全身を白はく濁だく液えき塗まみれにされたことはあったわね？」

「そんな？　猫お姉様、女子なのにどうやって深月さんを白濁液塗れに!?」

「だから！　紗綾華の勘違いを煽あおるような言い方は止やめろと！　あれは小学生のときで、共同合宿を張って、みんなで入浴しただけだろ。でもって、おまえがシャンプーをあたしの目めがけて飛ばしてきたので、あたしはリンスで応戦しただけだ！」

　紅茶を淹れて戻ってきた弥茂祢が呆れた顔で言った。

「シャンプーとリンスの打ち合いでございますか。お二人とも子供でございますね」

「だから。子供だよ。小学生のときの話だって言ったろ！」

「さようでございましたか。では、子供のような応おう酬しゆうも無理ないでございますね。あ、お紅茶をどうぞ、竜胆寺様」

「あら、ありがとう。えぇと？」

「紫ゆかり乃の弥茂祢、でございます」

　弥茂祢は背筋を真っ直ぐ伸ばしたまま、腰を四十度ほど曲げた。いつものことながら、美しい姿勢だった。

「当事務所では、所長の恋人である紗綾華お嬢様のメイドとして様々な雑用を熟こなしつつ所長の愛人も熟しております」

「ちょおぉ？」

　寝猫がぴょんと腰を浮かせた。

「弥茂祢さんも、そういう出で鱈たら目めを言うのは止やめてくれないかな！」

　深月が、はぁぁ、とため息を吐ついた。

「こんな可か愛わいらしい女子中学生を恋人にするのみならず、こんな美人のお姉さんを愛人にして。羨うらやましい限りね、寝猫」

「やっぱり善いい女ひとだ！」

「本当に正直で噓の吐つけない善よいお方でございますね」

（もうやだ。誰か助けて。なんとかして）

　ソファの上で寝猫は上体を折り曲げ、肘ひじを太腿に載せ、両手で顔を覆った。

　そのとき、入り口のドアが勢いよく開いて、一也の声が響き渡った。

「猫先輩、戻りました！」

（助かった！）

　地獄で天使に会ったかのような顔を寝猫は入り口のほうへと振り向けた。
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「あ、あれ？」

　事務所に深月がいるのを見て、一也が戸惑った顔になった。

「どうしてあなたが？」

「ちょっとした挨拶よ、寝猫のパシリ一号君」

「あれぇ？　僕の位置づけって、そういう？」

　深月を見ていた一也は、思いきり情けない顔になる。

「おお。なんだか賑にぎやかだね」

　一也の後ろから顔を覗かせた櫟井帥が興味深そうな顔で視線を室内に巡らせた。その後ろには帥のメイド、菱川鬼百合が控えている。

　ふらりと立ち上がった寝猫が、重い足取りで帥のところへ歩み寄った。

「遠えん路ろ遙はる々ばる、ようこそ帥さん」

「ありがとう、寝猫さん」

　寝猫が右手を差し出すと帥も右手を伸ばしてきて、二人は固い握手を交わした。

「鬼百合さんも、ご苦労様」

　寝猫がそう声をかけると、鬼百合は深々と低頭した。

「その節は大変お世話になりました、夜見坂様」

　鬼百合の言葉に込められた真の意味を知っているのは彼女自身と寝猫だけだ。二人は意味深な視線を交わし、小さく頷き合った。

（どうやら鬼百合さんは、あたしとの約束どおり、帥さんが高校を卒業するまで仕えるつもりのようだな。これで一安心）

「入って入って」

　と寝猫は帥と鬼百合を誘いざなった。

「帥さんはそちらに」

　深月が座っている一人掛けの横、空いているもう一つの一人掛けソファに帥を座らせると、寝猫は三人掛けソファを睨む。

「深月、こっちへ移ってくれるか？　で、空いたソファに鬼百合さん、座って。紗綾華とあたしは三人掛けに座るとして」

　寝猫は弥茂祢と一也に顔を向けた。

「弥茂祢さんはあたしの仕事用の椅子を持ってきて座ってもらおう。一也は……パイプ椅子だな」

　一也は肩を落とし気味にして応えた。

「わかってます」

「あの、夜見坂様、わたくしはお嬢様の後ろに控えておりますので、愛市様をそちらのソファに……」

　と鬼百合は申し出たのだが、寝猫は、それは駄目、と手を振った。

「今日は帥さんもあなたもお客様だから、ちゃんとソファに座ってくれないと」

「……で、ありますか。では、失礼いたします」

　鬼百合は帥のあとについて部屋に足を踏み入れた。

「愛市様、わたくしがパイプ椅子に座りますよ？　まだ夜見坂様の仕事椅子のほうが座り心地がいいでございましょうから」

　気を利かせて弥茂祢がそう言うと、一也は、いえ、と胸を張った。

「僕はパイプ椅子でいいです。武士は食わねど高たか楊よう枝じ、ですから」

「少し意味が違うように思うでございますが。では、お申し出、ありがたく頂ちよう戴だいいたすでございます」

　全員が席に着くと、寝猫は帥と鬼百合に深月を紹介した。

　紹介の内容が難しかったが、過去の経けい緯いは省いて、帥の依頼した事件の後始末を手伝ってもらった者だと言うに留とどめておいた。

　次に寝猫は深月に対して帥と鬼百合を紹介し。

　一通りの紹介が済むと、弥茂祢がミニキッチンへと引っ込んだ。

　ほどなく弥茂祢は、全員分のお茶を淹れ、深月の手土産であるフルーツケーキを切り分けて運んできた。

「竜胆寺様のお土産でございます。ケーキ皿が人数分ございませんので、ある物を適当に使わせていただきました」

　と言って、弥茂祢はティーカップとケーキが載った小皿を配っていく。

「おお！　これは美お味いしそうだ！」

　帥が目を輝かせる。

「さすが東京、長野にはない美味しそうなスイーツに溢れているね」

「いえ、それ、東京じゃなく、札さつ幌ぽろのケーキ屋さんのケーキなんですけどね」

　と寝猫が横から口を挟む。

「おや。そうだったのか」

　帥は深月を見やって頭を下げた。

「では、遠慮なく頂戴します」

「どうぞどうぞ」

　ナイフで切り取ったケーキの一欠片を口に運んだ帥は、目を見開いて叫んだ。

「うん！　これは美味しい！」

「クリームの甘さとフルーツの酸っぱさがいい感じに口の中で混ざり合って蕩とろけ合っていい感じだわ」

　などと、よくわからない感想を口に上しつつ、紗綾華もケーキをぱくついた。

（くそ。深月の土産ってのが口くち惜おしいけど、本当に美味しいな、これ）

　ケーキを頰張りながら寝猫は帥を窺うかがった。

（だけど、帥さん、ただ挨拶に来ただけなのかな？　それに東京に用って、どんな用があったんだろ）

　帥は今までずっと戸と隠がくし高原に建つ遠と隠がくし館かんで暮らしてきた。この後も高校を卒業するまでは遠隠館で暮らすことになるはずで、寝猫には帥の東京での用事というものが想像できなかった。

　全員がケーキを平らげ、弥茂祢が淹れたお代わりの紅茶が行き渡るのを待って、寝猫は疑問を質ただしてみた。

「ところで帥さん、今回、東京での用事というのはなんだったんです？　もし差さし支つかえなければ教えていただけませんか。もしかして、こちらの親しん戚せきにご挨拶でも？」

　帥はあっさり、いえ、と首を横に振った。

「そういうわけではありません。そもそも、うちは長野に根を張っている一族ですから東京に親族はいません。今回、上京したのは下見なのです」

「はい？　下見？」

「まさか、あなたも寝猫を闇討ちしようとして下見を？」

「いいから深月おまえは黙ってろ」

　と釘を刺しておいてから、寝猫は改めて帥に顔を向けた。

「なんの下見です？」

「進学する大学を決めましたので、その下見に、ということなのです。大学のある場所だけでなく、住環境なども自分の目で確かめておきたかったものですから」

「ああ、そういうことでしたか」

　寝猫は納得の顔で頷いた。

「ちなみに、どこの大学に進学するつもりなのです？」

「あなたの在ざい籍せきしている大学に、ですよ、寝猫さん」

　あまりにもさらっと帥が応えたので、その言葉の意味が寝猫の脳内に浸しん透とうするまで、少し時間がかかってしまった。

「…………はい？」

「寝猫さんの通う大学には武士養成科があるではないですか」

「あ、ええ、ありますね……まさか、そこへ？」

「はい」

　帥が輝くような笑顔を向けてきた。彼女の笑顔が眩まぶしすぎて、思わず目を瞑つむりそうになる寝猫だった。

「高校在学中に武ぶ士し免めん状じようを取得してしまった寝猫さんは別格ですが、僕も大学にいるあいだに武士免状を取ろうと思いまして」

　ぎくり、と一也が体を強こわばらせる。一也も帥と同じことを考えていたからだ。紗綾華とは違う意味でのライバルの登場に、一也は戸惑いを隠せない。

　ぎこちなく寝猫が頷いた。

「あ……そ、そうです、か。取れると、いいです、ね」

「再来年の春には僕も寝猫さんの後輩だ。愛市君に負けず、正々堂々、猫先輩と呼ばせてもらうつもりだ。どうかよろしくお願いする」

「そ、そうデス、か。こちらこそ、よろ……しく……」

「ただの後輩というだけに留まらず、寝猫さんの愛人の席も確保しようと、虎こ視し眈たん々たんと狙っている」

「は？」

「いやほら、そこの吉成紗綾華嬢が恋人で、紫乃弥茂祢さんが愛人一号なのだろう？　そちらの竜胆寺さんが愛人二号になるのかな？　僕は三号でかまわないから、寝猫さんの愛人軍団の末席に座らせてもらいたいと思っているんだ」

「なっなっなっ何を言っているんだ、帥さんは!?」

「三号ならかまわないわ。でも、恋人の席は譲りません」

　と紗綾華が宣言し。

「さようでございますね。愛人一号としては、ともに夜見坂様に可愛がっていただきましょうと申すしかございません」

　と弥茂祢が澄ました顔で言い。

「わたくし、いつのまに二号になったのかしらね」

　と深月が首を傾かしげ。

「あ、あのう、でしたら、わたくしは四号にしていただけないでしょうか」

　と鬼百合がおずおずと申し出て。

「もういやあぁぁぁ。誰かこいつらをなんとかしてくれぇぇぇ」

　頭を押さえた寝猫が絶叫した。

（不ま味ずい。本格的に不味い。紗綾華と弥茂祢さんだけでも困ってるのに、そこに深月が加わり、その上、帥さんまでが押しかけてきたら……マジでこの事務所が地獄になる。それだけはなんとか阻止しないと）

　そんな寝猫を、顔を真っ青にした一也が見つめている。

（僕のライバルが激増しているっ！　猫先輩、いつの間にこれほど女子モテ女子になっちゃったのっ!?）

「というわけで受験までのあいだ、冬休みや春休みや夏休みを利用して、ちょくちょく上京することになる。上京したときは必ず遊びに来させてもらうから、どうかよろしくお願いするよ、寝猫さん」

　と帥が宣のたまい。

（来なくていいよ）

「わたしは休みであろうと学校があろうと事務所に日につ参さんしますから、どうかご安心ください、猫お姉様」

　と紗綾華が迫り。

（安心できないよ）

「わたくしもお嬢様に従い日参いたしますので、どうかご安心を」

　と弥茂祢が追い打ちをかけ。

（ますます安心できる要素がないよ）

「仕方がないわねぇ。わたくしも可能な限り顔を出して、あなたの頭をぐちゃりと潰す機会を探るから、よろしくね、寝猫」

　と深月が笑い。

（探るな！　そんな機会は探るな！）

「ぼ、僕だって負けてませんから、猫先輩！　っていうか、この事務所は僕の仕切りで保もっているようなものですからね！　これからもいい依頼をたくさん受けて、猫先輩の免停が一日も早く解除されるように頑張りますから！」

　一也は悲ひ愴そうな顔で拳を握りしめた。

（ウザい。もういいよ。ほっといてくれよ）

　いきなり深月が立ち上がった。

「では皆さん。これから共に夜見坂探偵事務所を支えていく者同士として、寝猫を支えたり襲われたり襲ったりする恋人愛人として、互いの健闘を祈り乾杯といきましょう」

（なんでおまえが仕切ってるんだよ！　っていうか。襲ったり襲われたりってなんだよ。あたしには襲うつもりも襲われるつもりもないよ！）

　寝猫を除く六人が紅茶で乾杯するのを横目に、寝猫は改めて思った。思い知った。

　警護寮に復帰するしか、彼女たちの魔手（？）から逃れる術すべのないことに。

　そのためには、一刻も早く武士免状の停止処分を解除するしかないことに。

（なんだろう。鬼のような課長の鬼のような形相が、今なら天使の微笑ほほえみだったんじゃないかって思えてくる。いや、むしろ。この地獄のような惨さん状じようからあたしを救いだしてくれる仏様かも）

　そのとき、事務所のチャイムが鳴った。

（今度こそ依頼人か？）

　寝猫はいそいそとドアに向かい、さっとドアを開けた。

　そして固まった。




　　　　　４




「元気そうじゃないの、夜見坂」

「か……課長！」

　という寝猫の声に、全員が現れた女性に視線を集中させる。

（あれが夜見坂様の上司、天あめ乃の宮みや課長でございますか）

　清せい楚そな白のブラウスの上に淡色のスーツを決め、タイトなミニスカートを穿いている天乃宮彩あ以いは、武士であると同時に高級官かん僚りようでもある。左腰には当然のように刀を差していて、眼光は鋭く、いかにも切れ者という雰囲気を発散していた。

　警護寮勤つとめをしていた寝猫に関して、警護寮のホストコンピュータから抜いた情報を手に入れていた弥茂祢は――実際に抜いたのは知人のハッカーだったが――初めて見る実物の天乃宮課長に感心するのだった。

（なるほど、女だてらに護ご衛えい方かたの課長を務めているだけのことはございますね。切れ者、遣やり手てという雰囲気が溢れ出ているでございます。あのような方の下で働く夜見坂様も大変でございますね）

　彩以のことは寝猫からいろいろ聞かされて知っている一也は驚きの顔を向けているが、それ以外の者――紗綾華、深月、帥、鬼百合――は、あれは誰？　状態だった。

　弥茂祢は身を乗り出して、そっと紗綾華に耳打ちした。

「あれが夜見坂様の上司、天乃宮課長殿でございますよ」

　その声は横に座っていた深月にも届いたので、改めて彼女も興味深そうな顔を彩以に向けた。

「どうしたの、夜見坂？　豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らった鳩はとのような顔して？」

「あ……いえ、あの、課長、今日はどんな用事で？」

「陣中見舞いよ、陣中見舞い。あ、陣痛じゃないからね？」

（課長は一生、陣痛とは無む縁えんの人生を送ると思いますけど？）

「何か言いたそうな顔ね、夜見坂？」

　ぶるんぶるん。

　寝猫は思いきり首を左右に振る。

　疑わしそうな目を寝猫に向けていた彩以だが、そのうち右手を差し出してきた。

「ほら、お土産」

　手土産を受け取った寝猫が体を退どけると、全員の視線が課長に集中していた。

　狭い事務所に集った者たちを一いち瞥べつし、彩以は面白そうに言う。

「おやおや、千せん客きやく万ばん来らいといった感じね」

（いずれもが迷惑千せん万ばんな客ばかりですけどね）

　と内心で毒づいてから、寝猫は課長を誘った。

「立ち話もなんですから、中へどうぞ」

「失礼するわよ」

　彩以が室内に足を踏み入れた。

「みんな、警護寮の天乃宮彩以課長。あたしの上司をやってる女ひと」

　と寝猫が彩以を紹介すると、全員が立ち上がり、軽く頭を下げた。

「天乃宮彩以です。よろしくお願いするわね」

　と挨拶を返した彩以は一同に視線を巡らせたが、深月のところで目を留めた。

「知らない顔もいるわね」

「そいつは以前からの腐くされ縁えんで」

　と寝猫が言い訳をするように説明した。

「うちの流派とそいつの流派とは昔から交流があって、子供の頃から何度か仕合してた仲なんですよ。このあいだの温泉旅館の案件で偶然再会しまして……」

「へえ、そうなの。なかなかデキそうね」

「ありがとうございます」

　立ち上がった深月が頭を下げた。

「竜胆寺深月と申します。夜見坂さんとは宿命のライバルをやらせていただいてます」

「そんなモノをやらせた覚えはないけど!?」

　とツッコむ寝猫には目をくれず、彩以は値踏みするような視線を深月に注ぐ。

「あの……何か？」

「いいえ」

　彩以は深月から視線を外し、帥と鬼百合のほうへ向けた。

「そちらは？　女子高生のようにお見受けするけれど。夜見坂、あなた、吉成のお嬢様だけでは飽き足らず、女子高生にも手を出しているの？」

「人聞きの悪いことを言わないでくださいっっ！」

　とツッコんでおいてから、寝猫は声を落として二人を紹介した。

「今回の案件の依頼主さんである櫟井帥さんと、彼女のメイドの菱川鬼百合さんです。用があって上京してきたので、そのついでにあたしの事務所に顔を出しただけです」

　帥と鬼百合が立ち上がって挨拶をする。

「僕が櫟井帥です。この度は夜見坂さんには大変お世話になりました」

　帥が頭を下げるのに合わせて鬼百合も頭を下げた。

「ああ、あなたが夜見坂の報告書にあったアレの依頼主」

「報告書はもう読んでいただけたんですね、課長？」

「読んだわよ」

「あちらのほうはどうですか？」

　と寝猫に訊かれ、彩以はちらっと帥に視線を向け、すぐに寝猫に戻した。

（ここで話していいの？）

　と彩以の目は訊いている。

「はい、かまいません」

　寝猫が頷くと、彩以は、そう、と言って話し出した。

「櫟井昌しよう道どうに関しては、そのうち国税局の査さ察さつが入るでしょう。叩けばいくらでも埃ほこりが出るでしょうから、脱税か何かで捕まるのではないかしらね」

「あ～、警察じゃなくて税務署でしたか」

　と寝猫が言った。

「警察に恩を売る手もありましたけど、あまり大おお事ごとにしないでくれという夜見坂の意を汲くんで国税局に話を振りました」

　彩以がそう応えると、寝猫と帥が同時に頭を下げた。

「ありがとうございます。これで帥さんの依頼は完全無欠に解決です」

「ご配はい慮りよ、感謝します、天乃宮さん」

「いいのよ、べつに。珍しく夜見坂がやる気になっているのだから、可愛い部下のために上司も働かなくてはね。ねえ、夜見坂？」

　寝猫はダラダラと冷や汗を流しながら頷いた。

「そ……そうですね」

「で、そちらのお嬢様が、もしかして吉成の？」

「ああ、はい、吉成紗綾華嬢と、彼女のメイドの紫乃弥茂祢さんです」

「お目にかかるのは初めてね、吉成さん。天乃宮彩以です、よろしく」

「あの……吉成紗綾華です。寝猫お姉様の彼女をやらせていただいています。どうぞ、よろしくお願いします」

「そんなモノをやらせた覚えはないけどっっ!?」

「夜見坂、あなた、いっそ吉成さんのところへ婿むこ養よう子しにでも行ったら？」

　紗綾華の目が異様な輝きを放った。

「いつでもいらしてくださいっっ！」

　そして寝猫は大きく仰のけ反ぞった。

「なに馬鹿なこと言ってるんですっ!?」

「まぁ冗談はさておいて。今日はちょっと話もあったのだけど、お客様で一杯のようだから、また今度にしようかしらね」

「あの、とりあえずお茶でも如何ですか、課長」

「お邪魔ではないのかしら」

「全然そんなことは」

（課長がいると、紗綾華や深月や帥さんがおとなしくなるから大歓迎ですよ。よく来てくれました。神様仏様天乃宮課長様）

　寝猫は内心で彩以に向かって手を合わせた。

「そう？　なら、いただいていくわね」

「では、そこへおかけになってください」

　寝猫は自分が座っていた三人掛けソファの空いている場所を指し示す。

「失礼するわね」

　彩以がソファに腰を下ろすと、隣に座ることになった紗綾華が、なんとなく深月のほうへ体を寄せた。

（なんだろう……この女ひと、なんか恐い）

　本能的に彩以の危険さを感じ取ったのだから、紗綾華の危機察知能力も捨てたものではない。

　寝猫が弥茂祢に向かって軽く頭を下げると、寝猫の意を察した彼女は彩以の手土産を持ってミニキッチンへと引っ込んだ。

（この事務所にこれだけ人が集まるのなんて、後にも先にも今日だけだろうな）

　と思いつつ、寝猫は最後のパイプ椅子を持ち出してきて課長の横に置き、静かに腰を下ろした。

　ほどなく弥茂祢が戻ってきて、彩以の前に紅茶の入ったティーカップを置き、彩以の手土産の和菓子を載せた皿を各人に配った。

　彩以がいるだけで、先ほどまではまったく感じられなかった緊張感が事務所内に充満していた。みな口数も少なく、なんとなく彩以の手土産を口に運んでいるだけだ。その緊張感を振り払うように、寝猫は敢あえて明るい声を上げる。

「で。課長、先ほど仰おつしやっていたお話ってなんです？」

「お客様が大勢いるのに、こちらの話を始めてしまっていいのかしら？」

「かまいませんよ」

「そう？　では本題……に入る前に。ちょっとある筋から噂を聞いたのだけれど」

　ティーカップを受け皿に戻した彩以は、ちらっと寝猫に視線を走らせた。

「このあいだ長野市内で、とある暴力団の事務所が何者かに襲われ、事務所が壊滅したそうね？」

　ぶっっ。

　寝猫は思わず紅茶を噴ふき、課長はわざとらしく眉を顰ひそめた。

「どうかしたのかしら、夜見坂？」

「い、いえ、どうもしません。ちょっと紅茶が気管に入って咽むせただけです」

「はい、猫先輩」

　一也が差し出したハンカチをひったくるように受け取ると、寝猫は汚れた口くち許もとを拭ぬぐうのだった。

「で、その暴力団の事務所を襲ったのは」

　寝猫から視線を外した彩以が次に視線を向けたのは深月だった。

「どうやら若い女子二人組だったらしいのだけど？　そして二人とも恐ろしく腕が立ったらしいわね」

　ぶ～～っっ。

　深月が盛大に噴き、彩以は口の端を吊り上げるように薄く笑った。

「どうかしたのかしら、竜胆寺さん？」

「ああぁ、いえいえ、どうもしないですわ。お土産のお菓子があまりにも美味しくて、少し驚いただけですのよ」

「そうなの？　喜んでもらえてよかったわ」

　すべてを透とう徹てつするような彩以の鋭い視線が自分に突き刺さるのを感じて、深月はダラダラと冷や汗を流す。

（なんなの、この女おんな。こんな危ない女、初めて見ましたわ。寝猫はこの女の下で働いていたというの!?　わたくし、生まれて初めて寝猫を尊敬しそうになったわ）

　彩以に見つめられていると居心地の悪いことこの上ない。美味しいなどと言ったが、深月は和菓子の味など少しも感じられなかった。

「ま、それは余談ですけどね。本題とは関係ありません」

　視線を戻した彩以が自分の持ってきた和菓子を口に運ぶのを見て、寝猫と深月が安あん堵どの息を漏らした。

「夜見坂、あなた、なかなか調子がいいようね」

「あ？　はい？」

「だから。探偵事務所のことよ」

「あ～、そ、そうですね。割と快調にやらせてもらってます、けど」

「実は、昨日、あなたのところの師匠が来て話をしていったのよ」

「ええぇ？　し、師匠がですか!?」

「そうよ」

「あの……師匠はなんて？」

　と寝猫が恐る恐る聞くと。

「あなたのことを褒めていたわよ、夜見坂」

「え？　そうなんですか。でへへ」

　寝猫は照れ笑いを浮かべて頭を掻いた。

「免停は期限内に解除すればいい、それまではのんびり過ごせばいいや、なんて言って毎日パチンコ屋に通ってるようなら、足腰立たなくなるくらい厳しい修行を課してやるつもりだったが、どうやら大丈夫そうだな、とも仰っていたわね」

　寝猫は全身からどっと冷や汗が噴き出るのを感じた。

（よかった～～。真面目に仕事してて本当によかった～～）

「もしかすると護衛剣士より探偵のほうが向いているのかもしれないな、なんてことも仰っていたわね」

「……え？」

「わたしも、そうかなって思うのよ」

「……はい？」

「あなたの師匠曰いわく。『武士免状の免停処分が解けても、しばらくは探偵稼か業ぎようを続けたほうがいいかもな』だそうよ」

「なぁ!?」

「たしかに今は護衛剣士をしているより、探偵として様々な人と出会い、様々な経験を積んだほうが、わたしもあなたのためになると思うのよ、夜見坂」

「え……いや……でも……」

「わたしとあなたの師匠は見事に意見が一致したわね」

「で……でも……けど……」

「ということで、夜見坂」

　寝猫に視線を向けた彩以が眼鏡の蔓つるをくいと押し上げると、眼鏡の向こうで彼女の瞳が妖しく光った。

「あなた、免停を解除したあとも、しばらくは私立探偵を続けなさい」

「えぇえぇぇえ～～っっ!?」

　寝猫は思わず椅子から腰を浮かせて叫んでいた。

「そんな馬鹿なっっ!?」

（それじゃ、紗綾華や弥茂祢さんや深月や帥さんから逃げられないっっ！）

「安心なさい。警護寮のほうは休職扱いにしておいてあげる。お師匠さんが認めれば、いつでも復職できるわよ、夜見坂」

　寝猫は全身を弛し緩かんさせ、パイプ椅子の背もたれに力なく背中を預け、惚ほうけた顔で天井を見上げた。

（課長、地獄で出会った仏かと思ったけど、違った。罪人に罪状を突きつける閻えん魔ま大王からの使者……というより、むしろ閻魔大王その人かも。地獄には神も仏も天使もいなかった……）

　これで武士免状の免停処分が解除されてもされなくても、紗綾華や深月や帥につきまとわれることが決定してしまった。

　それまで息を潜めて彩以の話を聞いていた紗綾華が、やおら立ち上がった。

「よかった！　これでわたしは猫お姉様の助手をずっと続けていけるのね！　猫お姉様を一生お手伝いしていけるのね！」

　慈じ愛あい溢れる眼まな差ざしで弥茂祢が紗綾華に笑いかける。

「ようございましたね、お嬢様」

「よくないよ。なんだ、一生手伝うって」

　続けて深月がすっくと立ち上がった。

「よかったわ。警護寮全体を敵に回してしまうのは、さすがに躊躇ためらわれますもの。護衛剣士ではなく、単なる市し井せいの私立探偵なら、闇討ちしても問題ありませんものね」

「問題ないわけないだろ！」

　帥も負けずに立ち上がり、ぐっと右手を握りしめた。

「よかった。これで僕が大学に進学するまでも、したあとも、寝猫さんは探偵をやっているわけだ。誰に憚はばかることなく、事務所に遊びに来られる」

　鬼百合は、可愛い妹を見る姉のような優しい眼差しを帥に注いだ。

「よかったですね、お嬢様」

「憚って。お願いだから憚って！」

「不味い。これは最悪の展開だ！　僕はどうしたら!?」

　一也は頭を抱えて唸うなり、呻うめき、ぶつぶつと呪じゆ詛その言葉を吐き散らす。

　事務所内は蜂はちの巣を突つついたような騒がしさとなり、収拾がつかなくなってきた。

　そんな中でも彩以は澄ました顔で少し温ぬるくなった紅茶を口に運んでいるが、その目は弓なりに撓しなっていて、口の端は少し引き攣つったように吊り上がっていた。

「よかったわね、夜見坂」

「……は？　何がですか？」

　寝猫がゆるゆると顔を彩以に向けると。

「あなたにも素敵な友人が大勢できてよかったわね、と言っているのよ？」

　寝猫は騒いでいる紗綾華や深月や帥にちらっと視線を向けたが、すぐにため息を吐つきながら言った。

「違いますよ。あんなの友だちじゃありませんよ」

「友だちではない？　なら、彼女？　恋人？　愛人？」

「もっと違います！」

　寝猫は天を仰ぎ、額を右手で覆い、天に向かって魂の叫びを放った。

「もうやだ！　誰か助けて！　あたしをこの惨みじめな境きよう遇ぐうから救い出してぇぇ！」

　寝猫の魂の叫びが狭い事務所に谺こだまし、そして虚むなしく消えていった。
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　あとがき




　お久しぶりで……はないですね。先月、「夜よる姫ひめと亡ぼう国こくの六ろく姫き士し[image: ]」が出たばかりだ。

　ということで、毎度どうも、舞まい阪さかです。




　さて、「ものぐさ寝ね猫ねこの怠たい惰だな探たん偵てい帖ちよう」は、この「続」を以て終了となります。

　元々がＦＢｏｌの連載用に作ったもので大長編にするようなネタでもありませんし、この辺が妥だ当とうなところかな、とは思いますが、それでも、もう少しだけ続けたかったというのが本音……でしょうか。

　本作は書いていて本当に楽しかった。というか、楽だった。何も考えずに書けました。寝猫と一いち也やや紗さ綾や華か、弥み茂も祢ねたちの会話シーンを書いていると、自分でも思わず笑ってしまうことが何度もありました。弥茂祢は一部の読者さんから大好評だったので、そのうち別の作品にひょっこりと（あつかましく）顔を出すやもしれません。

　こういうのを世間では「スターシステム」などと呼ぶそうですが、わたしは個人的に勝手に「手て塚づか治おさ虫むシステム」とか「永なが井い豪ごうシステム」と呼んでいます。わたしには複数作品に登場しているキャラがいますが、これは中学・高校の頃に読んで大好きになった永井豪さんの作品（キャラ）の影響を受けているせいです。

　などという創作秘話（秘話？）はさておき。

　もう少しだけ続けたかったと思う大きな理由はＨｉｓａｓｉさんのイラストをもっと見たかったということですね。正確には「エロいイラスト」を、ですが。Ｈｉｓａｓｉさん描くエロい寝猫や可愛い紗綾華や澄すました弥茂祢をもう見られないというのが最大の心残りです。

　Ｈｉｓａｓｉ様、魅力的（でエロい）キャラを描いてくださって、ありがとうございました。

　そして「寝猫」を読んでくださった読者の皆様、ありがとうございました。

　この作品を最後に舞阪の担当を離れることになった担当Ｓ谷様、長いあいだお世話になりました。




　というところで本編に対する言げん及きゆうは終わりですが。今回は少しだけ紙し幅ふくが余っていますので、別の話題を続けましょう。

　まぁこの時期（二〇一四年六月）にする話題といえば、アレしかありませんけど。

　そうです、ワールドカップブラジル大会。

　ついに始まりましたねぇ。果たして日本代表はどこまで行けるのか。

　と書き出してみたものの。時差が十二時間というのが大問題で。放送時間のタイミングが悪すぎです。

　早い試合で夜中。次が早朝。で朝方と続き、いちばん遅くても午前中。

　となると。

　わたしは今、午前中をメインに仕事していますので、寝るのが早いのです。従って、夜中の試合は見られません。朝や午前中の試合も、仕事タイムですから見られません。思いっきり早起きすれば、仕事を始める前に早朝の試合を見られるかどうか、といった感じで。どうやら大半の試合を録ろく画が視し聴ちようすることになりそうです。その場合でも全部の試合をフルタイムで見ている時間的余裕はないので、基本早送り視聴、いいシーンだけノーマル再生と、そんな見方になるでしょう。それもやむなし。

　ところで、我が日本代表は予選リーグを突破できるのか。

　いろいろな予想が飛び交っていますが、わたしは「予選リーグの突破確率はだいたい五十％くらい」と見ています。コロンビアが八十％くらい。ギリシャとコートジボアールが三十五％くらい。それで合計二百％という計算です（予選リーグは二チームが勝ち抜けになるので二百％なのです）。優勝は……ブラジルかなぁ？

　などと書いたら、日本代表、結局、一勝もできないまま一分け二敗でリーグ戦敗退というていたらく。しかも三試合とも内容も悪けりゃ結果も出ないという最悪のパターン。もっとも最終戦がグループの中でいちばん強いコロンビアで、リーグ戦突破のためには勝たなきゃいけないという時点で、もう終わっていたとも言えるわけですが。

　まぁ、これが今の日本の実力なのでしょうけど、それにしても、もう少しいい戦いをしてくれると思っていたのですがねぇ。ここからは実力国同士が鎬を削るトーナメント戦を見て、ワールドカップ後半戦を楽しみたいと思います（録画でね）。




　ワールドカップでは書きたいことがいくらでもありますが、それを書いているだけの余裕はさすがにないので、そろそろ恒こう例れいの今後の予定を書いて締めるとしましょう。




　次に発売になるのは「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国」（ＭＦ文庫Ｊ）の六巻で、たぶん九月……かな？

　次が「ロムニア帝てい国こく興こう亡ぼう記き」（富士見ファンタジア文庫）の四巻で、きっとおそらく十一月くらいではないでしょうかね？

　次が「落ちてきた龍王と滅びゆく魔女の国」の七巻で、きっとおそらくたぶんだいたい十二月くらいではないかと思われ。今年の予定は、それで打ち止めですね。

　これから原稿を書くわけなので（「ナーガ[image: ]」はいま書いていますけど）、本当に予定通り出るかはわかりませんが、もし予定通りにいけば、年間二桁けた刊行が達成できます。一度やってみたかったので、達成できるように頑張りたいと思います。

　で。肝かん心じんのファミ通さんの新シリーズなんですが。来年（の前半）にはなんとか立ち上げたいと思っています。そのときはよろしくお願いします。




　舞阪百貨店新別館、細々と営業中→http://maisaka100ka.blog.fc2.com/

　ツイッターでも、ときどき思い出したように呟いてます。




　では、次は「落ちてきた龍王と滅びゆく魔女の国[image: ]」でお目にかかりましょう。





二〇一四年六月吉日　舞阪 洸こう
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